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　　　　　◆




　むせ返るような鉄の臭においの真ん中で、小さな少女が座すわり込こんでいた。

　真っ赤で真っ黒なその血の河の真ん中で、真っ白な彼かの女じよは一人、座すわり込こんでいた。

「……負け、たのね」

「ああ、そうだ」

　答えたのは、彼かの女じよを見下ろして立つ一人の男。

　ぼろぼろの黒くろ革かわのコートを滴したたるほどの血で濡ぬらして、男はしかし静かに続ける。

「これで終わりだよ、何もかも」

「終わり、かぁ」

　あはは、と。少女の空くう虚きよな笑い声が、血の雨の降るその空間で反はん響きようして。

　彼かの女じよは──空を見上げたまま、小さく呟つぶやく。

「……みんな、行っちゃった」

　星が消えて、空っぽになった空を見上げて。

　真っ青な月だけがぽつんと残された、星ほし凪なぎの夜空を睨にらみつけて。

「これから、どうしようかなぁ」

　そう呟つぶやいた彼かの女じよに。男はしばし沈ちん黙もくした末、何事かを告げて。

　その言葉に、少女の表情が僅わずかに揺ゆらめく。




「出来るかな、わたしに」

「ああ。きっと、君には向いている」

「どうして？」

「君は、死を知っているから」

　淡たん々たんと返す、男。その表情は、目ま深ぶかに被かぶった帽ぼう子しのせいで見えない。

　けれどそんな彼かれの言葉に、

「そっか」

　ぽつりと呟つぶやくと、彼かの女じよは先さき程ほどまでとは違ちがう、どこか楽しげな笑えみを浮うかべて──




　その日。

　世界は、最後の神を喪うしなった。










　　　　　◆




　世界はおおむね平和で、退たい屈くつなものであるというのが世間一いつ般ぱんの共通認にん識しきである。

　現実というのは常識的で、理性的で、融ゆう通ずうのきかないものだと──多くの人は、この世界というものをそういうふうに認にん識しきしている。

　そういうふうに、信しん頼らいしていた。




　だけど。

　ひっくり返した石の裏側に蠢うごめく虫みたいに──そんな「現実」というやつの舞ぶ台たい袖そでに目を向けてみれば。世界の裏側には、驚おどろくほどに『非日常』が溢あふれている。

　鬼おにに悪あく魔ま、妖よう精せい、妖よう怪かい、エトセトラ。晴れときどき異星人なんてのも珍めずらしくはない。

　能力バトルに伝でん奇きホラー。ＳＦ、ファンタジーまでなんでもござれ。

　思った以上に、世界というのは常識的でもなければ理性的でもなくて。

　思った以上に、この現実とやらの懐ふところは広いらしくて。




　けれどそんな『非日常』の彼かれらにも、免まぬかれ得ないルールがある。

　最強の鬼おにであっても膵すい炎えんになる。不死の化け物であっても風か邪ぜはひく。




　だからこそ。彼かれらにとっても等しく必要なものがある。

『日常』と『非日常』をつなぐもの。生きとし生きるもの全てが、享きよう受じゆする権利をもつもの。




　そう、それは──医い療りようである。














◆【症しよう例れい①】全身倦けん怠たい感かんと口こう渇かつを主しゆ訴そに来院した吸きゆう血けつ鬼きの一例◆









「お前は要領の悪いバカだな」

　というのが、わたしが医学部六年の締しめくくりに敬愛するクソ恩師から賜たまわったありがたーいお言葉だった。

　師曰いわく、世の中には四種類の人種が居る。要領がいいか悪いか。頭がいいか悪いかだ──ということらしいけれど。だとすればわたしの評価はというと、その中でもマイナスとマイナスをより混ぜたド底辺ということになってしまう。

　無論、そんな不当判決に屈くつすることをよしとするわたしではなく。おっかなびっくり、今後の己おのれの進退に影えい響きようのない範はん囲いできわめて平和的に、穏おん便びんに、当たり障さわりのないようそれとなーく抗こう弁べんしてみたところ、

「ま、要領の悪いバカほど愛あい嬌きようはあるもんさ。胸を張れよ、張れるほどは無さそうだが」

　返ってきたのはそんな、気休めになるんだかならないんだか分からないお言葉。

　っていうかセクハラになりませんかね、これ。




　……閑かん話わ休きゆう題だい。

　ともあれ、そんな恩師の診しん断だんは誠まことに遺い憾かんながら、誤っていると言わざるを得ない。

　残念ながらわたしは、要領はいい方なのだ。

　学生時代にも提出物は欠かさずきっちり出す方だったし、出席もほどほど。試験などもそつなくすり抜ぬけてきた。

　兎とにも角かくにも、無む駄だなことはしない。

　努力しすぎることもなく、しなさすぎることもなく。

　責任とか義務とかそういったものとは程ほど々ほどに付き合いながら、のらりくらりと生きていくことこそがわたしのモットーなのだ。

　……なのに、どうして。




「除じよ細さい動どう器き充じゆう電でん完かん了りよう、全員離はなれろ！」

　狭せまい処置室の中で響ひびいたのは、そんな鋭するどい声と──続いて、除じよ細さい動どうによる短い衝しよう撃げき音おん。

　どん、という鈍にぶい音と共に、眼前に横たわる小こ柄がらな体が小さく跳はねる。

　年の頃ころにして十二、三程度といったところか。人形のように可愛かわいらしい少女だ。

　にっこりと微笑ほほえめばさぞかし魅み力りよく的てきだろうその顔には、しかし今はじっとりと脂あぶら汗あせが滲にじんでおり。もともと色素の薄うすい肌はだも、今は更さらに青白さを増していて。

　そして、目を引くのは──小さく開いたままの彼かの女じよの口元。

　そこから覗のぞく、奇き妙みように発達した鋭するどい犬けん歯し。

「あきみちゃん、応おう援えん呼んでこい！」

「は、はい！」

　あきみ、と呼ばれた小こ柄がらで可愛かわいらしい看護師が、ぱたぱたと処置室を飛び出して。

　処置室に取り残されたのはわたしと少女、そして白衣を纏まとった長身の、目付きの悪い男──我わが恩師たる「先生」の三人。

「詠よみ、呼吸は！」

「戻もどってません！」

　わたしの返事に、先生はその表情を険しくして、

「オーケー、じゃあまた胸きよう骨こつ圧あつ迫ぱく交代頼たのむ！　……三、二、一！」

　そんな合図に合わせて、わたしは床ゆかに横たわった少女のはだけた胸むな元もとに掌しよう底ていを押おし当て、体重を乗せて押おし込こむ。

　一分百回。日ひ頃ごろの運動不足が祟たたって腕うでにじんわりとした疲ひ労ろう感かんが沁しみてくるが、そんな泣き言を言っている暇ひまはない。

　少女の肌はだは、依い然ぜんとして生気のない白さで。

　掌てのひらに伝わってくる冷たい感かん触しよくを振ふり払はらうように、必死でその作業を続けて──やがて。

「……うぅ」

　そんな小さな呻うめき声とともに、少女の真っ赤な瞳ひとみがゆっくりと開かれて。

　わたしが安あん堵どして手を緩ゆるめた、その時だった。




　彼かの女じよがゆらりとその身を起こして。

　牙きばの生えた口を大きく開けたかと思うと一直線に──わたしの喉のど元もとへとその顔を近づけてきたのだ。

　みるみる近づいてくる、獰どう猛もうな獣けもののそれのような鋭するどい牙きば。

　それをどこか他ひ人と事ごとのように冷静に見つめながら、わたしは自問する。




　……ああもう、神様仏様エトセトラ。

　一体全体どうして、こんなことになったのでしょう？




　　　　　◆




　事の起こりは、昨年の九月頃ごろのことだった。

　そろそろ本格的に就職先を見つけねばならないなぁなどと焦あせり始めていた頃ころ合あいに丁度学生時代の恩師から一通の手紙が届いたのだ。

　内容はというと、なにやら新設科が立ち上がり、人手が足りないので来てほしいという旨むね。

　無論、そんな面めん倒どうくさそうなことはお断りしたい気持ちでいっぱいだったのだが──しかし、相手が相手。

　我わが恩師は、無む駄だに権力者なのだ。

　おまけに傲ごう慢まんで厚かましくて、しかも神経質で目つきも悪い。

　そんな彼かれからの協力要よう請せいを断れば、どんな目に遭あうかも分からないというものである。

　……というかそもそも当時の研修先自体彼かれの口くち利ききによるものだったので、色んな意味で選せん択たく権けんなどなかったのだ。ああ、南な無む三さん。




　ともあれ。そんな因果で涙なみだを吞のんで前院を後にして──若じやつ干かんの面めん倒どうくささとかなりの気の進まなさ、ついでにもう働きたくない感を胸に、新たなる職場へと殴なぐり込こむ日を迎むかえたわたし。

　そんなわたしを待ち受けていたのは──迷めい宮きゆうだった。




　薄うす暗ぐらい、院内の廊ろう下か。その隅すみっこで呆ぼう然ぜんと立ちすくみながら、わたしは自分に言い聞かせるように、小さーな声で呟つぶやいてみる。

「とりあえず、落ち着いてみましょう」

　すぅ、はぁ。

　……うん、落ち着いた。

　慌あわてた時はとにかく一度深呼吸しろ、というのが我わが恩師の教えである。

　きょろきょろと、我ながら挙動不ふ審しんに周囲を見回しつつ、まずは手持ちの院内図を確かく認にん。

　芦あし原はら総合病院。

　初期研修医一年目の頃ころに軒のき下したを借りていた、見知った場所……のはずなのだが。

「まさか、工事中とは……」

　そう、現在この病院は大規模な改修工事中とのことで──わたしが居た当時とは、大きく様変わりしていたのである。

　外観こそ、以前と変わらぬ古めかしいコンクリート建築。スクラッチタイルで飾かざられたその小こ洒落じやれたありさまは、病院と言うよりむしろホテルか何かにも見える。実際、大正だか昭和だかに建てられたホテルを買い取って改装したものだと聞いた気もするが定さだかではない。

　しかし中に入ってみると──その様子はわたしの知っているものとはまるで違ちがう。

　薄うす暗ぐらい廊ろう下かにはいたるところに工事中の表示が並び、迂う回かい路ろ、迂う回かい路ろまた迂う回かい路ろの連続。

　検査室や診しん療りよう科かの位置も工事の影えい響きようで大おお幅はばに変へん更こうされており、もはや地図など何の役にも立たないありさま。

　こういう時は周りの人に尋たずねてみるのが手っ取り早いのだけれど、悲しいかな生来の人見知りからそんなこともままならず。

　そんな調子で、荒こう野やに投げ出された小動物のようにぴるぴると震ふるえていると──

「あのう、どうされました？」

「ひゃい!?」

　突とつ然ぜん掛かけられた声に驚おどろいて、素すっ頓とん狂きような声を吐はき出すわたし。そのせいで、近くを歩いていた小さなおばあちゃんが目を丸くしていた。……ごめんなさい。

　怪け訝げんにこちらを窺うかがうおばあちゃんに心の中で土下座しつつ、恐おそる恐おそる、掛かけられた声に振ふり向いてみると。

　そこに居たのは──学生さんだろうか。真っ白の看護服を着た可愛かわいらしい女の子だった。

　ヘアピンでまとめた長めの黒くろ髪かみに、小動物的庇ひ護ご欲よくをそそる大きな愛らしい目。肌はだも看護服に負けじと白く、こちらを心配そうに覗のぞき込こむ姿はといえばそれはもう、白衣の天使という言葉が具象化されたかのような神こう々ごうしさで。

「……ひょっとして、あなた──新しく総そう診しんに来るっていう先生ですか？」

　そんな彼女の後光に圧倒されつつ、わたしはおずおずと頷いて返す。

「え、あ、はい……」

「ああ、やっぱり！」

　リクルートスーツ姿で、名札も付けていない（……忘れてました）のに、なぜ？

　そう思っていた矢先、天使はわたしの心中を見ぬいたかのように、

「あ、えーと、今日新人が来るから迎むかえに行くようにと、空うつろ騎ぎ先生に言われてまして。よかった、言ってた通りでした」

　空うつろ騎ぎというのは、我わが恩師の名だ。……それよりも、

「言ってたとおり？」

　わたしほど平へい凡ぼんで何の変へん哲てつもない女子はそうも居ないだろうに。引っ掛かかりを感じて問うてみると、天使はにこやかに後光を振ふりまいたまま、

「はい。中学生みたいなちんちくりんが真っ青になって院内迷子になってるだろうから、すぐ分かるって……はっ！」

　わたしの表情を見て、青い顔になる天使。

　……たしかに、わたしはあまり身長が高いほうではない。目の前の天使より五センチは低いだろう。顔立ちも──自分で言いたくはないが童顔で、「無限学生実習」だの「ずっと社会科見学」だの揶や揄ゆされたことも一度や二度ではない。主に、我わが恩師に。

　──にしても、あんちくしょうめ。こうなったら、意地でも文句を言ってやらなければ。

「……あの、天使さん」

「え？」

「間ま違ちがえました、看護師さん。それじゃあすみませんが、案内してもらえますか？」

「あ、はい……それじゃ、ついてきて下さい。ご案内します。ええと」

「伊い佐さ奈な　詠よみです」

　胸むな元もとに名札をつけながらそう返すと、天使はわかりました、と頷うなずいて。

「それじゃあ、ヨミ先生。これから、宜よろしくお願いしますね」

　ふんわり柔やわらかな表情で、そう微笑ほほえみかけたのであった。




　天使の後をついて行くと、たどり着いたのは見るからに真新しい区画だった。

　朝の十時にもかかわらず長なが椅い子すが並んだ待合室には誰だれもおらず、他の診しん療りよう科かと比べて明らかに異質な空気が漂ただよっている。

「ここが、総そう診しんの外来診しん察さつブースです」

　総そう診しん。総合診しん療りよう科かとも呼ばれるその科は、臓器や疾しつ患かん領域に縛しばられることなく全ての疾しつ患かんについて診しん療りようを行う──いわば探たん偵てい、あるいは便利屋のような役割を果たす科だ。その歴史は他科と比べても比ひ較かく的てき新しく、また、それゆえにいまだ未設置の病院も多いとか。

　この芦あし原はら総合病院でも開設が決まったのはここ一年あたりのことらしく、新院長の方針で急きゆう遽きよ設立されることとなったそうだ。

　……にしても。

　きょろきょろ周りを見回しながら、首を傾かしげるわたし。

　総そう診しんといえば、病院の案内役とも言える科です。原因不明の疾しつ患かんが総そう診しんで診しん断だんされ、専門科へと仕分けられていくことも少なくない。となれば、もっと患かん者じやさんが大勢いてもいいとは思うのだが──

　とそこで、あるものが視界に入ってわたしはふと足を止める。

　待合室に掲かかげられていた、案内板。そこにあったのは──「総合生物診しん療りよう科か」という文字。

「……生物？」

「こっちです、ヨミ先生」

　天使の呼び声に、考え事を中断して慌あわてて駆かけ寄るわたし。若じやつ干かん何かが頭のなかで引っかかっていたけれど、詮せんなきことだ。

　まあ、結論から言えばこの時が最後のターニングポイントだったのだが。

　……知るよしもないですよねぇ、そんなこと。




　　　　　◆




　スタッフ専せん用よう扉とびらからバックヤードに入って、案内されたのはカンファレンス室と書かれた部屋だった。

「失礼しまーす」

　天使の後について中に入ると、手て狭ぜまな部屋に机が四角く並べられていて。その最さい奥おう、ホワイトボードの手前に──白衣を纏まとった男が一人、懐かい中ちゆう時ど計けいを片手に、行ぎよう儀ぎ悪く机に足を載のせて座すわっていた。

「よう、来たな。予定通り三百二十二秒の遅ち刻こくだ」

　渋しぶみのある声でそう言って、口元をにやりと歪ゆがめる男。その額には、大きな傷きず跡あと。

　……わたしは、この男を知っています。

　無む駄だなく筋肉がついた、引き締しまった長身。実じつ年ねん齢れいより幾いく分ぶんか若く見えるその顔立ちは精せい悍かんで彫ほりが深く、まるで海外映画のスターか何かのよう。

　しかしながら眼光は人が殺せそうなほどに鋭するどく、口元に浮うかぶのは捕ほ食しよく者しやめいた皮肉げな、嫌いやというほどに見慣れた笑えみ。

「……わたしが遅ち刻こくするの前提ですか」

「おう。そのために古い地図送りつけたんだから当然だろ」

　半眼で睨にらむわたしに怯ひるんだ様子もなくけらけらと笑うと、男は立ち上がってこちらに歩み寄り、手を差し伸のべてくる。

「久しぶりだな、詠よみ」

「……お久しぶりです、空うつろ騎ぎ先生。二度と会いたくありませんでした」

　空うつろ騎ぎ剣つるぎ。異例の若さで某ぼう国立大学の教授の地位についた後、何をトチ狂くるったのか突とつ然ぜんこんな辺へん鄙ぴな地方病院に転がり込こんできた医学会の風雲児。

　そして何より残念なことに。

　この男は──わたしの大学時代の恩師なのだ。




　いやいや手を差し出すと、先生はわたしの手を握にぎりぶんぶんと振ふり回して、

「いやー、しかし変わらねえなお前。相変わらずしけたツラしやがって」

「先生も相変わらず、ウザいくらいにお元気そうで何よりです」

「いやー相変わらず小ちっちゃいなぁ、心も背せ丈たけも胸も」

「セクハラで出るとこ出ますよ」

「出るとこ出てねえ癖くせに言いやがる」
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　そう受け流して呵か々かと笑うと再び席に戻もどって、先生は「お前も座すわれ」と促うながしてきた。

「わたし、お茶淹いれてきますね。ヨミ先生はコーヒーとお紅茶と緑茶どれが好きですか？」

「コーヒーだ、砂糖は五本」

「勝手に代弁しないで下さい」

　相変わらず傲ごう慢まんという言葉を体現したような方である。

　わざと大げさにため息いきをついてみせつつ、手近なパイプ椅い子すを引いて座すわると──なにやら先生が腕うでを組みながら、妙みようににやにやしながらこちらを見つめていた。

「……何ですか」

「いや、別に？」

　なんだろう、嫌いやな予感。このにやにや顔に学生時代どれだけ辛しん酸さんを舐なめさせられたことか。

「ま、そう睨にらむなよ。嬉うれしいんだ、お前が本当に俺おれの勧かん誘ゆうに乗ってくれるとは思ってなかったからな」

「……拒きよ否ひしたらどんな目に遭あわされるか分かったもんじゃありませんから」

「信用ねえなぁ」

「信用してますよ、マイナス方向では」

　わたしの皮肉にも、相変わらずダメージを受けた様子もない先生。全く、この人の神経は注し連め縄なわかなにかで出来ているんじゃなかろうか。半ば呆あきれつつ、わたしは唇くちびるを尖とがらせながら付け加える。

「……それに、総そう診しんなら悪くはないなと思えたので」

　これは、本心だった。

　総合診しん療りようは患かん者じやさんの全てを精査し、観察し、その問題点を全人的に評価する医い療りよう。

「人間」そのものを診みる──そんな側面が、わたしのような不勉強者にとっても魅み力りよく的てきに感じられたのだ。

　人を理解するのは、楽しいですから。




　さて先生はというと、わたしの言葉に珍めずらしく驚おどろいた様子だった。

「へぇ、お前みたいな奴やつはもうちょい当たり障さわりのない科を目指しそうなもんだと思ったが──意外だな」

「……？　どういうことですか？」

　要領を得ないわたしの表情から何かを読み取ったのか、先生は得心した様子で、

「なあ詠よみ。お前の言う『総そう診しん』って、どっちだ？」

　投げかけられたそんな質問に、

「……総合診しん療りよう科かのこと、ですけど」

「ははぁん」

　わたしの答えを聞いて、先生の顔に浮うかんだのはとびっきりの悪い笑え顔がおだった。

　なんだろう。何だか物もの凄すごく、妙みような感覚だ。

　まるでセンター試験の日付を一日ズレて勘かん違ちがいしていたような。試験問題の解答枠わくを一つずつズラしていたことに気付いた時のような、腹の底が冷えるような嫌いやな感覚。

　先生が、口を開く。

「なあ詠よみ。表に出てた案内板、見たよな」

「はい。この病院では総合診しん療りよう科かのことをああ表記するんですね」

「違ちがう」

「え？」

　先生の答えにわたしが目をぱちくりさせていると、丁度天使がお盆ぼんを持って戻もどってきた。

「どうぞ、紙コップですみません」

「いえ、とんでもないです」

　コップを受け取ったわたしは迷いなくスティックシュガーを五本投入し、一口。

「美お味いしいです」

「砂糖の味しかしねーだろそれ」

　そんな煩うるさい言葉は耳からシャットアウト。先生と付き合っていく上では大事なスキルだ。




　わたしはちびちびと砂糖味のコーヒーをすすりながら、先生をじっとりと見つめる。

「……で、先生。話の続きですけど」

「おう、そうだったな」

　熱いコーヒーを一気にかっくらうと、先生は腕うでを組み、改まった様子で脚あしを組み替かえて、




「なあ詠よみ。【怪かい異い】のことは、知っているな？」

　切り出された、そんな言葉に。

　胡う乱ろんな話が出てきたぞ──と、わたしは僅わずかに眉まゆをひそめた。




　　　　　◆




【怪かい異い】。あるいは正式な呼こ称しようで表記するのであれば、寓象フオルクロアド人格体・イグジスタンス。

　それは十年前に世界中で存在が公表された、人ならざるものたちの総そう称しようだ。

　鬼おに、悪あく魔ま、妖よう怪かい、妖よう精せい──かつてそう呼ばれていた「非日常」の住人たち。

　漫まん画がや小説、あるいは眉まゆ唾つばもののオカルト雑誌などでしか語られることのなかった『彼かれら』は十年前──『星凪オカルテーシヨン』と呼ばれる奇き妙みような現象を境に、一いつ斉せいに姿を現した。

　……否いな、『隠かくされていたもの』が、公表されたのだ。




『星凪オカルテーシヨン』。およそ一週間もの間、空から総すべての星々が消え失うせた──不可思議な現象。

　大規模な火山噴ふん火かによる影えい響きようだとか、あるいは単なる天文学的偶ぐう然ぜんだとか、諸説はあるものの──ともあれ、そんな奇き怪かいな事件を境に世界各国が示し合わせたかのように『彼かれら』の存在を認め、人権を与あたえることを採さい択たくした。かの有名な、「出雲いずも宣言」である。




　こうした変革は未み曾ぞ有うの混乱をもたらす──かに思えたが。もともと人類社会にコミュニティを形作っていた『彼かれら』は意外にも大きな衝しよう突とつもなく社会に順応してゆき、早十年。




　かつての「非日常」たちは、そこそこに「日常」へと溶とけ込こんでいたのであった。




　　　　　◆




「……というのが、わたしの大おお摑づかみな理解なんですけど」

「よろしい。ま、七十点くらいはくれてやる。ご褒ほう美びだ」

　尊大に頷うなずくと、先生はひょいと何かをこちらに投げてよこす。受け取ってみると、それは四角いキャラメルだった。

「……ありがとうございます」

　何を隠かくそう、大好物なのだ。なのだが素す直なおに喜ぶのもなんだか業ごう腹はらだったので、あえて尖とがった態度は崩くずさずにおく。おそらくこの人相手には、なんの意味もないのだろうが。

　キャラメルを口に放り込こんで、わたしは改めて問う。

「で、その怪かい異いが一体この診しん療りよう科かとどう関係があるっていうんですか」

「察しが悪いなぁお前」

　先生は呆あきれた様子で肩かたをすくめたが、そうではない。

　薄うす々うす勘かん付づいてはいるが、認めたくなかったのだ。

「『彼かれら』の人権が認められて、社会制度の類たぐいもこの十年で随ずい分ぶんと変わってきたってのはさっきの話の通り。さて──とくれば、真っ先に対応しなくちゃあいけない社会制度ってのが、ひとつある。分かるよな？」

　先生のにやにや笑いに、わたしは渋しぶ々しぶ口を開く。

「……医い療りよう」

「その通り！」

　陰いん鬱うつとしたわたしの答えに満足気に叫さけぶと、先生は勢い良く立ち上がる。

「『彼かれら』は埒らち外がいの生き物だが──それでも、生き物だ。不死身の化け物だろうが空飛ぶ未み確かく認にん物体だろうが、この世に生きている限り、この世の法則に従っている限り病気もすれば怪け我がもする。なら──当然必要だろう！　医い療りようが！」

「はあ……」

　何やらスイッチが入った様子で勢い良く立ち上がる先生。

　昔から、こうなのだ。

　彼かれはとにかく──『誰だれかを助ける』ことを至上の喜びとするタイプの人種なのだ。




　まるで演説でもするように両りよう腕うでを広げている先生をジト目で眺ながめつつ、わたしは大きなため息をつく。

　分かっていたことだ。ただ、目を背そむけていたのだ。

　空うつろ騎ぎ剣つるぎ。

　異例の若さで医学界にその名を轟とどろかせた彼かれの専門とするのが人間相手の医い療りようではなく。

【寓ぐう象しよう医い学がく】──怪異たちの疾患疾病を治療する医学だということに。

「……つまり、ここって」

「ああ。総合生物診しん療りよう科か──オープンしたてほやほやの、怪かい異いのための診しん療りよう科かさ」

　にかりと、白い歯を光らせて笑う先生。

　その爽さわやかさは世のご婦人方が見れば卒そつ倒とうしそうな色気を放っていたが、生あい憎にく今のわたしにとっては、ただひたすら悪夢的でしかなかった。

【寓ぐう象しよう医い学がく】。それは「出雲いずも宣言」以降、正式に社会の一員と認にん定ていされた怪かい異いたちへの社会福ふく祉しを充じゆう実じつさせる一いつ環かんとして立ち上げられた新規の専門科であり、ゆえにまだまだ未み開かい拓たくな部分も多く手て探さぐり状態なのが実情である。

　医師国家試験でもこの分野の出題なんて精々一、二問程度。そんなこともあって、わたしの中では完全に忘ぼう却きやくの彼方かなた──こんな科が存在することすら綺き麗れいさっぱり忘れていたし、何より。

　そんな前ぜん人じん未み到とうの領域に踏ふみ込こむ勇気も地頭もやる気も、生あい憎にくとわたしは持ち合わせていなかった。

「……あの、先生。やっぱり今回の件は、なかったコトに……というわけには」

「いいぜ？　ただし、これから先お前はこの空うつろ騎ぎ剣つるぎを敵に回した女として医学界に名を馳はせていくことになるが」

　冗じよう談だんではなかった。冗じよう談だんでもなさそうだった。

「……でもでもわたし、怪かい異いについての医学知識なんて全然ありませんよ？」

「問題ねえよ。なにせ『彼かれら』についての研究なんてまだ始まったばかりだからな。基本は人間と同じように診しん察さつしていくしかねえのさ」

　わたしの逃にげ道を丁てい寧ねいに叩たたき潰つぶした後、手札の尽つきたわたしに先生はにいっと笑いかける。

「なーに、総そう診しんも総そう生せい診しんもそう変わらねえ。ただ真しん剣けんに、患かん者じやのすべてを診みれば、自おのずと見えてくる──根っこの部分セントラルドグマは一いつ緒しよさ」

　そう言ってからからと笑うと、先生はそこで珍めずらしく、少しだけ優やさしい目になって、

「ま、どうしても嫌いやだって言うなら無理には引き止めねえがな。……そうだな、今日一日だけ見て、決めてくれりゃあいい。どうだ、悪くない条件だろ？」

　そんな譲じよう歩ほにわたしはちょっとだけ、弱気になる。下手に出られると、断れない性しよう分ぶんなのだ。

「……まあ、それなら」

「よし、決まりだな。そうと決まれば」

　口をついて出たわたしの返事に先生は満足気に頷うなずいた後、わたしの後ろに控ひかえていた天使に視線を遣やった。

「スタッフ紹しよう介かいといくか。……あきみちゃん」

　促うながされた天使は、お盆ぼんを胸むな元もとに抱かかえたままでわたしに向かって綺き麗れいなお辞じ儀ぎをしてみせた。

「看護師十年目の心こころ音ねあきみです。これから宜よろしくお願いしますね、ヨミ先生」

「あ、はい、どうも……って、十年？」

　思わず目の前の少女──どう見ても高校生程度にしか見えない彼かの女じよを二度見してしまった。

　ええと、看護学部卒業が二十二歳さいだったとして……え？

「他にも何人か籍せきは置いてるんだがな、今は色々あって全員留守だ。っつーわけでドクターは俺おれとお前、看護師はあきみちゃん一人。以上」

　しかしそんなわたしの動どう揺ようをよそに先生はあっさりこの話題を流すと、勢い良く残りのコーヒーをかっくらって立ち上がり、懐かい中ちゆう時ど計けいを一いち瞥べつ。

「……オーケー、いい時間だな。ガイダンスはここまでだ。何か質問は」

「あきみちゃ……さんの年ねん齢れいは」

「それは聞く必要のないことだ。よし、質問ないな」

　にべもなく話を切り上げると、先生は天使……もといあきみさんに向き直り、

「それじゃこいつを更こう衣い室しつまで案内してやってくれ。早さつ速そく実戦だ」

「実戦て……え、患かん者じやさん来るんですか？」

「何意外ですって顔してんだ。当たり前だろーが」

　わりと本格的な呆あきれ顔で先生はそう答えると、猫ねこでも追い払はらうように手を振ふって、

「そら、とっとと着き替がえてこい。十一時に早さつ速そく一件あるんだ、急いだ急いだ」

「ご案内しますねー」

　追い出されるようにカンファ室を出て、あきみさんに手を引かれていくわたし。

　……ものすごい勢いで不安感が立ち上ってくるが、しかし今日一日耐たえ切ればいいのだ。

　そう、今日一日の辛しん抱ぼうなのだ。




　　　　　◆




　案内された更こう衣い室しつで着慣れた青のスクラブに着き替がえた後、わたしは白衣を羽織って鏡を見る。

　頭……よし、ちゃんと黒い。くせっ毛はまあ、しょうがないので放置。

　眼鏡も、よし。サイズが合っていないとよく言われるが──とはいえ大切なものなのだ。

　服装よし、白衣も皺しわになっていない。名札も、陰いん気き臭くさい表情の顔写真がしっかりとプリントされている。悲しいかな、間ま違ちがいなくわたしだ。




　身み支じ度たくを整えたわたしは、引き続きあきみさんに案内されて診しん察さつ室しつへ。中では、診しん療りよう用ようＰＣの前に座すわった先生が待ち構えていた。

「よし、それじゃあ診しん察さつ前まえに情報整理といこうか。……読んでみろ」

　手近な椅い子すに座すわったわたしに、先生がファイル入りの予よ診しん票ひようを手て渡わたしてくる。それを一読しようとして──わたしはのっけから、眉まゆをひそめた。

「……吸きゆう血けつ鬼きって書いてあるんですけど」

「ああ。そうだな」

「吸きゆう血けつ鬼きなんですか、患かん者じやさん」

「そうですよー。可愛かわいらしい方です」

　ほわほわと答えるあきみさんに、わたしは頭を押おさえて呻うめく。

　怪かい異いというのは社会的認にん知ちこそあるものの、存外遭そう遇ぐうする機会は多くはない。個体数自体が、基本的に少ないのだ。

　だからこそ、『星凪オカルテーシヨン』から十年が経たったにもかかわらず、いまだに怪かい異いたちの存在を絵空事のように捉とらえている人々が殆ほとんどで。

　わたし自身も、実際に怪かい異いと対面するのはかなり久々だった。

「お手上げって顔だな。仕方ねえ、最初だしガイダンスがてら軽く講義といこうか。……おい詠よみ、吸きゆう血けつ鬼きの定義を言ってみろ」

「定義って。……夜な夜な外をうろついて人の血を吸う連中……的な」

「十点だな」

　ふわふわした回答な自覚はあったが、なんだか釈しやく然ぜんとしない。憮ぶ然ぜんとするわたしをよそに、先生はそのまま話を続ける。

「人の血液を主食とし、非ひ紫し外がい線せん環かん境きよう下かにおいて強力な細さい胞ぼう回復能を持ち、かつ吸血によって他個体へとその性質を伝でん播ぱさせる。それ以外は人と類るい似じした解かい剖ぼう生理学的特とく徴ちようを持つ長生種族……ってのが、現状の吸きゆう血けつ鬼きの定義だ」

「ほとんど変わらないじゃないですか」

「お前の表現じゃ、単なるイカれた変態殺さつ人じん鬼きも吸きゆう血けつ鬼きに区分されるだろーが」

　むう、いちいち細かい人である。

「まあいい。……連中は昔っからプライドが高くて、人間と敵対することも多い種族だったからな。それだけに『対策』──純銀に対して多くの個体が強いアレルギー反応を持つとか、ニンニクに含がん有ゆうされるアホエンの持つ抗こう血けつ液えき凝ぎよう固こ作用が連中の回復力を阻そ害がいするだとか……そういった研究は【寓ぐう象しよう医い学がく】が出来るよりずっと昔から伝承されてきた。そのお陰かげで、【怪かい異い】の中じゃ比ひ較かく的てき生態の解かい釈しやくが進んでいる種族だと言っていい」

　……なんだか遠回しな言い方だが、つまり。

　彼かれらは人間にとっての『敵』であり。

　ゆえに昔から、彼かれらを殺すための様々な対策が考えられていたと──平たく言えばそういう、血なまぐさい話だ。

「……患かん者じやさんつかまえてこんなこと言うのも失礼なんですけど、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　できれば、代わってほしい。そんな懇こん願がんを裏側に忍しのばせつつそう問うが、しかし先生はというとからから笑って、

「安心しろよ。連中が人間と敵対していたのはせいぜい数十年前くらいまでの話さ」

「わりと最近じゃないですか」

「そうとも言う。……ともあれ、『出雲いずも宣言』以降は連中との間で正式に取り決めができててな。今は献けん血けつで集めた血液を安価で提供する代わりに、その捕ほ食しよく活動は禁じられている」

「……取り決めって、そんなんで向こうは了りよう承しようしたんですか？」

　疑念を隠かくそうともしないわたしの問いかけに、先生はけろりと頷うなずくと、

「ああ。連中は怪かい異いの中でも社会性が高くて、『出雲いずも宣言』以前から人間社会に大勢溶とけ込こんでたからな。危険を冒おかして『狩かり』をして『狩かられる』よりは、その方が得だと考えたんだろ。……それに」

　いまだ納なつ得とくしきらないわたしに、そう言って先生はにやりと笑えみを向けて、

「やっこさん方も最近はグルメ志向が強いらしいからな。その辺うろついてる人間の首から直じか飲のみするなんてロマンチックな真ま似ねする奴やつぁ滅めつ多たにいないよ」

「滅めつ多たに、ですか」

　いるにはいるということだろうか。震ふるえ上がるわたしの肩かたを、先生は安心させるようにぽんと叩たたく。

「ま、俺おれも隣となりで待機してるからよ。いざという時には頼たよれ」

「はあ……」

　そんないざという時が来ないことを切に祈いのりつつ、わたしは改めて予よ診しん票ひようを眺ながめてみる。

　フレデリカ・ヴィエトーリエ。三百五十二歳さい、女性。……年ねん齢れい欄らんが三桁けた行ってるの、初めて見た。ちなみにこれ四桁けた以上生きてる怪かい異いだったらどう記入すればいいんだろう──なんてどうでもいいことが脳のう裏りをよぎるが、つくづくどうでもいい。

　脇わき道みちに逸それそうな思考を引っ張り戻もどして、わたしは主しゆ訴その欄らんを見てみる。

「……だるさ、ですか」

　少しだけ、ほっとする。これならあまり切せつ迫ぱく感かんはなさそうだ。

「ふうむ、体温も平熱、内服歴なし。……妊にん娠しん出産もなしか。まあ吸きゆう血けつ鬼きだしな」

　先生も、泰たい然ぜんと顎あごに手を当ててそう呟つぶやき、数秒黙もつ考こうした後、

「……気分的なものか、あるいは、ってとこか。なんにせよ、話を聞くところからだな」

　だるさ──倦けん怠たい感かん。この訴うつたえのみでは、鑑かん別べつは膨ぼう大だいな数となってしまう。

　人間相手なら、高こう齢れい者しやであれば癌がんであるとか、若じやく年ねんから中年にかけての女性なら妊にん娠しん、あるいは膠こう原げん病びようの類たぐいだとか──ある程度、注意しなければいけない疾しつ患かんもあるにはあるが。とはいえそれにしても、事前の決めつけはご法はつ度とである。

　なんにせよ、とにかく患かん者じやさんの訴うつたえを聞く。

　全てはまず、そこからだ。

「よし、あきみちゃん。呼び入れよろしく」

「はーい」

　……と、覚かく悟ごを決める前にいきなりそんなことを言い出す先生。

「え、あ、ちょっと」

　慌あわてふためくわたしをよそに、診しん察さつ室しつの扉とびらが──開く。




「失礼するわ」

　鈴すずを転がすような軽かろやかな声とともに、入ってきたのは一人の女の子だった。

　小こ柄がらなその身体からだを包む服装は、いわゆるゴスロリと呼ばれる手合いの真しん紅くのドレス。手には畳たたんだ日ひ傘がさを持っていて、こちらもまた紅くれない色いろ。加えて真っ赤なフード付きのケープを目ま深ぶかに被かぶっていて、その顔はよく見えない。

「……ねえ、貴方あなた。カーテンを閉めてくれる？」

「え、あ、はい」

　わたしが慌あわてて診しん察さつ室しつの窓のカーテンを閉めると、彼かの女じよはほうと小さく息を吐はいて、目ま深ぶかに被かぶったフードを下ろす。

　外見年ねん齢れいで言えば十二、三歳さいといったところか。

　電灯の光を受けてきらきらと煌きらめく、よく手入れされた長いプラチナブロンドの髪かみ。対照的に肌はだは陶とう磁じ器きのようになめらかに白く、そんな淡あわい彩いろどりの中で瞳ひとみだけが血色に緋あかい。

　陳ちん腐ぷ極きわまりない表現だが──まるで人形のように美しい少女だった。

　……うーん、かわいいなぁ。

　などと見み惚とれそうになりつつもわたしは慌あわてて首を振ふると、名札をつまんで頭を下げる。

「あっ、えっと。本日診しん察さつを担当させていただきます、伊い佐さ奈なと申します。ええと……フレデリカ・ヴィエトーリエさんで」

「ええ、そうよ」

　こちらを睨ねめつける緋ひ色いろの瞳ひとみに早さつ速そく圧あつ倒とうされそうになるが、別に敵意はなさそうだ。

　なさそう、ではあるが。

「……あの、何か」

　こちらの顔をじいっと見つめる彼かの女じよにたじろぐわたし。何か粗そ相そうがあっただろうか。この十秒程度で？

　彼かの女じよはしばらくそうした後に、しかしかぶりを振ふって「失礼」と呟つぶやいた。

「なんだか、懐なつかしい匂においがした気がして。ごめんなさい」

「あ、いえ……」

　上う手まい返しが思いつかないままに彼かの女じよから微び妙みように視線を逸そらすと、内心で少しどきどきしつつわたしはその首元あたりを見つめながら続ける。

「それでは、ええと……今日は、どういうことでいらっしゃいましたか」

「んーと……そうね。予よ診しん票ひようにも書いたけど、だるいの」

「だるい、ですか。詳くわしくお聞かせ頂いても？」

　わたしの問いに頷うなずくと、フレデリカ嬢じようは少し考えた後に、口を開いた。

「そうね。ここ二週間くらいかな。なんだか前よりも疲つかれやすくなったというか、力が抜ぬけるような感じがして。風か邪ぜかなーと思ったのだけれど、熱もないし、ほっといても良くならないしで困っちゃって」

　頭のなかでキーワードを抽ちゆう出しゆつする。数週間続く倦けん怠たい感かん、脱だつ力りよく感かん。熱はないが、改善もしない。

　……問もん診しんというのは、さながら証しよう拠こ探しのようなものだ。

『疾しつ患かん』という名の犯人へと至る手がかりを見つけるための、証しよう拠こ探し。

　そのために──ありとあらゆる情報を拾い集めて、より合わせて。

　疾しつ患かんの海に紛まぎれ込こんだ犯人の姿を洗い出し、暴あばき立てる。

「他の症しよう状じようとかは、ありませんか？」

「うん。咳せきとか鼻水もないし……あ、でも、ちょっとドキドキすることがあるわ。恋こいかな」

「お相手いるんですか」

「いないけど」

　ずっこけそうになりつつもどうにか堪こらえて、わたしはプロフェッショナル面づらを保つ。

「食欲とかは、どうですか」

「んー、食欲ねぇ。血は飲んでるわよ。どっちかっていうと、最近はむしろ喉のどが渇かわくくらい」

　自然なその返答に、びくりと肩かたを震ふるわせるわたし。そんなわたしの様子に気付いたのか、彼かの女じよは困ったように笑え顔がおを浮うかべて、

「あら、大だい丈じよう夫ぶよ。ちゃんと日につ赤せきで売ってる正規品の輸血パックしか飲んでないから。そのへん歩いてる人をとって食ったりはしないわ」

「……すみません」

「まあ、貴方あなたみたいな可愛かわいい子だと久々に……って気になるけど」

「ひっ!?」

　にやりと笑う彼かの女じよの口元に、明らかにおかしい──発達した犬けん歯しがあるのに気付いて、わたしは思い出す。

　そうだ。忘れかけていたが、彼かの女じよは──吸きゆう血けつ鬼きなのだ。

「……ま、冗じよう談だんはさておき。ともかく、食欲は大だい丈じよう夫ぶよ。これでも私、吸きゆう血けつ鬼きの間では名の知れた食通でね」

「食通ですか」

　吸きゆう血けつ鬼きとはいったい。……っていうか吸きゆう血けつ鬼きも食べ物食べるんですね。嗜し好こう品ひん的てきな感じなんでしょうか。

　わたしの素そ朴ぼくな疑問などどこ吹ふく風で、彼かの女じよはなぜか胸を張って続ける。

「私たちってこう、寿じゆ命みようが長くてぶっちゃけ暇ひまじゃない。だからここ数十年は、世界中の珍ちん味み巡めぐりの旅をしてるの」

「はぁ……」
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　随ずい分ぶんと生きてるのが楽しそうなことで、何よりである。

「となると、日本に来たのもそういう用事で？」

「ええ。丁度一ヶ月前くらいかしら。あれはそう、私が来日早々日本の秘境料理、イナゴに大敗を喫きつした時のことだったわ──その時にね、出会ってしまったのよ。究極のソウルフードに」

　何やら長い話が始まりそうな気配を感じて、わたしは慌あわてて話をぶった切る。

　問もん診しんの基本として、本来であれば患かん者じやさんに話したいように話してもらうのがベストなのだが──まあ、時と場合である。

「あの。日本に来たのが一ヶ月前、ってことは、その前はどちらに？」

「んー、いろいろかな。世界各地を転々としてたから。……あ、ちなみにマラリアとかは大だい丈じよう夫ぶよ。あっちの方にはここ百年は行ってないもの」

　実に壮そう大だいな時間感覚である。だがまあ、こう診しん察さつに協力的だと助かるというものだ。

「同居されてる方とかは」

「いないわ。私一人だから」

「……ご家族で、同じようなエピソードのあった方とかは……」

「もう何百年も前だからねー。忘れちゃった」

　ですよねぇ。

「今まで、何か大きなご病気とかにかかったことは」

「んーと……そうね。二百年くらい前に狩人かりゆうどとやりあって銀ぎん弾だんを食らったことがあるけど、ちゃんと取り出したから大だい丈じよう夫ぶ。あとは、一度間ま違ちがってニンニク食べちゃって酷ひどい目に遭あったくらいかな」

　見事なまでにザ・吸きゆう血けつ鬼きといった病歴である。

　わたしは唸うなりつつ、とりあえず一いつ旦たん質問を切り上げて情報を総そう括かつしてみることにした。

「……ええと、二週間くらい前からだるさが続いていて、それ以外の症しよう状じようはなし。食欲も問題なし。そんなところですか」

「そうねー。……あ、そうだ。いっこ思い出した」

　フレデリカ嬢じようは何やら声を上げると、少しだけ、その表情を暗くした。

「そういえばつい最近、一回立ちくらみがあったのよね」

「……立ちくらみ？」

　新たに登場した物ぶつ騒そうなキーワードに、わたしは身構える。

　立ちくらみと一いち概がいに言っても、その内訳は様々だ。しかし──だからこそ、そこには重要な病態が隠かくされていることも少なくない。

　ここは、食らいつくべきポイントだ。

「詳くわしくお聞かせいただけますか」

　わたしの問いかけに、フレデリカ嬢じようはうーんとしばらく唸うなった後、口を開いた。

「三日前だったかな。いつも通り夜起きて、お散歩に出で掛かけたのだけれど……歩いていたらなんかヘンな感じがして、急に目の前が真っ暗になって。気付いたら三分くらい、時間が飛んでたのよね。……今思えばアレは、時間操作系の能力者にでも襲おそわれてたのかしら」

　絶対違ちがうと思います。

　というかそれは──立ちくらみというよりは、もはや意識消失の症しよう状じようである。

　大急ぎで頭の中で鑑かん別べつを広げて、わたしは改めて彼かの女じよに問う。

「その時、お酒とか飲んでましたか？」

「いいえ。まあ、たまには飲むけど……本当にたまに、ワインを一杯ぱい程度いただくだけよ」

「分かりました。……糖とう尿によう病びようとかは、ないですよね？」

「ええ」

「それ以前に同じようなことは？」

「どうだったかしら。多分、なかったと思うんだけど」

「ヘンなお薬とかやってないですよね」

「……そういう風に見える？」

　若じやつ干かん剣けん吞のんさを漂ただよわせるフレデリカ嬢じよう。人ならざる牙きばがぎしりと軋きしむ音に、遺伝子の奥おくに刻まれた本能的な恐きよう怖ふが呼び起こされる。

　捕ほ食しよく者しやと、被ひ捕ほ食しよく者しや。患かん者じやと医師である以上に──そういう関係性でもあるのだ、わたしたちは。

「そういうわけじゃなく！　……ただ、確かく認にんしておきたかったんです。そういう気の失い方は、あまり楽観的に見ていいものではないので」

　わたしの説明に、フレデリカ嬢じようは「……そう」と呟つぶやく。どうやら、納なつ得とくしてくれたらしい。

　ほっと胸を撫なで下ろしつつ、わたしは電子カルテに打ち込こむ手を止めて、彼かの女じよへと向き直り。

「……そういうわけですから、フレデリカさん。少し、診しん察さつをさせて下さい」

　医師としての精せい一いつ杯ぱいの威い厳げんを込こめて、そう告げたのであった。




　　　　　◆




「よう、お疲つかれ」

　フレデリカ嬢じようの第だい一いつ診しんを終えてへろへろになってカンファ室に戻もどってきたわたしを出で迎むかえたのは、白衣すら脱ぬいでくつろぎモードになっていた先生だった。

　コーヒー片手に悠ゆう々ゆう自じ適てきの彼かれを恨うらみがましく見つめつつ、わたしは口を開く。

「……隣となりの部屋で待機してるんじゃなかったでしたっけ」

「ん、ああ。大だい丈じよう夫ぶそうだったから、戻もどってきた」

　悪びれもなくそう返すと、先生は腕うでを組み、少しだけ真面目な顔で続ける。

「で、どうだった」

「……肝かん脾ひ、甲こう状じよう腺せんも触ふれませんでした。手足の痺しびれもなし、腱けん反はん射しやも問題なしでしたから、頭や神経には問題なさそうです。一応ＣＴはオーダー入れときましたけど」

　ＣＴというのは、ざっくり言ってしまえば人体の断面像を見るための画像検査である。

　短時間で行えて情報量も多いため、医師にとっては欠かせない相棒と言ってよい。

「オーケー。血液は」

「とってあります。見た限り、特に異常値はないですね。低てい血けつ糖とうや電でん解かい質しつ異常もありません」

　血球数も正常、炎えん症しよう反応もなし。生化学データでも目立った異常はない。

　カルシウム低下による不ふ整せい脈みやくなども疑ってこちらも調べてみたが、これも基準範はん囲い内ないだ。

　血液と嗜し好こう品ひんだけで生きているにしては驚おどろきの数値だが──まあ、おそらく人とは違ちがう代謝システムがあるのだろう。

　わたしの報告を一通り聞き、背後のホワイトボードに要点を書きしたためた後、先生はそれを眺ながめながらすっと目を細めた。

「さて、こっからが勝負だが──詠よみ、お前はどう見る？」

　先生の言葉に、わたしは唸うなる。

「とりあえず意識消失に注目して……なんとなく、グレーなのは心しん原げん性せいかなぁと」

「根こん拠きよは」

「発はつ症しよう様式……じゃ、ダメですか」

　今までに発ほつ作さのエピソードがないこと、頭痛などの症しよう状じようがないことから、てんかんや脳出血の可能性は高いとは言えない。また、一いつ過か性せいであるという点も特とく徴ちよう的てきであり──そうなると残っているのは心臓の障害による脳のう虚きよ血けつ、と。

　そんなわたしの答えに、先生は頷うなずく。

「ま、本当はそれだけじゃ絞しぼり切れないが──今はお前をいじめ転がしてる場合でもないしな。それでいいだろう。さて、じゃあ詠よみ。次の一手はどうする？」

「……とりあえずは心しん電でん図ず、ですかね」

「だな。あとは、発ほつ作さ時じの様子をもうちょい詳くわしく聞きたいところだ。……確か言ってたよな。『なんかヘンな感じがした』って」

「……あ」

　そう言えば、歩いていたらヘンな感じがした──と。そう言っていた。

　なぜもっと深く突つっ込こまなかったのか。苦い顔になるわたしに、先生はにいっと笑って、

「辛しん気き臭くさい顔すんなよ。お前が失敗するのなんて今に始まったことじゃねえだろ」

「フォローになってません……」

「フォローする気はないからな」

　かかか、と笑う先生。とはいえやらかしたことに変わりはないので、今回ばかりは反論の余地もなかった。

　ひとしきり笑うと、先生はそこで少しだけ、表情を厳しくする。

「ま、それはさておき。本気で心しん原げん性せいだったとしたらちょいと厄やつ介かいかもな」

「厄やつ介かい、ですか」

　オウム返しに問うわたしに、先生は頷うなずいて、

「ちょっとしたふらつき程度ならまだしも、ガッツリ数分間の意識消失まで出てるとなると──こりゃあアダムス・ストークスだ」

　アダムス・ストークス症しよう候こう群ぐん。不ふ整せい脈みやくによって脳に十分な血液が送られなくなることで起きる意識消失発ほつ作さのことである。

　今回は意識消失のみだったが──場合によっては心しん停てい止しに至ることもありうる、きわめて危険な状態だ。

「……どうしよう。急いで、なんとか──」

　わたしが言いかけた、その矢先のことだった。




　不意に鳴り響ひびいた着信音に、わたしはびくりと肩かたを震ふるわせる。

　出で処どころは──先生の院内用電話ＰＨＳだ。

「俺おれだ、どうした」

　リアルで「俺おれだ」って言って電話に出る人、初めて見た……。

　などとどうでもいいことに感心していると、先生がその表情を険しくして立ち上がる。

「おい詠よみ。残念ながらお前の読みは、大当たりだったようだぜ」

　そのただならぬ様子から嫌いやな予感を感じ取って、身構えたわたしに。




「お嬢じようさんが、処置室でぶっ倒たおれた」

　先生が告げたのは、案の定──そんな最悪の展開だった。




　　　　　◆




　診しん察さつ室しつ裏手にある、ベッドの並んだ広めの処置室。

　そのうちのひとつで、フレデリカ嬢じようがぐったりとした様子で横になっていた。

「先生！」

　彼かの女じよの側そばで深刻な顔になっているあきみさん。見れば、既すでにフレデリカ嬢じようの体には心しん電でん図ずモニターやサチュレーションモニター、点てん滴てき用ようのチューブなどが装着されている。迅じん速そくな手て際ぎわだ。

「状じよう況きようは」

「ＣＴ室から戻もどってきたら、急に具合が悪くなったって言い出して、そのまま……！」

　あきみさんの言葉にモニターを見ると、血圧が異様なまでに低下している。

「フレデリカさん！」

　わたしの呼びかけに、彼かの女じよは朦もう朧ろうとした目つきでわずかに身を起こす。

「……何よ。ちょっと、五う月る蝿さいんだけど」

「すみません。けど、具合が悪いって──」

　フレデリカ嬢じようはわたしの目を見つめて、大きく息を吐はく。

「ええ。ちょっと、胸のあたりが──変な感じで。どきどきするの」

「どきどき……それって、以前意識を失った時と同じ感じですか？」

「どうだった、かしら……はぁ、そう、だったかも──」

　苦しそうに息を吐はきながら、途と切ぎれ途と切ぎれにそう呟つぶやいて。

　その、瞬しゆん間かんだった。




　彼かの女じよの体が、かくんと力なく、崩くず折おれた。

「フレデリカさん!?」

　呼びかけて揺ゆさぶってみても、反応がない。意識消失だ。

　慌あわてて彼かの女じよの首元を触さわってみると──

「脈が、ない!?」

　ひやりとした感覚。それと同時にモニターからアラームが鳴り響ひびき、先生が舌打ちをする。

「……くそ、ＶＴだ」

　ＶＴ──Ventricular Tachycardia。心しん室しつ頻ひん拍ぱくと呼ばれるそれは、頻ひん脈みやくによって急激な血圧低下をもたらす致ち死し性せい不ふ整せい脈みやく──放置しておけば死に至る病態だ。

「先生！」

「ああ、床ゆかに下ろすぞ！」

　二人がかりで彼かの女じよの体を抱かかえて床ゆかに下ろすと、わたしは躊躇ためらうことなく、彼かの女じよの胸むな元もとに手を押おし当てて──その薄うすい体の中央に、掌てのひらを押おし込こんだ。胸きよう骨こつ圧あつ迫ぱくだ。

「先生、除じよ細さい動どう器きを！」

「運んできました！」

　除じよ細さい動どう器きの載のったカートを押おしてきて、そう答えたのはあきみさん。先生は素す早ばやく除じよ細さい動どう器きを操作した後こちらに頷うなずいて、

「……よし。波形確かく認にん、適応オーケー。除じよ細さい動どう器き充じゆう電でん完かん了りよう、全員離はなれろ！」

　指示に従い手を離はなすと、入れ替かわりに先生が素す早ばやく除じよ細さい動どう器きをフレデリカ嬢じようの胸に押おし当てる。

　どん、という衝しよう撃げき音おんとともに、彼かの女じよの体が跳はね上がり。

　けれどもモニターに映る心しん電でん図ず波形は──変化なし。

「あきみちゃん、応おう援えん呼んでこい！」

「は、はい！」

　先生は除じよ細さい動どう器きを置くと、再び胸きよう骨こつ圧あつ迫ぱくを再開する。その間にわたしはフレデリカ嬢じようの頭を後こう屈くつさせ、顎あご先さきを挙上。バッグバルブマスク──呼吸補助用のマスクをフレデリカ嬢じようの口に押おし当てて呼吸のサポートに徹てつする。

「詠よみ、呼吸は！」

「戻もどってません！」

　耳を近づけて確かく認にんしても、呼吸は感じられない。こうなってくるとかなり、予断を許さない状じよう況きようだ。

「オーケー、じゃあまた胸きよう骨こつ圧あつ迫ぱく交代頼たのむ！　……三、二、一！」

　先生の合図に合わせて、役割交代。わたしが胸きよう骨こつ圧あつ迫ぱくで、先生が呼吸管理と除じよ細さい動どうだ。

　胸きよう骨こつ圧あつ迫ぱくを続けながら、腕うで時ど計けいを確かく認にん。最初の除じよ細さい動どうから既すでに一分が経過している。

　たかが一分、されど一分。この数分、数秒が、どんどん状じよう況きようを変えていくのだ。

　このまま戻もどってこなければ──どんどん、状じよう況きようは悪くなる。

　戻もどれ、戻もどれ、戻もどれ。

　無む慈じ悲ひに刻まれていく秒針を睨にらみながら、わたしは無心に体を動かし続ける。

　指先に触ふれる体は、冷たい。

　その冷たさを、わたしはよく、知っていた。

　死の冷たさを、途と方ほうもなさを。そのどうしようもなさをわたしはよく、知っていた。

　だから。

　だからわたしは、抗あらがいたい。

　わたしは──そんなものに、屈くつしたくはない。

「……お願い、ですから！」

　秒針が、進む。

　五十五秒、五十六秒、五十七秒。

「戻もどってきて、ください！」

　五十八秒。




「……うぅ」

　聞こえたのは──わたしでも、先生のものでもない呻うめき声。

　そして手元で微かすかに感じるのは、命の蠢うごめき。

　ばたばたと他科のスタッフたちが駆かけつける足音が聞こえる中で、ゆっくりと、彼かの女じよの赤い目が開かれて。

　その視線がうつろにこちらの顔を捉とらえたのを見て、わたしは僅わずかに安あん堵どして──しかし、その瞬しゆん間かんだった。

　彼かの女じよがゆらりと起き上がって。

　その牙きばの生えた口を大きく開けたかと思うと、一直線に、わたしの首に──

「ひゃあ!?」

　彼かの女じよがわたしに食らいつこうとしたその瞬しゆん間かん、しかしわたしの体は強い力で後ろに引っ張られて間かん一いつ髪ぱつ、彼かの女じよの顎あごは空を嚙かみ、そしてその胴どう体たいを、後ろから伸のびてきた長い足がしたたかに蹴けり飛ばす。

　獣けもののような声を上げて処置室の壁かべに激げき突とつし、ぐったりとうずくまるフレデリカ嬢じよう。

　引きずり倒たおされたわたしも尻しりもちをついて、臀でん部ぶを打ち付ける。

「……うう、痛いです」

「首食い千切られるよりはマシだろ」

　ぶっきらぼうにそう答えたのは、わたしを引きずり倒たおし、フレデリカ嬢じようを無ぶ遠えん慮りよに蹴けり飛ばした主──先生である。

　集まっていた応おう援えんの医師たちが悲鳴を上げて逃にげ出す中、しかし先生は眉まゆひとつ動かさずにフレデリカ嬢じようをじっと見つめると、わたしを庇かばうように一歩前に進み出る。

　先さき程ほどまでの消しよう耗もうと、そして今の蹴けりが効いたのだろう。彼かの女じよはなかなか立ち上がれず蠢うごめいているが、その様子は──明らかに、ただならぬものを感じさせた。

「……うわー、院内暴力……」

「『寓ぐう象しよう人じん格かく体たいの診しん療りように従事する医師は、自身及および周囲に対し危険が及およぶと判断される場合に限り患かん者じやに対し強制措そ置ちをとることが出来る』──医師法の規定通りだ。それよりも」

　わたしの軽口にぴしゃりと返すと、先生はそこでわたしの方を一いち瞥べつし。

「詠よみ。診しん察さつ中ちゆう、あのお嬢じようさんは何か気になることは言っていなかったか」

　なんて、突とつ然ぜんそんなことを訊きいてくる。

「え？　いや、今はそれどころじゃ……」

「今だからこそ、だ。頭フル回転させて思い出せ」

　有う無むを言わせぬその言葉にわたしはうっと呻うめくと、目をぎゅっとつぶって先さき程ほどの診しん察さつを思い返す。

　ええと、確か──

「二週間前から続くだるさと、不定期に発生する動どう悸き、意識消失、あとは……」

　と、そこで。不意にひとつの言葉が、わたしの脳のう裏りをよぎった。

「……喉のどが、渇かわく」

　最近、喉のどが渇かわくと彼かの女じよは言っていた。あの時は、吸きゆう血けつ鬼きだからそういうものなのだろうと勝手に考えていたが──もしかして。

「ようし。何か思いついたらしいな、言ってみろ」

　にやりと笑って促うながす先生に、わたしは思いついた疾しつ患かん名めいを、震ふるえる唇くちびるで呟つぶやく。

「……高こうカルシウム、血けつ症しよう」

「よしいいぞ、それでこそ俺おれの弟で子しだ」

　満足気にそう呟つぶやく先生だったが、しかしわたしの方はというと釈しやく然ぜんとしない。

　高こうカルシウム血けつ症しよう──多くは無む症しよう状じようだが、高度になると腎じん機き能のう障しよう害がいや精神症しよう状じよう、時に不ふ整せい脈みやくなどの心臓の電気的異常をもたらす疾しつ患かんだ。

　口こう渇かつに全身の倦けん怠たい感かん、そしてさっきのＶＴ。高こうカルシウム血けつ症しようによる症しよう状じようと考えれば確かに説明はつく。

　だが──と、考えを巡めぐらせようとしたわたしだったが、

「おっと。解説はひとまず後回しだ。……どうやらもう回復したらしい。流石さすがは吸きゆう血けつ鬼きってとこだな」

　先生の言葉に前を見ると、フレデリカ嬢じようは姿勢を低くして、らんらんと輝かがやくその赤い瞳ひとみでこちらを睨にらむ。

「のどが、かわいたわ」

　そこに理性の色はなく、あるのはただ、獰どう猛もうな獣けもののような凶きよう気きのみ。

「あのう、先生……あれって」

「高カルシウムによる口こう渇かつ症しよう状じようのせいで、理性の抑よく制せいが利きかなくなってるんだ。……このままほっときゃ、見境なく人を襲おそうだろう」

「人を……」

　顔を青くするわたしに、しかし先生はにいっと笑うと、

「だが、そうさせないのが俺たち医者の役目だ。……患かん者じやを、人殺しにするわけにゃいかんからな」

　そう呟つぶやいて、真まっ直すぐにフレデリカ嬢じようを見み据すえたまま白衣のポケットから何かを取り出す。

　使い込こまれた、丈じよう夫ぶそうな黒くろ革かわの手て袋ぶくろ──それをはめると、先生は軽くフィットさせるように指と指を組んで動かし、

「おい詠よみ、よく聞け。俺おれがあのお嬢じようさんの動きを止めるから、お前はどうにかして正気に戻もどせ」

　なんて、無む茶ちや振ぶりをしてくる。

「どうにかして、ってそんな適当な……」

「お前の患かん者じやなんだ。お前がなんとかしてみせろ」

「でも……」

　わたしは食い下がろうとして、しかし議論は先に動き出したフレデリカ嬢じようによって打ち切られる。

「あぁああァァ！」

　勢い良く床ゆかを蹴けって、獣けものじみた唸うなり声を振ふり撒まきながら先生へと殺さつ到とうする彼かの女じよ。

　凄すさまじい速度のそれは、もはやわたしでは目で追うことすら出来なかったが──しかし先生は僅わずかに身を反らすだけでその爪つめを回かい避ひして、

「吸きゆう血けつ鬼き。脅きよう威い度ど分類クラスⅣ、『人類に対して重大な損害を与あたえうる非友好的怪かい異い』。本調子なら俺おれでもちょいと手を焼くかもしれんが──」

　そんなことを諳そらんじながら先生は彼かの女じよの伸のびきった腕うでを摑つかんで、瞬しゆん間かん。

「本能で動いてるお陰かげで、読みやすいことこの上ない」

　ぐるん、と。

　彼かの女じよの体は勢い良く上下に回転し、そして先生の足元へと叩たたきつけられる。

「っ……ぁ!?」

　フレデリカ嬢じようは声にならない悲鳴を上げ──しかしすぐに猫ねこのように体を反転させると、全身のバネを使って先生へと嚙かみ付こうとする、が。

「甘あめぇよ」

　先生は彼かの女じよの胸むなぐらを摑つかむと、その突とつ進しん力りよくをいなすようにしてそのまま右から左へと投げ飛ばす。フレデリカ嬢じようは再び処置室の壁かべに激げき突とつし──これは結構効いたらしい、肺の中の空気を絞しぼり出されて大きく息を吐はき散らしその場で膝ひざを折ると、憎にく々にくしげに先生を睨にらみつける。

「……っあ、かはっ。……ああ、そう。お前が、そうなのね」

「あん？」

　手首を回しながら声を上げる先生をじいっと見つめながら──フレデリカ嬢じようは牙きばをかちかちと戦慄わななかせて続ける。

「聞いたことがあるわ。額に傷のある、黒くろ手での狩人かりゆうど。『黒い白衣』──あの『星凪オカルテーシヨン』を境に怪かい異い相手の医者になったっていう、変わり種の『怪かい異い狩がり』……！」

「さあて。何のことやら」

　そう言って肩かたをすくめる先生に、フレデリカ嬢じようはどこかタガの外れたような朦もう朧ろうとした笑えみを浮うかべて──狩かりのさなかの猫ねこのように姿勢を低くする。

　先生もそれに応じて半歩、足を前に踏ふみ出して構えを取り。

　一いつ触しよく即そく発はつのその空気の中、わたしはただ、立ちすくんで。先さき程ほどの先生の言葉を、反はん芻すうする。

　お前の患かん者じやなんだから、なんとかしろ。

　……そうだ。彼かの女じよは──わたしの患かん者じやだ。

　だけど、どうしたら。

　今わたしは彼かの女じよのために、何ができるのだろう。

　そんなふうに、どんどん思考の袋ふくろ小路こうじにはまっていくわたしの耳に。

「……のどが、かわいたのよ」

　届いたのは、うわ言のようなそんなフレデリカ嬢じようの呟つぶやき。

　はっと顔を上げて、彼かの女じよを見る。

　脂あぶら汗あせを浮うかべて、口を開けて荒あらい息をした彼かの女じよ。その顔には、苦く悶もんの色が浮うかんでいて──




「……辛つらいのよ。ねえ、誰だれか。誰だれか、助けてよ」




　絞しぼり出された、そんな微かすかな言葉に。

　わたしの頭のなかで何かが弾はじけたような、そんな衝しよう動どうが湧わき上がって。

「ヨミ先生!?」

　隣となりのあきみさんの制止の声を振ふり払はらって、わたしは手近にあったカートから採血用の針を取り出すと──やおらフレデリカ嬢じようの前に飛び出していた。

　猫ねこのように瞳どう孔こうが縮んだ瞳ひとみが、鋭するどくわたしを射い貫ぬく。

　それだけで全身が固まりそうになるが──わたしは無理やり、湧わき上がる恐きよう怖ふを抑おさえ込こんで告げる。

「フレデリカさん！　……わたしの血を、飲んで下さい」

　その言葉に、先生は呆あつ気けにとられた顔でわたしを見て。

　フレデリカ嬢じようもまた、その目を大きく見開いてわたしを注視した。

「お前、何を──」

「フレデリカさんは喉のどが渇かわいているせいで、あんなふうになってるんです。……なら、一時的にでも口こう渇かつを抑おさえ込こめば、治ち療りよう介かい入にゆうする機会もあるはず──違ちがいますか？」

　自や棄け気味にそう返すと、わたしはこちらを警けい戒かいするフレデリカ嬢じようの方へと一歩、踏ふみ出す。

「……大だい丈じよう夫ぶですよ、フレデリカさん。きっと大だい丈じよう夫ぶですから──ですから、安心して下さい」

　そう告げながら左の上じよう腕わんを駆く血けつ帯たいで縛しばって。浮うき上がってきた皮ひ静じよう脈みやくに右手で針を突つき刺さす。

　自分で自分の採血をするのは初めての経験だったが──こんな状じよう況きようにもかかわらず、一発で上う手まく行った。

　シリンジに吸い出された、暗赤色の血。わたしはそれを、フレデリカ嬢じようによく見えるようにかざしてみせる。

「う……あ……血……」

「何なら、おかわりもありますよ。……って言っても、わたしも死にたくはないので二、三回くらいで勘かん弁べんして欲ほしいですけど」

　理性の抑よく制せいが外れている彼かの女じよに、果たして通じているかは分からないが。

　わたしはそう告げて。もう一歩、彼かの女じよの方へと、歩み寄ろうとして──その瞬しゆん間かんだった。




　フレデリカ嬢じようが、床を蹴けってわたしに飛び掛かかる。

　強い力で引き倒たおされて、わたしは硬かたい床ゆかに倒たおれ込こんで。その上に、フレデリカ嬢じようが馬乗りになった。

　倒たおれた拍ひよう子しに、手からこぼれ落ちたシリンジが割れて紅あかい血が撥はねる。しかしフレデリカ嬢じようはそちらには目もくれず、真まっ直すぐにわたしを──わたしの首筋を、睨にらみつけている。

「……ああもう、勿もつ体たい無ない……」

　こんな危機的状じよう況きようだというのに──いや、だからこそだろうか。わたしは我ながらに吞のん気きな言葉を漏もらしながら、フレデリカ嬢じようの目を見返す。

　見返して──彼かの女じよを安心させるように、笑いかけてやる。

「辛つらい、ですよね。……でも、大だい丈じよう夫ぶですから。わたしが絶対、助けますから」

　そんな言葉が届いたのか、はたまた偶ぐう然ぜんか。

　彼かの女じよは一いつ瞬しゆんだけ、その動きを止めて。じいっと、馬乗りのままわたしを見つめ──そして。

　その口が、開かれる。

　牙きばの生えた、禍まが々まがしくも艶なまめかしいその唇くちびるが、だんだんと近づいてきて。

　わたしはぎゅっと目を閉じて、恐きよう怖ふ心しんを押おし殺す。

　ああ、どうか。

　出来れば、殺されませんように──そう、心の中で祈いのって。




　一秒が経たち、二秒が経たち。それから暫しばらくしても、しかし予想されたような感覚はなく。

　代わりに感じられたのは、ぼすんと胸むな元もとに倒たおれ込こんだ、フレデリカ嬢じようの頭の感かん触しよく。




「不ふ整せい脈みやく抱かかえたままでこんな大立ち回りすりゃ、そりゃ気も失うわな」

　言いながらこちらに歩いてくると、先生はわたしを見て、大きなため息をついた。

「とはいえ──ったく、無茶な真ま似ねしやがって。こうならなかったらどうするつもりだった」

「それは……その」

　言いかけて、そこでわたしは唸うなる。実のところ、完全にノープランだった。

　辛つらそうな、悲しそうな彼かの女じよの顔を見て。何も考えられなくなって、体の方が先に動いてしまったのだ。

　口ごもるわたしを、先生はじっと見つめて。しかしやがて、小さく笑うと、

「ったく、相変わらず──お前は要領の悪いバカだな」

「なっ!?」

　そんな不ふ遜そんな暴言を突つき刺さして大笑すると、先生は座すわり込こんだままのわたしに向き直る。

「ま、だが、結果オーライだ。お前はバカで無む鉄てつ砲ぽうの考えなしだったが──それでもお前は患かん者じやを助けた。その結果は、確かなことだ」

　そう言うと先生は、わたしの頭をくしゃりと撫なでて。

「よくやったな、ヨミ先生」

　そう言って、柄がらにもなく優やさしげに微笑ほほえんでみせる。

　そんな先生の言葉が、なんだかとってもむず痒がゆくて。

　わたしは頰ほおが熱くなるのを感じて、慌あわてて顔を背そむけてフレデリカ嬢じようを見つめる。




　普ふ通つうの人よりも少しひんやりとしていて、だけど温かい、彼かの女じよの体。

　手首に触ふれると、脈もしっかりと触ふれている。




　彼かの女じよはちゃんと──生きている。




　　　　　◆




　それからの回復力は、流石さすがは吸きゆう血けつ鬼きといったものだった。

　本来ならば集中治ち療りよう室しつ送りとなる状じよう況きようだったはずだが、不ふ整せい脈みやくが落ち着いてからは彼かの女じよのバイタルサインは一気に上向きに持ち上がり。

　依い然ぜん血圧は低かったので循じゆん環かん体たい液えき量りよう確保のために生せい理り食しよく塩えん水すいの輸ゆ液えきを開始したところ、一時間ですっかり来院時の元気を取り戻もどしていた。

　……とはいえあれだけの騒さわぎの後である。このままハイそうですかと帰すわけにもいかず、ひとまず今日は検査入院という形で病院に留とどまってもらうことに。




　……とまあそんなこんなで一段落して、午後の二時。

　食べそびれていたお昼を食べようとお弁当を広げていたわたしは、突とつ如じよ「カンファレンスだ！」などと言い出した先生に引き摺ずられてあえなくその夢を断念することとなった。




　またもやカンファ室に逆ぎやく戻もどりしたわたし。あきみさんが出してくれたコーヒーに砂糖を六本入れて飢うえを誤ご魔ま化かしながら、わたしは恨うらめしげに先生を見つめる。

「……お腹なかが空すいたんですけど」

「安心しろ、十分で終わる。……どうしてもって言うならコレでも食っとけ」

　精せい一いつ杯ぱいの抵てい抗こうに対して投げかけられたのはそんな言葉と、一個のキャラメル。

　先生はわたしのことを何だと思ってるんでしょうか。

　そんなことをぶつくさ思いつつキャラメルを口に放り込こんでいると、先生が口を開く。

「さて、議題は──分かってるとは思うが、さっきの吸きゆう血けつ鬼きのお嬢じようちゃんの件だ」

　そう言って立ち上がった先生は、背後のホワイトボードに向き直ってペンを取る。

「とりあえず、まずは──彼かの女じよの病態についての復習だ。詠よみ」

　先生に促うながされて、わたしはだだ下がりのテンションをなんとか持ち直しながら口を開く。

「……ええと、だるさに口こう渇かつ、ＶＴとそれに関連する意識消失発ほつ作さ。……重度の高こうカルシウム血けつ症しようだと思います、けど」

　言いよどむわたしに、先生はホワイトボードへの記入を続けながら頷うなずいて返す。

「お前の言いたいことは分かるぜ。『検査では正常だったのに、どうして』──違ちがうか？」

　図星だった。

　血液検査でのカルシウムの値あたいは、一般的な人間の基準値と相そう違いないもので。だからこそ、この可能性は早々に捨てていたのだ。

「……カルシウム値は、基準値範はん囲いでした。怪かい異いのことは分かりませんけど、少なくとも人間の基準値では──」

　と。そこまで考えたところで、わたしは自問する。

　……本当に、人間の基準値で考えてもよいのだろうか、と。

「……気付いたみたいだな。もうちょい助け舟ぶねが必要かと思ったが、やるじゃねえか」

　見み透すかしたようにそう言って笑って、先生がホワイトボードをペンで軽く叩たたく。

「お前の想像通り、吸きゆう血けつ鬼きってのは──ことカルシウム値においては、人間より大おお幅はばに基準値が低い。……何な故ぜか分かるか？」

「何な故ぜか、って……ホルモンの出方が人と違ちがう、とか？」

「それも、可能性としては否定は出来ない。だが、もっと単純に考えていい」

　先生のそんな謎なぞかけに、わたしは少し考えた後、お手上げのポーズをとる。

「……根こん性じようねえなぁ」

「分からないものは分からないと答えた方が心証がいいかと思って」

「もーちょい頑がん張ばれよー」

　呆あきれたようにそう呻うめいた後、先生は小さく息をついて指を立てて、

「吸血鬼は、日光を嫌う。つまりは、そういうことさ」

　返ってきたのは、それだけの短い答え。

　しかし──その答えに、わたしは思わず声を漏もらした。

「日に当たらないから、皮ひ膚ふでのビタミンＤの合成が出来ない──だから、血中カルシウム濃のう度ども減る……」

「そういうこった」

　人間を始めとする哺ほ乳にゆう類るいでは、ビタミンＤは皮ひ膚ふへの日光の照射によって合成される。

　ビタミンＤは消化管や腎じん臓ぞうでのカルシウム取り込こみに与あずかるものであり──だからこそ、逆に言えばビタミンＤの不足はそのまま血中のカルシウム濃のう度ど低下へと繫つながるのだ。

　吸きゆう血けつ鬼きは、日に当たらない。日に当たれば、焼け死んでしまうから。

　であれば──彼かれらが慢まん性せい的てきなビタミンＤ欠けつ乏ぼう状態であるというのも頷うなずける話だ、が。

「……あのう」

　と、そこで。今まで黙だまっていたあきみさんが、首を傾かしげながら口を開いた。

「だとしたら、吸きゆう血けつ鬼きの方は皆みな、低ていカルシウム血けつ症しようになっちゃいそうですけど」

「良いい質問だな、あきみちゃん」

　わたしが疑問に思っていた部分も、丁度そこだった。

　カルシウムを始めとしたミネラル類は、多すぎても少なすぎても何かしらの不具合を起こすものである。

　もしも先生の言うとおりであれば、吸きゆう血けつ鬼きは皆みな、慢まん性せい的てきな低ていカルシウム血けつ症しように苦しんでいなければいけないはずだが──

「ま、正直ここはまだ研究中の話なんだがな。どうやら吸きゆう血けつ鬼きの連中ってのは、人間に比べてカルシウムの必要量がだいぶ少なく出来てるらしいんだ。……だから、一見低値に見えても連中にとってはその状態が基本──基準値だってことになるわけさ」

「はあ……」

　となると、吸きゆう血けつ鬼きに限らず怪かい異いたちを対象とした場合、血液検査は信じ過ぎないくらいで丁度いいのかもしれない。今後のために、覚えておこう。

　先生の説明にうんうんと頷うなずいていると、先生はさらに、解説を続けた。

「で、ここまできてやっと本題だが──じゃあ詠よみ。フレデリカ嬢じようは、何で高カルシウムになったんだと思う？」

「何で、ですか」

　先生に振ふられたそんな質問に、わたしは顎あごに手を当てて考え始める。

　人間であれば、高こうカルシウム血けつ症しようの原因としては悪あく性せい腫しゆ瘍ようが代表的である。そうでなければサルコイドーシスや副ふく甲こう状じよう腺せん機き能のう亢こう進しん症しようなどが鑑かん別べつとして挙がる、が──

「そういう感じには、見えませんよねぇ」

　ＣＴの画像をざっと見た限りでは、悪あく性せい腫しゆ瘍ようの影かげは見て取れない。

　であればサルコイドーシスか、あるいは副ふく甲こう状じよう腺せん機き能のう亢こう進しん症しようか。そう思考を進めたところで、わたしは何か、頭に引っ掛かかりを感じた。

「症しよう状じようの出始めが、二週間前。……そこから一気に悪くなって、こんな状態になってるってことは──」

　わたしの言葉に、先生も頷うなずく。

「サルコやＨＰＴにしちゃあ、経過の立ち上がり方が急過ぎるな。とはいえ、可能性は検査で潰つぶす必要はあるが……」

　サルコイドーシスや副ふく甲こう状じよう腺せん機き能のう亢こう進しん症しようであれば、もっと長期的な経過を辿たどることが多い。

　今回の経過では、わりと短期間の間に一気に症しよう状じようが立ち上がってきた印象がある──となれば、もっと別の、直接的な要因の方がしっくりくるような。

　たとえば、何かを急激に大量摂せつ取しゆしたとか。

「カルシウム剤ざいを大量に飲んだとか、そういう話は聞いてるか。あるいは気き管かん支し喘ぜん息そく持ちでテオフィリンを長期間内服してるとか」

「既き往おう、内服共に特になし、だそうです」

　原げん疾しつ患かんが考えにくい場合に薬やく剤ざいの副作用を考えていくのは常道だが、しかし今回の場合それを疑わせるような薬やく歴れきもない。

「ふむ、とすれば──」

　と、先生が唸うなっていると。

「あのぅ」

　控ひかえめな声と共におずおずと手を挙げたのは、あきみさんだった。

「どうした、あきみちゃん」

「いえ、今のお話を聴きいていて、ちょっと思い当たるフシがあったんですけど」

「思い当たるフシ？」

　訊きき返す先生に、あきみさんは頷うなずいて。

「実は、さっき入院の準備をしてる時にフレデリカさんの手荷物を預かったんですけど──その中に、その……入ってたんです」

「何が」

「……ええと。その……………………大量の、しらすが」

「「……………………………は？」」

　おずおずと告げたあきみさんに、わたしと先生は揃そろって声を上げる。

「ええと、しらすって……あの、小魚の」

「はい。一いつ般ぱん的てきにカタクチイワシやニシンなどの稚ち魚ぎよを指して言う、あのしらすです」

　わたしと先生は、無言で顔を見合わせる。

『……先生の下で働いてたら、そりゃあストレスで多少変なこと言い出してもしょうがないですよねー』

『うるせえ。福利厚こう生せいは充じゆう実じつしてる方だぞうちの病院は』

　……などと声にならないやり取りをしていると、あきみさんがむーっと頰ほおを膨ふくらませた。

「ひょっとして先生方、信じてませんね？」

「「いやあ、正直」」

「無む駄だにハモらないでください！」
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　怒おこってる顔も可愛かわいらしいです、流石さすが天使。

　うんうんと頷うなずいていると、そこで先生は、何か合点がいった様子で顎あごに手を当てた。

「冗じよう談だんはこの辺にして。ふむ、そうか。しらすね。……確か、しらすはビタミンＤの含がん有ゆう量りようが多かったっけな……なるほど、それなら説明がつくが──」

「それにしても、何でしらすなんかを……」

　そう呟つぶやいて首をひねったその刹せつ那な。不意にわたしの脳のう裏りを、問もん診しん中ちゆうの一幕がよぎる。

　確か──




『私たちってこう、寿じゆ命みようが長くてぶっちゃけ暇ひまじゃない。だからここ数十年は、世界中の珍ちん味み巡めぐりの旅をしてるの』

『はぁ……。となると、日本に来たのもそういう用事で？』

『ええ。丁度一ヶ月前くらいかしら。あれはそう、私が来日早々日本の秘境料理、イナゴに大敗を喫きつした時のことだったわ──その時にね、出会ってしまったのよ。究極のソウルフードに』




「……珍ちん味み巡めぐり」

　ぽつりとわたしがそう呟つぶやくと、先生がこちらをじいっと見つめて。

「頭大だい丈じよう夫ぶかお前」

「直球すぎません!?　……いや、そうじゃなくて。フレデリカさんが言ってたことを思い出したんです。世界の珍ちん味み巡めぐりの旅をしてるって」

　わたしの告げたそんな言葉に、先生はそれだけで粗あら方かたを察したようだった。

『何か』の大量摂せつ取しゆ。珍ちん味みを求めて旅するグルメ吸きゆう血けつ鬼き。日本の珍ちん味み。そしてしらす。

　点と点が線を結び、そこから導き出される答え、それは。

「珍ちん味み巡めぐりをしてたらしらすにドハマりして、食べ過ぎた──と。つまりはそういうことだな」

　大真面目に先生が告げた、その答えに。わたしは苦々しい顔で渋しぶ々しぶ頷うなずく。




　……いや、はい。全くもってその通りなんですけど。

　分かるわけありませんって、こんなん。




　　　　　◆




　結論から言えば、わたしたちの見立ては大当たりだった。

　その後フレデリカ嬢じように尋たずねてみたところ、どうも彼かの女じよは最近、しらす干しに大ハマリしているのだという。

「今じゃ一日三パックは堅かたいわね。朝昼晩、Ｂ型の血液と一いつ緒しよにしらす干しをいただくの」

　というのが彼かの女じよの弁。ちょっと常人には理解しがたい感性でした。




　……ともあれ。診しん断だんがついてしまえば、後は単純。

　薬やく剤ざいの点てん滴てきで血中のカルシウム濃のう度どを補正して、ついでに抗こう不ふ整せい脈みやく薬やくを投とう与よして──それだけ。要するにしらす干しの食べ過ぎが原因なので、疾しつ患かんに対する特別な治ち療りようが必要ということもなく、血液データが落ち着けばあとは生活指導のみである。

　勿もち論ろん、フレデリカ嬢じようの反応はというと苦々しいもので、

「……一日一パックくらいなら」「ダメです」「じゃあ、半パック」「まだ多いですって」

　などという熱い議論を繰くり返した末、血のお供に一日ひとつまみ程度、ということで合意が取り決められた。

　実際に守ってくれるかどうかは、なんとも言えないが──とはいえ、彼かの女じよとしても今回のことは結構なトラウマになったらしいので、恐おそらくは大だい丈じよう夫ぶだろう。

　……っていうか、そもそも前はどんだけ食べてたんでしょうか。




　さて、そんなやりとりがひとしきり済んだ後。

「ねえ。先生」

　夕日が差し込こみ始めた病室。ベッドサイドを立ち去ろうとしたわたしを、点てん滴てき用ようのラインやらモニター類やらで繫つながれたフレデリカ嬢じようが呼び止めた。

「なんでしょう。しらす干しのことなら、さっき決めた通りですからね」

「ぐ。……提案なのだけれど、一回四分の一パックとかならどうかしら」

「一日に何回食べるつもりですか」

「…………六回くらい？」

「増えまくりじゃないですか。却きやつ下かです却きやつ下か」

　ここまでくるともはや要よう治ち療りような中毒の領域ではなかろうか、などと思いつつわたしが再び踵きびすを返そうとすると、

「ああちょっと、待って待って。違ちがうの、そうじゃなくて」

　そんな、真しん剣けん味みの増した彼かの女じよの声こわ音ねに再び振ふり向くと。

　彼かの女じよは逡しゆん巡じゆんした様子で唇くちびるを嚙かんで──やがて、小さく口を開いた。

「……さっきは、ごめんなさい。『渇かわき』に吞のまれたとはいえ、私は──貴方あなたに、酷ひどいことをした。とんでもない醜しゆう態たいを、晒さらしてしまったわ」

　そう告げる彼かの女じよの表情は、ひどく暗い。無理もないことだろう。

　吸きゆう血けつ鬼きというのはプライドの高い怪かい異いなのだ、と先生は言っていた。そんな彼かの女じよにとって、理性を失って大暴れしてしまったというのは──きっと物もの凄すごく、恥はずかしいことなのだ。

　今にも泣き出しそうな顔の、フレデリカ嬢じよう。

　わたしは彼かの女じよへと近づくと、ベッドサイドの椅い子すに座すわってその手を取る。

「フレデリカさんは、何も恥はずかしがることなんてありません」

　わたしよりももっと小さく、ほっそりとした手。

　その手をぎゅっと握にぎって、わたしは彼かの女じよの真っ赤な瞳ひとみを見つめる。

「具合が悪ければ、ちょっと普ふ段だんと違ちがう変なことをしちゃうことだってあります。わたしたちの仕事は、それを受け止めて、ちゃんと治すことなんです。……だからそんな風に落ち込こまないで下さい。ね？」

「……でも、私は」

「大だい丈じよう夫ぶです。だってわたしも、先生も──こうしてピンピンしてるんですから。フレデリカさんが気に病やむことなんて何一つありません」

　そう言って、わたしは精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおを彼かの女じよに向ける。

　フレデリカ嬢じようも──それにつられて、その顔をくしゃりと歪ゆがめて笑う。

　笑え顔がおに慣れていないせいで、我ながらぎこちない笑え顔がおだと思う。……けれど、それでも。

　少なくとも彼かの女じよを、安心させてあげる一助くらいにはなったようだった。




「それじゃあ、失礼しますね」

　もう大だい丈じよう夫ぶだろう。そう思って席を立とうとすると、フレデリカ嬢じようがぽつりと、口を開いた。

「ねえ、先生」

「はい？」

「血を、吸わせて頂ちよう戴だい」

「……はい？」

　わたしは耳を疑って、思わず振ふり返って訊きき返す。

　もしかして、まだ混乱しているのだろうか。そう思って彼かの女じよの目を注視するが、さっきまでとは違ちがってしっかりと正気のようだ。

「……ひょっとして、まだ喉のどが渇かわいて」

「それもあるけど、そうじゃないの。これは──吸血鬼わたしたちにとっての、愛の言葉」

「……んん？」

　なんか今、ものすごい唐とう突とつな言葉が聞こえたような。

「あの、聞き間ま違ちがいでしょうか。今、なんか愛とか聞こえたような……」

「ええそうよ。ねえ先生──イサナ先生。私……貴方あなたが好き」

「……んんんん？」

　本っ当に正気でしょうか。ちょっと不安になってきました。

　……いや、好きって。どうして今の流れからそんな言葉が。

「無理もないわよね。だって、あまりにも突とつ然ぜんだもの。……でも、それは私の方も同じ。だって恋こいってそういうものだもの」

「いや、あの──それっていわゆる吊つり橋効果ってやつかと」

「それでもいいわ。そうであっても貴方あなたが私を身を挺ていして救ってくれたのは事実だもの」

　熱に浮うかされたような調子でそう返すやいなや、フレデリカ嬢じようはわたしの手をぐいと引っ張って、ベッドの上に引きずり込こむ。わたしの上に馬乗りになって、さっきと同じ体勢だ。

「ひゃっ……あの、ちょっとフレデリカさん!?」

「ねえ先生。私の血族になりましょう？　吸きゆう血けつ鬼きになって、一いつ緒しよに永い時を生きましょう」

「いやあの、わたしはそういうのは」

「大だい丈じよう夫ぶよ、痛いのは最初だけ。すぐ気持ちよくなるから」

「ああもう──！」

　どうにかして逃のがれようとするが、腕うでと足はがっちりとホールドされていて身動きがとれない。

　病やみ上がりといえど吸きゆう血けつ鬼き、わたしのような貧弱デスクワーカーでは話にならなかった。

　フレデリカ嬢じようの形の良いい唇くちびるが、近づいてくる。

　その牙きばの先せん端たんがわたしの首筋に触ふれるか、触ふれないかというところで──わたしは、観念して声を上げた。

「無理なんです、そういうのは！」

　その言葉に、彼かの女じよは顔を離はなして改めてわたしをじいっと見る。

「……無理って、どういう？」

「いや、そりゃもう色々と無理なんですけど……そもそもわたしたち、女子同士ですし」

「瑣さ末まつなことよ」

　ああ言えばこう言う。

　一向に退ひく様子のない彼かの女じよに、わたしは逡しゆん巡じゆんした末──渋しぶ々しぶ、口を開く。

「それにそもそも──わたしは貴方あなたに血を吸われても、吸きゆう血けつ鬼きにはなれないんです」

「……なれない？　それって、一体」

　わたしの言葉に、不思議そうに眉まゆ根ねを寄せて。

　やがて彼かの女じよは──その目を大きく見開いて、声を漏もらした。

「……ああ、そう。なるほど、そういうこと」

　驚おどろきと愉ゆ快かいさの入り混じった、そんな感かん嘆たんの声。拘こう束そくが緩ゆるんだのを見て取ると、わたしは彼かの女じよの下から這はい出してベッドから転がり落ちる。……いたい。

　よろよろと立ち上がって腰こしをさするわたしを見て、彼かの女じよはひどく楽しげに呟つぶやく。




「貴方あなたも──こっち側なのね」




　その言葉に、わたしは肯こう定ていも否定も返さない。

　けれど彼かの女じよは一方的に納なつ得とくしたようで、大おお仰ぎようにため息をついてみせた。

「あーあ。折角初はつ恋こいの人が出来たと思ったのに」

「きっとこの先、もっといい人が見つかると思いますよ……」

「あら。まだ諦あきらめないわよ、私は」

「え」

　その口元に魅み惑わく的てきな笑えみを浮うかべて、彼かの女じよは続ける。

「貴方あなたが何であれ──好きになっちゃったものは、変わらないもの」

　その笑え顔がおは困ったことに、ひどく楽しげで、幸せそうで。

　だからわたしはすっかり根負けして、苦く笑しようしながら返す。

「……まあ、その。お友達くらいなら」

「まずはお友達からね。ふふ、いいわ。そういうのも嫌きらいじゃないもの」

　めげないなぁ、この人。

　まあ、ある意味元気になってくれたのでよしとしよう。わたしはそう納なつ得とくすることにして、「じゃあ」と口を開く。

「まだお仕事があるので、すみません、失礼しますね」

「ええ。またね」

　踵きびすを返すわたしの背に、彼かの女じよは小さく手を振ふって。そこで、

「あ、いっこだけ言い忘れてたわ」

「はい？」

　振ふり向いたわたしに、彼かの女じよはしっとりとした笑えみを浮うかべて。




「ありがとう、イサナ先生」




　投げかけられたそんな言葉に、わたしはしばし呆ぼう然ぜんとしたあと笑えみを返して──

「……こちらこそ」

　そう言って今度こそ会え釈しやくして踵きびすを返すと、わたしは病室を後にする。




　スライド式のドアを閉めて、廊ろう下かを歩き出して。廊ろう下かの角まで行ったところで、

「終わったか」

「ぎゃあ！」

　壁かべに寄りかかって立っていた先生に唐とう突とつに声を掛かけられて、わたしは小さく悲鳴を上げた。

「……居たんですか先生」

「何かあったら困るからな。一応待機してたんだが──ま、穏おん便びんに済んで何よりだ」

　ぼそりとそれだけ言うと、先生は何をするでもなく、白衣を翻ひるがえして歩き出す。

　……ひょっとして、わたしを心配してくれていたのだろうか。

　いやいや、まさか。

　かぶりを振ふって、わたしはみるみるうちに小さくなっていくその大きな背中を追う。……邪じや魔まくさいくらいに背せ丈たけがあるぶん歩ほ幅はばも大きいのだ、あの人は。

「……あのっ」

　走らない程度に早歩きでどうにか追いつくと、わたしは先生に声を掛かけた。

「ん、何だ」

　振ふり返って、こちらを見下ろす先生。思えば、こうして真向かいから見下ろされるのは二年ぶりのような気がする。

　わたしはそんな先生を見上げて──なんとなく気き恥はずかしいものを感じつつも、

「その、今日は……ありがとうございました。色々と」

　ぼそりとそう告げて、頭を下げる。そんなわたしを見て、先生は心底驚おどろいた顔で、

「……気持ち悪っ！」

　素すのトーンのそんな呟つぶやきに表ひよう情じよう筋きんがひくつくが、そこは我が慢まんする。

　わたしだって、この人に頭を下げるなんて事態は不本意である。実に不本意極きわまりないところではあるが──とはいえ今日、先生の助けを借りまくる形になったのは事実。

　こういうことはきっちりとしておかないと気が済まない。それが、わたしという面めん倒どうくさいモノなのだ。




「……ま、頭上げろって」

　戸と惑まどい混じりのそんな言葉に従って、先生の顔を見る。先生はわたしを見つめて──右手で懐かい中ちゆう時ど計けいを開いて一いち瞥べつすると、ぽつりと呟つぶやいた。

「どうだった、今日一日」

　そんな問いかけに、わたしは──顔を伏ふせて、小さく息を吐はく。

「やっぱり、この科は向いてないなって思いました」

　本心だった。

　人間相手の経験だけでは立ち向かえないような、常識外の病態。

　一歩間ま違ちがえばこちらにも危険が及およぶかもしれない、人ならざる「彼かれら」の診しん療りよう。

　こんなことを続けるなんて──到とう底ていわたしのような凡ぼん人じんの手には負えそうにない。

　こういうのは、もっと熱意と根気とやる気に満ちた人間がやるべきなのだ。

「そうか」

　先生は小さく笑うと、いつも通りの軽けい薄はくな笑えみを浮うかべて続ける。

「確かに、お前はほんっと二年前から進歩なしだったなぁ。びっくりするほど成長してねえ、中身も身長も」

「だから、身長は余計ですって」

　唇くちびるを尖とがらせるわたしを見てくっくと笑うと、先生は肩かたをすくめて、

「……けど、俺おれはお前のこと、向いてると思ったぜ」

　少しだけ優やさしげな顔になって、先生は──そう続けた。

　……ええと。褒ほめられた、ということでいいんでしょうか。これ。

　目を瞬またたかせるわたしに、先生は畳たたみ掛かけるように続ける。

「なあ詠よみ」

「は、はい」

「そろそろ時間だが──どうするよ」

　こちらを真まっ直すぐに見み据すえて問うた先生。わたしは顔を上げ、その視線を真っ向から見返して、告げる。

「……それでもわたしは、やっぱりこの科は向いてないと思います」

　拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめて、言葉を続ける。

　先生はああ言ったけれど──それでもわたしの思いに、揺ゆらぎはなかった。

　今日一日で、もうへとへとだ。こんなことが毎日続くと思うと、やっていられない。

「……けど」

　わたしは先生から視線を逸そらして、少しだけ言い淀よどむ。

　誰だれかを救うということは、誰だれかの命を背負うということだ。

　それは──とても、疲つかれることで、けれど。

　頭の中に、さっきのフレデリカ嬢じようの笑え顔がおが浮うかんで。

　手のひらに、彼かの女じよの命の温かさがじんわりと思い出されて。

　だからわたしは──真っ直ぐに先生を見つめて、言葉を絞しぼり出す。

「けど、ちょっとだけ。ちょっとだけ──悪くはないなって、思いました。だから……暫しばらくの間、ここに居るのもやぶさかではないかも、なんて」

　顔が熱い。頭の中がこんがらがって、自分でも何を言っているのかわからなくなってくる。

　先生はそんなわたしを仏ぶつ頂ちよう面づらでじいっと眺ながめて──やがて耐たえ切れなくなったように、小さく吹ふき出す。

「ほんっと、面めん倒どうくせえなぁお前」

「……奥おくゆかしいと言って下さい」

　バツの悪い顔でそっぽを向くわたしに、先生はにいっと意地の悪い笑えみを浮うかべ、

「で、つまりどっちなんだ？　うちの科に来るのか、来ないのか」

「え!?　いやだから、その……まあ、悪くはないっていうか」

「んー、はっきりしない言い方だなぁ。嫌いやなら別に無理しなくてもいいんだぜ？」

「えっ、あの、そうじゃなくて……」

　にゃろめ。絶対分かってて言ってます、この人。

　わたしはしどろもどろになって、あうあうと声にならない声を転がした後──

「……入れて、下さい」

　真っ赤になって俯うつむいて、消え入るような声でそう答える……が、しかし。

「んー、聞こえんなぁ。もっかい大きな声で言ってくれよ」

　芝しば居いがかった動作で大おお仰ぎように肩かたを竦すくめて、そんなことを言いやがる先生。

　わたしは恥ち辱じよくに肩かたを震ふるわせながら──息を大きく吸って、精せい一いつ杯ぱいの大声を絞しぼり出す。

「ああもう、分かりました！　はっきりしない言い方ですいません、この科で働かせて下さい！」

「熱意がいまいち見えてこない、もっかい」

「う、うう……、実際診しん療りように参加してみたら柄がらにもなくやりがいを感じちゃったというか、未知の領域を手て探さぐりでやっていく感覚が案外楽しかったというか！」

「ふうむ。で、うちの科を志望したと。……となれば、何か言うことがあるんじゃないかー？」

　びき、と青筋が浮ういてきたが、こうなればもう自や棄けである。

「ぐっ……お、お願いします、先生……」

　そう告げて頭を下げるわたしに、先生はしかつめらしい顔でわざとらしく唸うなる。

「ふーむ、そう言われちゃあ考えてやらんこともないが、もうひと押おしほしいなぁ。どうだ、ちゃんと残業とかするか？」

「し、します！　定時帰りなんて夢は捨てます」

「新規部門だから業務内容滅め茶ちや苦く茶ちや多いけどちゃんとやるか？」

「やります！」

「向こう十年は俺おれの下で働いてもらうけどいいよな？」

「はい！」

「ようしオッケー。今の全部録音しといたからな」

「あ、ありがとうござ……ってはぁ!?」

　売り言葉に買い言葉をしていたらなんか色々と不平等条約を押おし付けられたような気が！

　しかし気付いた頃ころには既すでに遅おそく。先生はしたり顔で頷うなずくと、

「ま、未来ある若者にそこまで頼たのみ込こまれちゃあ、俺おれとしては断れんな」

　なんて、心底腹立たしい性しよう悪わる笑いを浮うかべながらそんなことを言ってくる。

　蜘く蛛もの巣すに搦からめ捕とられた蝶ちよう、あるいは蟻あり地じ獄ごくに沈しずみゆくアリ。彼かれらの気持ちが、今まさに分かったような気がした。

　弱者の立場を理解できる人間になれ、とはよく聞くけれど。そんな教えに照らし合わせるならば今のわたしはまっこと聖人君子の適性があるのではないだろうか。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつとして真っ白になったわたしの肩かたをぽんと叩たたくと、先生はにいっと笑って、

「まあ、なんだ。冗じよう談だんはともかく──お前が来てくれるのは嬉うれしいよ。歓かん迎げいするぜ、詠よみ」

　そんな、素す直なおな言葉とともに手を差し出す先生。

　その大きな手を見つめて──わたしはげっそりと、肺の中の疲つかれた空気を吐はき出しながら、

「……よろしくお願いします、先生」

　そう答えて、その手を取ったのであった。




　……なんだろう、なぜかは分からないけど──何か大きな選せん択たくを、誤ってしまったような。

　そんな気がしたけれど悲しいかな、人生というのは往々にして、気付いた時には何もかもが手て遅おくれなものなのだ。

　だからこそ。

　だからこそ──わたしもここらでひとつ、大人の対応というのを覚えようと思う。




　失敗を、楽しもう。

　この手て遅おくれを、今しばらく楽しんでみよう。

　そう心に決めて、わたしは一歩を踏ふみ出す。

「総そう生せい診しん医い」としての長い長い戦いの第一歩を──踏ふみ出していく。




「やったー、これから宜よろしくお願いしますね、ヨミ先生！」

「ってうわ!?　どっから出てきたんですかあきみさん！」

「なんか話してらっしゃったので隠かくれて聞いてました！」

　横合いから飛び出してきたかと思うと、ぎゅうっと抱だきついてくるあきみさん。

　天使のような笑え顔がおと、ほんわり鼻び孔こうをくすぐるいい匂においにほだされて、ささくれ立ちかけていたわたしの心が少しだけゆるりとしたものに変わるがしかし。

「ああそうだ、今日の診しん療りよう録ろくちゃんと書いとけよな。俺おれは定時で帰るから」

「えっ、ちょっ、まだこの病院のことで分からないこといっぱいあるんですけど──」

「まあテキトーに手て探さぐりでやってくれ、じゃあな」

　……ううん、前言撤てつ回かい。

　やっぱりひたすら失敗だったかもしれません、これ。









◆【症しよう例れい①】全身倦けん怠たい感かんと口こう渇かつを主しゆ訴そに来院した吸きゆう血けつ鬼きの一例◆



患かん者じや：三百五十二歳さい、女性。吸きゆう血けつ鬼き

主しゆ訴そ：全身倦けん怠たい感かん　診しん断だん：ビタミンＤ過か剰じよう症しよう

現病歴：二週間前から全身の脱だつ力りよく、倦けん怠たい感かんおよび口こう渇かつを自覚。発熱などなかったため医い療りよう機関の受じゆ診しんや市し販はん薬やくの使用などすることなく経過していたが三日前に一いつ過か性せいの頻ひん脈みやく、意識消失があり、本日当院当科受じゆ診しんとなった。

　既き往おう歴れき、内服歴なし。喫きつ煙えんなし、機会飲酒。嗜し好こう品ひんとしてしらす干し（詳しよう細さい不明、大量）。

　来院時に意識消失発ほつ作さみとめ、無む脈みやく性せいＶＴ出現したため除じよ細さい動どうを施し行こう。一回で波形回復したものの、その後軽度せん妄もう症しよう状じよう見られ経過観察を要した。

　症しよう状じよう・ラボデータから高こうカルシウム血けつ症しようが疑われたために即そく日じつフロセミド・生せい食しよく投とう与よ・カルシトニン製せい剤ざい投とう与よによる治ち療りようを開始。

　その後の全身検けん索さく・血中ホルモン濃のう度どから鑑かん別べつ疾しつ患かんのサルコイドーシス及および副ふく甲こう状じよう腺せん機き能のう亢こう進しん症しようは否定的であり、原因はしらす干しの大量摂せつ取しゆによるビタミンＤ過か剰じよう症しようであるとして生活指導行い経過観察。

　退院後は外来にてフォロー予定となっている。


担当医：伊い佐さ奈な　詠よみ




指導医：空うつろ騎ぎ　剣つるぎ


















◆【症しよう例れい②】慢まん性せい的てきな睡すい眠みん障しよう害がいを主しゆ訴そに来院した夢む魔まの一例◆









　真っ白な手が、空に伸のびていた。

　真っ白で真っ赤な、わたしの手。

　力の入らない身体からだで、わたしは一いつ生しよう懸けん命めいに、手を伸のばす。

　おおよそ総すべての星というものが消え失うせた、星ほし凪なぎの空に手を伸のばす。




　真っ暗なその天幕に、浮うかぶのはたった一つ。浮うかぶのは──真っ青な月だけ。

　誰だれも、いない。

　皆みな、わたしを置いていなくなってしまったから。




　空に、手を伸のばす。

　冷たくて昏くらい世界の底で、たった一人で手を伸のばす。




　だれか、わたしに気付いて。わたしをここから、連れ出して。

　……いやだよ。

　ひとりぼっちは──もう、いやだよ。




　　　　　◆




　何で人は、起きなければいけないのだろう。




　うららかな、春の朝。ぬくぬくとした布ふ団とんにくるまりながら、半はん覚かく醒せいのわたしの脳のう裏りによぎったのはそんな疑問だった。

　学生時代から住み続けている築三十年の古アパート。窓から差し込こむ、ほどよい朝日。外では雀すずめだか何だか、とにかく小鳥の囀さえずりがいい感じの輪唱を奏かなでていて──その素そ朴ぼくな音色が、日々の疲つかれでささくれ立った心にのんびりとした安らぎをもたらしてくれる。




　しかし──そんな時間も永遠ではない。

　突とつ然ぜん鼓こ膜まくを叩たたいた冷れい酷こく無比な鐘かねの音に、わたしは顔をしかめる。

　目覚まし時計。安あん穏のんたる時の終わりを告げる無む慈じ悲ひな宣告者。

　時を告げ、時で人を縛しばらんとするその存在はまさしく、一分一秒の浪ろう費ひも許さぬ過か酷こくな現代社会の体現に他ならない。

　起き床しようし、社会貢こう献けんを始めよ。高圧的に、声こわ高だかにそう強制してくる彼かれに──だがしかし、とわたしは枕まくらに顔を埋うずめながら首を横に振ふる。

　春しゆん眠みん暁あかつきを覚えず、という言葉がある。

　詳くわしくは知らないが、どうやら大昔の中国の詩人が書き認したためた一節だとか。

　つまりそれはもう、古代中国からいまだ変わらず受け継つがれている、ひとつの歴然たる人間の文化なのだ。

　であれば──わたしは文化人類学的見地から、決然とこの目覚まし時計氏と向き合わねばならない。

　連綿と受け継つがれてきた人の文化的本質を守るため、この愚おろかにして即そく物ぶつ的てきな現代的思想に三み行くだり半はんを突つきつけなければならない。

　つまるところ。

　今ここでわたしが目覚ましのアラームをガン無視して二に度ど寝ねに至ることは決して睡すい眠みんという野性に対する理性の敗北などではなく。むしろ現代人を駆かり立てる「時間」という病に対する孤こ独どくな抵てい抗こうに他ならない。

　そう──これは逃とう避ひではなく、戦いなのだと。

　わたしは声を大にして、そう主張したい。よって、




「……あと一時間……って言ってる場合ですか……」

　自前で突つっ込こみを入れつつ、わたしは寝ねぼけ眼まなこをこすって寝ね返がえりを打ち、この身を搦からめ捕とらんとする魅み惑わくの羽う毛もう布ぶ団とんから無理やり脱だつ出しゆつを図はかる。

　なおもけたたましく鳴り響ひびく目覚まし時計のアラームを叩たたき止めて時間を確かく認にんしてみると、

「……うわぁ」

　午前七時半。既すでに予定より三十分は余計に回っている。間に合わなくはないが、病院まで地味に遠いので結構ギリギリである。

「変な夢見たせいですかね……」

　内容は、殆ほとんど覚えていないが。

　なんだかとても、嫌いやな夢だったことだけは覚えている。

　どんな夢だっただろう、とわたしはいまだ半はん覚かく醒せいの脳みそを回そうとして──とそこで、ぶんぶんと頭かぶりを振ふる。

　そうだ、今はそんな考え事をしている場合ではない。

　夢の話よりもまずは、目先の遅ち刻こくである。

　人の体というのは現金なもので、危機を理解すると途と端たんに交こう感かん神経が働き始めて覚かく醒せい状態を獲かく得とくしてくれるらしい。

　わたしは自分でも驚おどろくほど俊しゆん敏びんに立ち上がると歯を磨みがき、顔を洗い、とりあえず手近にあった服を引っ摑つかんで着き替がえる。その間実に六分。これは女子として如何いかがなものだろうか。そんな疑問がよぎりそうになったが、そういうのは今は後回しだ。

　忘れ物がないことを確かく認にんしつつ、急いで玄げん関かんを飛び出す。すると、

「おやヨミちゃん。おはよう、今日も可愛かわいいねぇ」

　横合いから掛かけられた爽さわやかな声に顔を向けると、そこに居たのは、ワイシャツ姿の背の高い優やさ男おとこ──お隣となりに住んでいる若い男性だった。

「あ、どうも……」

　切れ長の青い目に、彫ほりの深い顔立ち。後ろで縛しばって纏まとめられた、色の薄うすい綺き麗れいな髪かみ。

　手足はすらりと長く、先生ほどではないにしろ背も高い。まるでモデルか俳優のような立ち居姿だがしかしその正体はよく分からない。

　いつも夕方、帰り際ぎわに丁度どこかへ出で掛かけて行くのを見るので、恐おそらく夜のお仕事をしているらしいというのは分かるのだが──精々そのくらいだ。

　隣りん人じんの名前すら知らないというのは我ながら薄はく情じようだが、とはいえ今いま更さら訊きくのも逆に変な感じがするというもの。そんなわけでわたしの中では彼かれのことは「お隣となりさん」で定着している。

「早起きだねぇ、ヨミちゃん」

「あはは、実はめっちゃ寝ね坊ぼうしてるんですけどね」

　にこりと微笑ほほえんでそう告げるお隣となりさんに、わたしは苦く笑しようを返す。

　実のところ、わたしは彼かれのことが若じやつ干かん苦手だった。というのも、

「寝ね坊ぼうかぁ。ふふ、どうだいヨミちゃん。今度は僕ぼくと一いつ緒しよにぐっすり寝ね坊ぼうしてみないかい」

「意味が分からないんですけど……」

　それとなく壁かべドンしてきつつそんなことをのたまうお隣となりさん。

　そう、なんというか──やたら距きよ離り感かんが近いというか、息をするように人を口説こうとしてくるのだ、彼かれは。

　勿もち論ろん冗じよう談だんなのは分かっているし、話してみると悪い人でないことも分かる。だが──この手の人種リア充というのは、わたしのような人種非リア充にとっては絶望的に折り合いが悪い。

　それは天てん地ち開かい闢びやくの時から決まりきっていることなのだ。
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「……っていうかホント遅ち刻こくしそうなんで、失礼しますね」

「おっと、それは失敬。それじゃあまた今度、お茶でも」

「しませんて……って」

　とそこで、わたしは彼かれの顔を見つめてあれ、と小さく首を傾かしげた。

「あの、ここ。目の下、隈くま出てますけど大だい丈じよう夫ぶですか？」

　街を歩けば多くの女子の視線を釘くぎ付づけにするであろう美び貌ぼうの顔立ち。しかしその目元に、不似合いな黒ずんだ隈くまが浮ういていたのだ。

　わたしの指し摘てきに、彼かれはバツが悪そうに鼻の頭をかく。

「ああ、これ。いやぁ、恥はずかしいな。最近あんまり眠ねむれてなくてね、こんなんなっちゃって」

「眠ねむれない、ですか」

「今朝も、お仕事終わりで帰ってきてさあ寝ねようと思ったら全然寝ね付つけなくてさ。手持ち無ぶ沙さ汰たになって……こうして外の空気を吸ってたんだよね。……誰だれかが一いつ緒しよに添そい寝ねしてくれればぐっすり眠ねむれるんだけどなぁ」

「いいお相手を見つけて下さい」

　そうは言いつつも医い療りよう従事者の悪あく癖へきと言うべきか。こういう話を聞くと思わず根ね掘ほり葉は掘ほり問い質ただしたくなってしまうのもまた事実。とはいえ今はそんな時間もない。

「眠ねむれなくてもとりあえず、横にくらいはなってた方がいいですよ。それだけでもだいぶ疲つかれが取れますから」

「なるほど、肝きもに銘めいじておくよ。……と、ヨミちゃんヨミちゃん」

「はい？　お茶はしませんよ」

「そうじゃなくて、ほら時間」

「あ」

　彼かれの言葉に腕うで時ど計けいを見て、血相を変えるわたし。

「……あのっ、お大事になさってくださいね！」

「うんうん、ありがと。ヨミちゃんもお仕事頑がん張ばってきてね」

　涼すずやかな笑えみを浮うかべながら手を振ふる彼かれに見送られながら、わたしは急いでアパートの階段を駆かけ下りる。

　二日目にしていきなり遅ち刻こくなんぞしようものなら、あの先生に何を言われるか……いやそもそも、先生抜ぬきにしてもそれは流石さすがに社会人として拙まずい。

　そんな焦あせりを胸に、わたしは自転車に跨またがって一目散に走り出したのであった。




　　　　　◆




　結論から言うと、ダメでした。

「よぉ、初日はさておき──二日目にしていきなり遅ち刻こくたぁいいご身分じゃねえか」

　白衣に着き替がえて総そう生せい診しんカンファ室に駆かけ込こむと、先生が呆あきれた顔でそう口を開いた。

「ったくよぉ、十五分遅ち刻こくだぜ十五分。社会人舐なめてんのかおうおう」

「返す言葉もございません……」

　にやにやと笑えみを浮うかべ、懐かい中ちゆう時ど計けいを弄もてあそびながらわたしに言葉の暴力を振ふるう先生。しかしながらド正論そのものなため何も言い返せない。

　完全に白旗を揚あげて降参モードのわたしに、幸い先生は早々に興味を失ったのか「ま、いいや」と呟つぶやいて近くの端たん末まつを操作し始めた。

「んじゃ、さっさと朝カンファ始めるぞ」

　医い療りようスタッフの一日は、カンファレンスに始まりカンファレンスに終わる。

　そうやって患かん者じやさんの一日の状態・変化を共有し、話し合っていくことこそがより良い医い療りようを提供していくにあたって重要なのだ。

　……なので別に、朝はもうちょい遅おそくてもいいんじゃないかなぁなんてことは思ってません。思ってませんってば。




　記録用紙を抱かかえたあきみさんが、先生の促うながしに口を開く。

「えーと、入院は一人。フレデリカ・ヴィエトーリエさん──昨日の吸きゆう血けつ鬼きの方ですね。……総生診うちには病びよう床しようがないので、腎じん臓ぞう内科のを間借りしてます」

「経過は」

「えーと、高こうカルシウム血けつ症しようで昨日入院。夜間に抜ぬけ出して買ってきたらしいしらす干しを食べているのを発見されてますが、朝の血液ではカルシウム値も問題なさそうでした」

　早さつ速そくやらかしているらしかった。が、どうやら経過自体は順調そうである。

　検査結果でも他の疾しつ患かんの可能性は否定出来ており、食生活にさえ気をつければ問題はないはずだ。となれば、

「今日には退院でよさそうかね。主治医のヨミ先生よ」

「そう、ですね」

　半笑いで話を振ふってきた先生に、頷うなずきながら答える。

「……もう一度、食生活についてはお灸きゆうをすえておかないとダメそうですけど」

「だな。吸きゆう血けつ鬼きの連中は基本プライド高くて人の言うことなんか聞かねえが──ま、頑がん張ばりたまえ。……と、よし。そんなところか」

　先生はそう言って締しめくくると、席を立ってそのままどこかへと立ち去る。フリーダムそのものである。

　置き去りにされて呆ぼう然ぜんとしているわたしの肩かたを、あきみさんがちょいちょいと指で叩たたいた。

「おはようございます、ヨミ先生。……大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あはは……まあ、実際寝ね過すごしたのはわたしの落ち度なので。それに、先生のお説教はもうわりと慣れてますし」

「そうですか……」

　苦く笑しようしながら答えたわたしの顔を覗のぞき込こんで、あきみさんが心配そうな顔で続ける。

「でも無理せず、もし辛つらかったらしっかりとお休みもとって下さいね？　先生が倒たおれちゃったりしたら元も子もないんですから」

「有難ありがとうございます……」

　ううん、今日も天使なお言葉が胸に沁しみます。

　先生の情け容よう赦しやない鉄の言葉にズタボロにされた心が癒いえていくのを感じつつ、わたしが身み悶もだえしていると──あきみさんは「ところで」と切り出した。

「さっき『慣れてる』っておっしゃってましたけど。先生は、確か空うつろ騎ぎ先生の教え子さんなんですよね」

　あきみさんのそんな問いに、わたしは頷うなずく。

「ええ。大学時代の恩師なんです。丁度わたしの在学中、うちの大学で教授やってて──けど、それがどうかしましたか？」

「いえ、大したことじゃないんですけど……お二人とも、随ずい分ぶん仲がいいなぁって。それに先生、空うつろ騎ぎ先生の素す性じようもご存知でしたし」

　なかなかに鋭するどい指し摘てきだった。仲がいいというのはとんでもない風評被ひ害がいだが。

　わたしは少しだけ考えて──別に隠かくすようなことでもないなと頷うなずいて、口を開く。

「実は、昔……先生に助けられたことがあって。それで」

「ああ、なるほど……」

　どうやらそれだけで、あきみさんは何かしら事情を察してくれたらしい。それ以上は追つい及きゆうすることなく、彼かの女じよは納なつ得とくした様子でふんふんと頷うなずいていた。




　雑談に興じていい感じに頭が温まってきたので、わたしは小さく伸のびをした後、あきみさんに改めて向き直る。

「ええと、それで──すいません。わたし、今日は外来診しん察さつでいいんでしたっけ」

　あきみさんは「ああ、そうでした」と何やら思い出した様子で、持っていた書類束を探さぐりながら頷うなずく。

「はい。今日は他科から紹しよう介かいの方がいらっしゃいますので、その方の診しん察さつをお願いします」

　そんなあきみさんの言葉に、わたしは首を傾かしげた。

「他科にかかってたんですか？　怪かい異いの患かん者じやさんが」

「はい。怪かい異いと言っても、自分から言わなければそうと分からないような方も多いですから──うちみたいな科が出来るまでは、結構よその科にかかってた方も多いらしいです」

「なるほど」

　総合生物診しん療りよう科かは、ここ数年で新設されたばかりの生まれたての科である。それゆえ、行き場に困った怪かい異いたちが一いつ般ぱん科かに駆かけ込こむという事例もいまだ多いとか。

　この辺は、診しん療りよう科かの普ふ及きゆうと怪かい異いたちへの周知が待たれるところである。

　あきみさんが、クリアファイル入りの紹しよう介かい状じようを差し出した。

「……あったあった。こちらが今回の患かん者じやさんです」

「あ、有難ありがとうございます。……えっと」

　紹しよう介かい状じようを検分してみる。依い頼らい科かは呼吸器内科。そして、患かん者じやさんは──

「……夢む魔ま？」

　いまひとつピンと来ない名前に眉まゆ根ねを寄せていると、あきみさんが助け舟ぶねを出してくれた。

「夢む魔ま。西洋の怪かい異いで、あちらではサキュバスとか、インキュバスとか呼ばれているそうです。寝ねている人間の夢に入り込こんで精気を吸い取って、眠ねむりを妨さまたげるんだとか」

「ははあ……詳くわしいですね、あきみさん」

「この本に書いてありました」

　そう言って彼かの女じよが掲かかげたのは、『漫まん画がでわかる！　怪かい異いのすべて』という、いかにもなタイトルの本。表紙はなぜか半はん裸らのイケメンが絡からみ合ってるイラストだった。何な故ぜだ。

「よければお貸ししましょうか。意外と専門的な内容なんですよ、これ」

「……まあ、気が向いたら……」

　ふんすふんすと妙みように鼻息荒あらく勧すすめてくるあきみさんを微び妙みように遠くに感じながら、わたしはやんわりとそう答えて話を流す。この沼ぬまは危険な気がしたのだ、本能的に。

　改めて、紹しよう介かい状じように目を落とす。

「ええと、患かん者じやさんは──夢ゆめ野の雅みやびさん、夢む魔まの男性。主しゆ訴そは睡すい眠みん障しよう害がい……ですか」

「夢む魔まなのに？」

「夢む魔まなのに」

　ミイラ取りがミイラになるというか。そんな感じの台無し感を感じつつ、先に進めて──わたしはそこで、目を細める。

「む、ＬＴＢＩ疑い。それで呼吸器内科にいたんですね」

「なんですか、ＬＴＢＩって」

　あきみさんの問いに、わたしは得意気に胸を反らして説明する。

「ＬＴＢＩっていうのは、潜せん在ざい性せい結けつ核かく感かん染せん症しよう……要は、何らかの理由から結けつ核かく感かん染せんの可能性が疑われている状態のことを指すんです。たとえば感かん染せん患かん者じやさんとの接せつ触しよくがあったとか、そんな人はＬＴＢＩとして治ち療りようが推すい奨しようされますね」

「へぇ～。物知りですねーヨミ先生」

「……一応これでもドクターなので……。ともあれそんな状態だったから、予防的投薬のために定期受じゆ診しんしてらっしゃったみたいです」

　結けつ核かくというのは感かん染せん即そく発はつ症しようというわけではなく、保ほ菌きん者しやであっても症しよう状じようが出ないまま一いつ生しよう涯がいを終える場合もありうるものだ。

　とはいえ──発病してしまえば多くの人のイメージの通り重じゆう篤とくな症しよう状じようで苦しむことになるし、それだけでなく周囲に感かん染せんさせてしまう可能性もある。

　予防的投薬というのはそういった可能性を潰つぶし、「結けつ核かく」という病気それ自体をこの世から撲ぼく滅めつするための治ち療りようでもあるのだ。

「患かん者じやさんは？」

「ええ、多分もうそろそろ来てると思うんですけど……」

「分かりました、じゃあ待機してます」

　あきみさんにそう告げて診しん察さつ室しつへと向かいながら、わたしは頭の中で情報を整理する。

　睡すい眠みん障しよう害がい。潜せん在ざい性せい結けつ核かく感かん染せん症しようの予防投薬中。

　なんとなくアタリはつきそうだが──そんな風にスナップ診しん断だん出来るほど経験を積んでいるわけではない。思い込こみは誤ご診しんを招く原因だ。

　そう自分に言い聞かせながら、わたしは気を引き締しめて診しん察さつ室しつの扉とびらを開け、椅い子すに座すわる。

　呼び入れのコールを鳴らすと、ほどなくして待合室側の扉とびらが開き、一人の青年が入ってきた。

　その青年を見て──思わず声を上げる、わたし。

「お隣となりのナンパ男……もといお隣となりさん!?」

「おや、ヨミちゃん」

　そう。

　入ってきた患かん者じやさんというのは──例の、睡すい眠みん不足のお隣となりさんだったのだ。




　　　　　◆




「いやぁ、びっくりしたよ。ヨミちゃん、お医者さんだったんだ。しかもこの病院の」

　にこやかに笑って椅い子すに座すわるお隣となりさんに、わたしはぎこちない笑えみを返す。

「丁度昨日からこっちに来てまして。……いやぁ、あるもんですね偶ぐう然ぜんって」

　話を合わせながら、もう一度紹しよう介かい状じようをちらりと見る。夢ゆめ野の雅みやび。それが、彼かれの名前らしい。

　……学生時代からのお隣となりさんの名前をここに来てようやく知ることになるとは。我ながら何ともコミュ障しようというか薄はく情じようというか、現代社会の闇やみというか。

　なんてどうでもいいことをぐるぐると脳内で転がしつつ、わたしは頭を診しん療りようモードに切り替かえていく。

「では、改めて。本日診しん察さつを担当させて頂きます、伊い佐さ奈なと申します。ええと……夢ゆめ野の雅みやびさんでよろしいですよね」

「はい、宜よろしくお願いします。ヨミ先生」

　ふんわりと微笑ほほえんでみせるお隣となりさん──夢ゆめ野のさん。こちらも、知っている人が相手となると緊きん張ちようがほぐれてくるというものだった。

「ええと、今日は……睡すい眠みん障しよう害がいということで。そういえば、今朝もおっしゃってましたよね」

「うん。これが結構深刻でさ……実はそれで、仕事の方にも支障が出てるんだよね」

「仕事、っていうと」

　繰り返すわたしに、夢ゆめ野のさんは頷うなずいて。

「うん。夢む魔まとしての仕事」

　そう答えた後、彼かれはさらに、続けた。

「ええと、ヨミちゃんは……夢む魔まっていうものがどういうものか、知ってるかい？」

「ええ。他人の夢に入り込こんで、その……」

　微び妙みように言いづらくてしどろもどろになっているわたしに、夢ゆめ野のさんは苦く笑しようして言葉を継ついだ。

「夢の中でその人と交わって、精気を吸い取る。それが、僕ぼくたち夢む魔まの仕事というか、本分なんだ」

「……それって、人様に迷めい惑わくが掛かかる類たぐいのお仕事なのでは」

「あはは、痛いとこ突つくなぁ」

　そう言って笑うと、夢ゆめ野のさんは「でも」と続けた。

「確かに昔は正しよう真しん正しよう銘めい『悪あく魔ま』として、人間を困らせるためにやっていたんだけどね──最近はちょっと事情が変わってさ。夜のお仕事みたいな……そういうものとして、特別に認にん可かはされているんだよね」

　そんな夢ゆめ野のさんの説明に、わたしはへぇ、と声を漏もらした。

　まあ、変な話ではあるが──夢の中なら感かん染せん症しようだとか、そっちの問題がない分安全性が高かったりするのかもしれない。

「……でも、その……ごにょごにょを吸われた人は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「昔よりもかなり加減して吸ってるからね、ちょっと寝ね起おきが悪くなるくらいだよ。……一応僕ぼくたちも人の精気を貰もらわないと生きられないし、最低限は頂いてるけど。なんなら、ヨミちゃんも一回お試ためしでどうだい？　初回だし無料にしちゃうよ？」

「結構です」

　爽さわやかスマイルでセクハラじみたことをのたまう彼かれにノーサンキューを突つきつけつつ、そこでひとまず話を切り替かえて、睡すい眠みん障しよう害がいの鑑かん別べつを脳内に広げながら問もん診しんを始めることにする。

「それで、ええと。眠ねむれないっていうことですけど、ご自分で気付いたのはいつくらいですか？」

「いつ、かぁ。……そうだなぁ、ここ一ヶ月はこんな感じかなぁ。寝ねようと思っても、目が冴さえちゃって」

　一ヶ月前から続く不ふ眠みん。目が冴さえて寝ね付つけない。

「寝ねてる時にこう、トイレに行きたくなるだとか……または、息苦しさで起きちゃったりすることはありますか？」

「そういうのはないかな。ただ眠ねむりが浅いっていうか、そんな感じ」

「寝ねようとすると変な感覚があるとか、足がムズムズするとかは」

「それも、ないね」

　わたしは頷うなずいて、電子カルテに要点を入力しながら続ける。

「睡すい眠みん時間はどのくらいですか？」

「二、三時間くらいだね。そのせいで疲つかれが取れなくて……ま、見ての通りってね」

　そう言って目の隈くまを指差してみせる夢ゆめ野のさん。心なしか、覇は気きのない笑え顔がおだった。

「そうなる前は、普ふ通つうに寝ねられていたんですか？」

「うん。前までは六、七時間は寝ねてたかな。最初は歳としのせいかとも思ったんだけどねー」

　そんな彼かれの言葉に、患かん者じや情報を見直してみる。二百十一歳さい。……昨日のフレデリカ嬢じようといい、やはり怪かい異いというのは基本的にご長ちよう寿じゆである。

　今までの情報を眺ながめながら、わたしは更さらに、問いを続ける。

「変な時間に寝ねちゃうとかは」

「ないねぇ。眠ねむれるならなんでもいいんだけれど、お生あい憎にく」

「普ふ段だんから疲ひ労ろう感かんが溜たまってるとか、そういうことはないですか」

「うーん、どうかな。まあ、眠ねむれないせいで疲つかれが取れないっていうのはあるけど。……そのせいでお客さんを満足させてあげられなくてさぁ、いやぁ困った困った」

「はあ……」

　だから返しづらいですってそっち系の話題は。

　……ともあれ。ひとまずの鑑かん別べつのための情報は集まったと言えよう。

　一いつ般ぱん的てきに、不ふ眠みんの原因として考えうるのは精神科系疾しつ患かんか呼吸器系疾しつ患かん、あるいはむずむず脚あし症しよう候こう群ぐんなどの運動関連疾しつ患かん、他にも中ちゆう枢すう神経系の疾しつ患かんや概がい日じつリズム睡すい眠みん障しよう害がいなどである。

　しかし、今の夢ゆめ野のさんの話を聞いた限りでは──睡すい眠みん時じの息苦しさなどを感じていないことから呼吸器系は薄うすい。無論、自覚症しよう状じようがないだけという可能性は捨てきれないが。

　むずむず脚あし症しよう候こう群ぐんの所見もないし、中ちゆう枢すう系けいの可能性も現状はグレー。

　精神科系は──こうして会話している限りでは笑え顔がおも浮うかべているし、会話も問題なく疎そ通つう出来ている。棄き却きやくすることは出来ないにせよ、そこまで突つっ込こむ必要はないだろう。

　……となれば。やはり、最初の見立てで攻せめるのが妥だ当とうか。

　わたしは紹しよう介かい状じようをちらりと見て、それから夢ゆめ野のさんに向き直る。

「夢ゆめ野のさん、ええと──ちょっと話は変わっちゃいますけど。夢ゆめ野のさんはこちらの病院の、呼吸器内科にかかってらっしゃったんですよね」

「うん。……なんて言うんだっけな。結けつ核かくの、予防投薬？　っていうので」

　夢ゆめ野のさんに頷うなずき返すと、わたしは続けた。

「よろしければ、そちらの経けい緯いについてもお話し頂けますか？」

　夢ゆめ野のさんはそんなわたしの言葉に少しだけ、逡しゆん巡じゆんしたように目を泳がせた後、

「……実は、知り合いが結けつ核かくを患わずらっていて。その見み舞まいに行った時に、ちょっと」

「知人？」

　わたしの問いに、

「うん、昔の──恋こい人びと」

　彼かれはその端たん整せいな顔に僅わずかに陰かげりを滲にじませた後、しかしすぐに、普ふ段だん通りの穏おだやかな笑えみを浮うかべてみせる。

　わたしはそんな彼かれの変化を特に気に留めることもなく、そのまま診しん察さつを続けることにした。

「そういう経けい緯いで、二ヶ月ほど前から結けつ核かくの予防治ち療りようをなさっている、と。……今のところ、何かお変わりありませんか。咳せきが出るとか、息苦しいとか」

「んー、そうだね。大だい丈じよう夫ぶだよ」

「そうですか。……一応、ちょっとだけ胸の音聞かせてくださいね」

　わたしがそう告げると、夢ゆめ野のさんはにこやかに頷うなずいてシャツをはだける。素す肌はだワイシャツという攻せめの着こなし。妙みようにドキドキしてしまってわたしは微び妙みように顔が火ほ照てるのを感じつつ、おずおずと聴ちよう診しん器きを当てていく。

「冷たかったら言ってくださいね。……それでは、大きく深呼吸して」

　雑音などはない、至ってクリアな肺はい音おん。ひとまず安心して、わたしは頭を下げた。

「うん、問題ありません。……今、睡すい眠みんのこと以外で何か気になっていることはあります？」

「気になってること、ねぇ。……最近少し、食欲が出なくて──あとさっきも言ったけど、疲つかれが今ひとつ取れないんだよね。眠ねむれないせいだと思うんだけど」

　新しいキーワード。食欲不ふ振しんに、倦けん怠たい感かん。

「いつ頃ごろから、とかって覚えてますか？」

「んー……ここひと月くらいかな。自信はないけど」

　一ヶ月前から。その時期は丁度、睡すい眠みん障害の出始めとも一いつ致ちしている。

　となれば──これらの症しよう状じようは、一元的に解かい釈しやく出来るものだ。すなわち。

「ありがとうございます、夢ゆめ野のさん。多分、不ふ眠みんの原因は分かった……と思います」

「今のだけで？」

　自信満々に頷うなずいてみせたわたしに、夢ゆめ野のさんはおお、と感かん嘆たんの声を上げた。

「おそらく夢ゆめ野のさんの不ふ眠みんは、今夢ゆめ野のさんが使っているお薬の副作用によるもの……だと思います」

「お薬っていうと、結けつ核かくの？」

　頷うなずいて、わたしは言葉を続ける。

「夢ゆめ野のさんが今使っていらっしゃるお薬──イソニアジドは、昔は精神科でうつ病のお薬として使われていたものなんです。んーと、なんて言えばいいですかね。こう、気分をアッパーな感じにするというか」

　わたしのしどろもどろな説明に、夢ゆめ野のさんはしかし言いたいことを察してくれたらしかった。

「それで、気分が高ぶって眠ねむれなくなる……ってことかな」

「そう、そうです」

　照れ隠かくしに咳せき払ばらいをひとつしつつ、わたしは続ける。

「食欲不ふ振しんや疲つかれた感じっていうのも、おそらくコレによるものです。イソニアジドは肝かん障しよう害がいを起こす場合があるので……多分、そのせいかと。実際、採血結果なんか見ても肝かん臓ぞう系けいの数値が出てますし」

　電子カルテには、事前採血の結果が既すでに反映されていた。その結果を見ると──肝かん障しよう害がいの程度の基準となる肝かん酵こう素その数値が上じよう昇しようしている。

　昨日の例もあることだし、検査値を信用しすぎてはいけないが──とはいえ夢む魔まという『怪かい異い』の生態を考えた場合、少なくとも肝かん臓ぞう系けいでは人との違ちがいはないはず。

「なるほど……」

　わたしの説明に納なつ得とくしたように頷うなずくと、夢ゆめ野のさんはどこか安あん堵どしたような笑えみを浮うかべた。

「……いやあ、有難ありがとうヨミちゃん。ふふ、ヨミちゃんは名医だね」

「え、いや、そんな」

　蠱こ惑わく的てきな微笑ほほえみをこちらに向けてくる夢ゆめ野のさん。さすがは夢む魔ま、お世辞と分かっていてもなかなかに破は壊かい力りよくがある。

　気き恥はずかしくなったわたしは視線を逸そらして電子カルテの画面を見つつ、さらに続ける。

「そういうことなので、とりあえずまずはお薬を変える方針で行ってみましょう。……ご質問など、ありませんか？」

　言いながらわたしは電子カルテの項こう目もくを記入し、足元のプリンタから出てきた処しよ方ほう箋せんの書類を彼かれに手て渡わたす。

　夢ゆめ野のさんはそれを受け取ると、頭を下げて席を立ち。

「うん。原因が分かってホッとしたよ。ありがと、ヨミちゃん」

　そう告げて退出していく彼かれの背を見届けて──わたしはほっと息をついた。

「なーに大仕事したみたいなため息ついてんだ、学生かお前は」

「ぎゃぁ!?」

　唐とう突とつに背後から聞こえた声に、思わず飛び上がりそうになって慌あわてて振ふり向く。

　診しん察さつ室しつ後ろ側のドアをがらりと開けて入ってきたのは、先生だった。

「……驚おどろかさないでくれますか」

「このくらいで驚おどろくなよ小心者。……で、どんな感じだった」

　腕うでを組みながら促うながす先生に、わたしは憮ぶ然ぜんとしながら申し送る。ひととおり聞き終えると、先生は珍めずらしく、納なつ得とくした様子で頷うなずいてみせた。

「ま、妥だ当とうな対応だな。診しん断だんとしても、恐おそらく正しいだろう」

「珍めずらしいですね、先生が人格否定せずに話を進めるなんて……」

「こき下ろしてほしいって言うなら考えんでもないが」

「遠えん慮りよしときますすみません」

　先生はわたしの後ろから電子カルテを覗のぞき込こみ、そこで小さく鼻を鳴らす。

「ま、そうだな。強しいて気になったことを言うなら──一応感かん染せん者しやとの接せつ触しよくエピソードについて再さい確かく認にんしておきたいってくらいか。過去のカルテに載のってねえかな、っと」

「きゃあ!?」

　先生はわたしの後ろから覆おおいかぶさるようにして端たん末まつをいじって過去のカルテ記き載さいを遡さかのぼり──やがてある部分で手を止め、口を開いた。

「どうやらうちの病院に入院中らしいな、その『恋人』とやらは。おい詠よみ、あとでそっちにも話聞きに行っておけ」

「……いいですけど、何でですか？」

　わたしが問うと、先生は少しだけ沈ちん黙もくし──やがて。




「そうだな、医者の勘かんって奴やつだ」

　と、いまひとつ答えにならない答えを返したのであった。




　　　　　◆




　久く夛た良ら木ぎセツ、八十七歳さい女性。

　夢ゆめ野のさんのカルテを漁あさっていて浮うかび上がってきたのは──意外にもそんな、ご高こう齢れいの女性だった。

　呼吸器内科の先生の話ではどうやらこの方は難治性の結けつ核かくで、およそ六ヶ月にわたって入院中であるとのこと。過去に一度結けつ核かくの既き往おうがあり、この方は再発例であるらしい。

　通常、若じやく年ねん者しやの初しよ発はつ結けつ核かくなどであれば、適切な治ち療りよう法ほうを進めていけば予よ後ごはかなり良いい。

　しかし高こう齢れい者しやの、しかも再発性のものとなると話は別だ。

　ただでさえ高こう齢れい者しやでは体力が弱っていることに加えて、再発性のものの場合は抗こう結けつ核かく薬やくに対して菌きんが耐たい性せいを獲かく得とくしている場合もある。そうなれば通常の治ち療りようでは効果がなく、他の薬やく剤ざいで攻せめていくしかなくなってしまうのである。




　担当の医師の許可を得て、わたしは息苦しい微び粒りゆう子し用ようマスクをつけるとセツさんの入院している隔かく離り病びよう棟とうへと足を運ぶ。

　二に重じゆう扉とびらを抜ぬけた先、菌きんを外部に出さないよう陰いん圧あつ管理された個室の扉とびらをノックすると、

「どうぞ」

　聞こえたのは──意外にも（と言っては失礼かもしれないが）元気そうな、張りのある声だった。

「失礼します、えっと、総合生物診しん療りよう科かの伊い佐さ奈なと申します。ええと……」

「ああ、主治医の先生から聞いているわ」

　病室のベッドで身を起こしていたのは──品の良さそうな老婦人だった。

　髪かみは白く、顔にも年ねん齢れい相応の皺しわが刻まれているがその目にはしっかりとした意志の光が宿っている。病衣からのぞく手足は流石さすがに長期入院の影えい響きようかやせ細っているが、机の上には編みかけの編み物が置かれている。素人しろうと目めにも出来の良いいそれを見るに、手先の動きはまだまだ健在であるようだった。

　わたしは彼かの女じよを見つめて、そこで机の隅すみに置かれた、あるものに気付いた。

　ひとつは写真立て。白黒のその写真には、綺き麗れいな白しろ無む垢く姿すがたの女性と羽は織おり袴はかまの男性が写っている。……恐おそらく、彼かの女じよの若かりし頃ころの姿なのだろう。意志の強そうなその瞳ひとみは、数十年の時を経てもなんら変わらず輝かがやきを放っている。

　写真立てから目を離はなすと、わたしはもう一つ、机き上じようにあるものへと目を向ける。

　桐きり箱ばこに入った、曼まん珠じゆ沙しや華げの意い匠しようがあしらわれた一本のかんざし。

　古そうなものであるにもかかわらず、手入れが行き届いていて状態はいい。……とても大事にされているのだと、見て取れた。

「さて、なんのご用事かしら。可愛かわいらしい先生」

　そう彼かの女じよ──セツさんに促うながされて、わたしは慌あわてて姿勢を正す。

「……その、実は、夢ゆめ野のさんのことで」

　しどろもどろにそう答えるわたし。先生にけしかけられて来たものの、実のところ、何を訊きけばいいのかさっぱり考えていなかったのだ。

　……後先考えずに行動するなという手厳しい叱しつ咤たの声が聞こえる気がしますが、全くもってぐうの音も出ません。

　しかし、わたしが夢ゆめ野のさんの名を出した途と端たん──セツさんの表情が、少しだけ驚おどろいたものに変わった。

「夢ゆめ野の。夢ゆめ野の……雅みやびさんのこと？」

「え、はい。実はわたし、夢ゆめ野のさんの担当医でして。その……夢ゆめ野のさんから、セツさんが──その、恋こい人びとだったと伺うかがっていて」

　言ってしまった後で、わたしははっとなって口を噤つぐむ。セツさんはというと、意外そうに目を丸めた後──

「彼かれが、そう言ったの？」

「……ええ、その……」

　セツさんはそこで少しだけ黙だまり込こみ──やがて、ぷっと吹ふき出した。

「そっか。アイツ、まだそんなこと言ってたんだ。……あはは」

　何な故ぜだろう。そう呟つぶやいた声こわ音ねは、不思議と先ほどまでよりも一段と若々しく聞こえた。

　セツさんは声を上げて笑って──とそこで、ごほごほと咳せき込こむ。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「ええ、ごめんなさいね。年とし甲が斐いもなくはしゃいじゃったわ」

　駆かけ寄ろうとしたわたしを手で制すると、セツさんはわたしに向き直ってやわらかな笑えみを浮うかべ、続けた。

「……ねえ先生。彼かれは元気？」

「え、あ、はい。治ち療りようの経過も順調です」

「そう。よかった。私のせいで彼かれまで病気になっちゃったら、大変だもの」

　ほっと安心した様子でそう呟つぶやくセツさんに、わたしはなんとなく、尋たずねてみる。

「……あの。セツさんは、夢ゆめ野のさんと、その──」

「本当に恋こい人びとだったのか、って？」

　なんと言ったものか、悩なやんでいると。セツさんは苦く笑しようしながら、わたしの言葉を継ついだ。

「何でこんなしわくちゃの婆ばあさんが、ってことかしら？」

「え？　いや、そういうわけじゃ」

　慌あわてて首を横に振ふるわたしに、セツさんは「ふふ」と小さく笑えみをこぼす。

「……そうね、もう七十年くらい前になるかしら。その頃ころはまだ若かったからね、私も。だから──色々あったのよ」

　まぶたを閉じて、何かを懐なつかしむようにそう呟つぶやくセツさん。

　そんな彼かの女じよに、わたしはなんとはなしに、問いかける。

「……お二人は、どんなふうに知り合ったんですか？」

　わたしのそんな質問に、セツさんは「あら」と楽しげな声を漏もらす。

「そんな質問をされるとは思ってなかったわ」

「え？　あ、すみません……」

　慌あわてて謝あやまろうとするわたしに、彼かの女じよは手をひらひらと振ふって、

「いいのいいの。誰だれにも──死んだ旦だん那なにだって話したことのない話だから、ちょっと新しん鮮せんだっただけよ」

　そう答えると、セツさんはいたずらっぽく笑って続ける。

「あの頃ころはね、私も貴方あなたみたいに可愛かわいかったから、結構モテたのよ。そんな私の前に、ある晩……アイツが、やってきたの」

　アイツ。……おそらく、夢ゆめ野のさんのことだ。

「夢む魔ま、って言うんだっけねぇ。いきなり夢の中に現れてさ。……びっくりして思わず引っ叩ぱたいたら、そりゃあもう驚おどろいたって顔して。驚おどろいたのはこっちの方だっていうのに」

　こほこほと小さく咳せき込こむセツさんの背をさすると、「ありがとう」と小さく笑って彼かの女じよはさらに、話を続けた。

「それから、私たちは夢の中で何度も会った……のだけれど、アイツってば、私に指一本手出ししなかったわ。馬ば鹿かよね、夢む魔まのくせに」

　はあ、と深い息を吐はいて、セツさんは背をベッドに沈しずめる。

「大だい丈じよう夫ぶですか」

「ごめんね、今日は調子が悪くて。……ええと、なんだっけ──そう、雅みやびの、昔話だったわね」

　目を閉じて、眠ねむるようにして──彼かの女じよは言葉を続ける。

「そんな感じで私たちは、夢の中で会い続けたわ。……お互たがいに現実で会うことはなかったけど、それでも満足だった。彼かれと会って、話しているだけで──とても、楽しかったの」

『ミヤ』『セッちゃん』、なんて呼び合って。今にして思えば恥はずかしいわ……と、そう言って彼かの女じよは苦く笑しようする。

「だけどある日、お見合いの話が来たの。……自じ慢まんじゃないけど、そこそこの家だったからね」

「……それで、どうしたんですか？」

「その相手が、死んだ旦だん那な」

　くすりと笑って、彼かの女じよは肩かたをすくめる。

「そもそもあの頃ころは、今みたいに怪かい異いなんてものが実在するって公表されてなかったから。夢の中で会えるアイツは──自分の欲求不満の産物か何かだとしか思ってなかったの。だから私は何の未練もなく、アイツと別れた。アイツも……それきり、私の前には現れなかったわ」

　セツさんは優やさしげに目を細めて──卓たく上じようのかんざしを撫なでながら、呟つぶやく。

「……それは」

「アイツがね、別れ際ぎわに置いていったの。……キザったらしいことをするわよね」

　ふふ、と小さく笑って、彼かの女じよは続ける。

「……七十年。最後にアイツと別れてから、七十年よ。……びっくりしたわ、アイツがまた会いに来てくれた時は」

　長時間話しすぎたせいだろう。声には疲つかれが滲にじんでいたが──しかしどこか、嬉うれしそうで。

「どこから聞きつけてきたのか分からないけど──アイツってば、マスクもしないで入ってきて、血相変えて言うのよ。『セッちゃん、大だい丈じよう夫ぶか』ってさ。具合が悪いってのにお構いなしで人の肩かたを揺ゆすって、私の手をぎゅっと握にぎって」

「……何で」

　わたしの呟つぶやきに、セツさんは首を横に振ふる。

「分からない。けど、嬉うれしかった。アイツにまた会えたからっていうのもあるけれど──何より、アイツが夢む魔まっていう生き物で、ちゃんとこの世に生きているんだってことが分かって。何だかとっても、安心したの。……だからね」

　そう言って、彼かの女じよはそこで言葉を区切ると──卓たく上じようの隅すみに置かれていた一枚の紙を、わたしに寄よ越こした。

　見てみると、それはどうやら結けつ核かくの治ち療りように関する説明文書のようだった。

「先生が言うにはね、私の結けつ核かくはちょっと、たちの悪い奴やつらしいわ。多た剤ざい……なんだっけ」

「多た剤ざい、耐たい性せい菌きん……」

「うん、そう。だから、普ふ通つうの治ち療りようじゃあうまくいかないから、別のやり方に変えた方がいいって──そう言うんだけど」

　セツさんはそう呟つぶやくと、説明書を卓たくに伏ふせる。

「もう、いいかなって思うのよね」

「……え？」

　訊きき返した私に、セツさんは変わらぬ優やさしい口調のままで、

「アイツとまた会えて、なんだか吹ふっ切れたの。勿もち論ろん、子供や孫たちも居るし、みんな私に優やさしくしてくれる。定期的に見み舞まいにだって来てくれて……みんな、本心から私のことを思ってくれてるっていうのはよく分かるわ、けどね」

　はあ、と小さくため息をついて──それと同時に小さく咳せき込こみながら、疲つかれたように笑う。

「長い間、良くなったり悪くなったりを繰くり返して。だんだん、具合が悪くなってるのが分かるのよ。結けつ核かく自体の息苦しさもあるけど、それだけじゃない。お薬の副作用で吐はきそうになったり、耳や……目だって悪くなった。食欲も最近じゃすっかりなくてね。昔は大食いだって言われてたのに、今じゃもう、ご飯をこのくらい食べただけでも気持ち悪くなっちゃうのよ」

　指先で五百円玉くらいの大きさの円を作って、彼かの女じよは弱々しく笑いながら続ける。

「……もう、疲つかれちゃったの。先生が勧すすめてくれる治ち療りようも、決して分のいい賭かけじゃないって言うし──そうやって辛つらい目に遭あい続けるくらいなら、いっそ諦あきらめちゃった方が楽かなってね」

「そんな……待ってください！」

　わたしは慌あわててセツさんに抗こう弁べんしようとして、しかしそこで、口をつぐむ。

　諦あきらめるな。今は辛つらいかもしれないが、まだ治る見み込こみはある。

　だから苦痛でも、辛つらくても、可能性が低くても、やれるだけのことはやってみろ──なんて。




　……そんな風に治ち療りようを押おし付けることが、本当に正しいのだろうか。

　わたしが思考の深みに嵌はまって沈ちん黙もくしていると──その時だった。

　かた、と。かすかな物音が後ろから聞こえて。

　そちらに視線を向けたセツさんは一いつ瞬しゆんだけはっとして。その後、どこか困ったような笑え顔がおを浮うかべてみせた。

「……まったく、あのバカは。顔くらい、見せてくれればいいのに」

「あのバカ、って……じゃあ、今のは」

　わたしの言葉に、セツさんはゆっくりと頷うなずいて。

　それからこちらに向き直ると──じいっとわたしを見つめて、口を開く。

「……ねえ、可愛かわいらしい先生。ひとつ、貴方に頼たのみたいのだけれど」

「え？」

　目を瞬またたかせるわたしに、彼かの女じよは、今しがた物音がした方を指差して──

「あのバカのこと、面めん倒どう見てあげて」

　彼かの女じよの告げたその言葉に。

「有難ありがとうございます、セツさん。……また、来ますから」

　そう答えると、わたしは踵きびすを返して病室を後にした。




　　　　　◆




　隔かく離り病びよう棟とうの二に重じゆう扉とびらを抜ぬけて、一いつ般ぱん病びよう棟とうへ出て。誰だれもいないラウンジに──彼かれは一人、佇たたずんでいた。

「や、ヨミちゃん」

「……夢ゆめ野のさん」

　こちらへ振ふり返って静かに笑う彼かれに、わたしは会え釈しやくして。

　そんなわたしをじっと見つめて、彼かれは静かに口を開いた。

「彼かの女じよとは、どんな話を？」

「……夢ゆめ野のさんとのご関係について、少し」

「あは。恥はずかしいなぁ」

　わたしの言葉に困ったように苦く笑しようすると、夢ゆめ野のさんは肩かたをすくめて窓辺に寄りかかる。

「気が強いだろ、彼かの女じよ」

「……ええ。とっても強い人──だと思います」

「あはは。……僕ぼくが最初逢あった時も、あんな感じだったよ。夢の中で襲おそおうとしたら、出会い頭がしらに殴なぐってきてさ」

「殴なぐってきた……」

　まあ、わたしでもそれは殴なぐるかもしれない。なんて失礼なことを考えつつ相あい槌づちを打つと、

「なんの躊ちゆう躇ちよもなくグーでね。……夢の中でも痛かった。今でも覚えてるよ」

　夢ゆめ野のさんは懐なつかしげにそう言って、小さな笑えみをこぼしてみせた。

「僕ぼくが夢む魔まだって言っても、彼かの女じよは『だから何？』って突つっぱねて──どころか、眠ねむれないから話し相手になってくれなんて言うんだぜ。実際はぐっすり眠ねむってるのに」

「動じない人ですねー……」

　わたしの相あい槌づちに、夢ゆめ野のさんは頷うなずいて。

「本当に。彼かの女じよは、強くて──僕ぼくみたいな怪かい異い相手にも一歩も引かないで。だから、かな。僕ぼくは……彼かの女じよに、惹ひかれるようになった」

　肩かた越ごしに窓の外へ視線を遣やって、彼かれは眩まぶしそうに目を細める。その様は、なんだか古い映画のポスターみたいだった。

「それから僕ぼくは、毎晩彼かの女じよの夢に通うようになった。その度に彼かの女じよは『遅おそかったじゃない』って言って……笑って。その笑え顔がおを見ているだけで、僕ぼくは満足だった。夢の中で彼かの女じよと逢あって、いろんな場所に行って。そんな時間が、永遠に続けばいいと思っていた。けど」

　夢ゆめ野のさんの表情が、少しだけ──ほんの少しだけ、辛つらそうに歪ゆがんだ気がした。

「……ある日、彼かの女じよから結けつ婚こんの話を聞かされた。家同士の決めた結けつ婚こんだったけど──相手の男は僕ぼくなんかよりよっぽどよさそうな奴やつでさ。だから僕ぼくは、彼かの女じよから離はなれることにした」

「奪うばってやろうとかは、思わなかったんですか？」

「意外と肉食系な発想だね、ヨミちゃん」

　む、恥はずかしい。

　俯うつむくわたしに夢ゆめ野のさんはあはは、と小さく笑った後、静かに首を横に振ふって続ける。

「怪かい異いは基本的に長命だから。どうあっても僕ぼくは彼かの女じよと同じ時を生きられない。……僕ぼくを見れば分かるだろ。彼かの女じよがあんな風に年をとったのに、僕ぼくは──あの時から変わらない。ずっとずっと、ずっと──このままだ。……はは、気味が悪いだろ？」

　皺しわひとつない端たん整せいな顔を歪ゆがめてそう呟つぶやく彼かれに──わたしは何も、言葉を掛かけられない。

「そんなことはない」と言ってやることは簡単だけれど。

　それはきっと、違ちがうのだ。

「僕ぼくと一いつ緒しよになれば、彼かの女じよはきっと、不幸になる。だから……ああするのが、彼かの女じよのためだったんだよ」

　淡たん々たんとしたその言葉は、わたしに向けたものというよりも。

　どこか──彼かれ自じ身しんに言い聞かせているようにも感じられた。




　静かに目を閉じる夢ゆめ野のさんを真まっ直すぐに見つめて。わたしは──口を開く。

「……夢ゆめ野のさん。どうして、セツさんに会わなかったんですか」

「怖こわいからさ」

　ぽつりと、そう告げて。夢ゆめ野のさんは──わたしに向き直る。

「日に日に弱っていく彼かの女じよを見るたびに、実感するんだ。彼かの女じよと僕ぼくは、違ちがうって。彼かの女じよは──人は、いつか死ぬんだって。……勿もち論ろん、分かってた。諦あきらめだって、ついてたはずだった、けど」

　そう告げるその表情は、穏おだやかで。けれどどこか、寂さびしそうで。

「……だけどあの日。彼かの女じよが入院したって聞いて──僕ぼくはいてもたってもいられなくなった。彼かの女じよと再会して、話して。……そのせいで僕ぼくはまた、彼女を失うのが怖くなってしまったんだ」

　淡たん々たんと、絞しぼり出すようにそうこぼした彼かれに。

　わたしは──拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめて、呟つぶやく。

「……夢ゆめ野のさん。さっきの話、聞きいていたんですね」

「うん」

　わたしの問いに、夢ゆめ野のさんは──ゆっくりと頷うなずいて。

「ねえ、ヨミちゃん。これ、返すよ」

　そう言って彼かれが差し出したのは、先ほど彼かれに手て渡わたした処しよ方ほう箋せんだった。

「……返すって。でも、これは」

　思わず彼かれの顔を見返すと、彼かれは静かな笑えみをたたえたまま──ゆっくりと首を横に振ふる。

「僕ぼくは、彼かの女じよとの繫つながりを消したくないんだ。それが彼かの女じよの命を奪うばうものだったとしても。あるいは、僕ぼくを蝕むしばむものだとしても──僕ぼくはそれを、失いたくない。だから」

　一歩、夢ゆめ野のさんがこちらに踏ふみ出して。

「ありがとう、ヨミちゃん。……それと、ごめんね」

　そんな謝罪の言葉が聞こえた、その瞬しゆん間かん。

　急に頭が、足が、全身が重くなったような気がして──わたしはたまらずその場で膝ひざをつく。

　瞼まぶたが重い。動けない。

「ゆ、め──」

　悲しげな表情でこちらを見下ろす夢ゆめ野のさんに、わたしは手を伸のばそうとして。

　けれど、その手は届かない。




　夢のない、真っ暗なまどろみがわたしの全身を包み込こむ。

　わたしの意識は──するりと落ちていく。




　　　　　◆




　うすぼんやりとした世界の中で。

　悲しげな顔の少女が、わたしに向かって何かを語りかけていた。

「……もう、貴方はここに来ないの？」

「うん。そうするのが、きっと君のためだから」

　朧おぼろげに聞こえてくる、会話の断だん片ぺん。

　話しているのはおそらく、彼かの女じよと──わたし。なのにその会話は途と切ぎれ途と切ぎれで、内容を摑つかもうとしても耳をすり抜ぬけていってしまう。

　目を伏ふせる少女に向かって、『わたし』が、口を開く。

「君は、強い人だから。僕ぼくなんかが居なくても、きっと幸せになれる。……ううん、違ちがう。僕ぼくが居ないほうが、君は幸せになれるんだ」

「本当に、そう思ってるの？」

「……うん」

　じわりと、胸が締しめ付けられる。『わたし』はきっと、噓うそをついているのだ。

　目の前の少女に噓うそをついて。

　そして──自分にも噓うそをついて。

『わたし』は、彼かの女じよに向かって微笑ほほえみかける。彼かの女じよはそんな『わたし』を、意志の強そうな瞳ひとみでじいっと見つめて。

「……ねえ、貴方あなたは──」

　彼かの女じよは何かを言いかけて、しかしその続きを言うことなく、こちらに背を向けて。

「ごめん、なんでもない」

　そう言ってしばらく上を見上げた後──こちらへと振ふり向く。

　美しい、笑え顔がおだった。

　だけどどこか、ぎこちない笑え顔がおだった。

「ありがとう。今まで、そこそこ楽しかったわよ。……私はちゃんと幸せになるから、貴方あなたも──元気でね。ミヤ」

　歩き出していく彼かの女じよの背。胸の奥おくが、張り裂さけそうに痛い。だけどそんなことはおくびにも出さずに、『わたし』は歩き去る彼かの女じよに、笑え顔がおを向ける。

「さようなら、セッちゃん。……お幸せに」

　己おのれの中の、どろどろとした感情を悟さとられないように。自分自身が、その感情に吞のまれないように。

　いつまでも、いつまでも彼かの女じよの背を見つめて。

　彼かの女じよの頭に飾かざられた、曼まん珠じゆ沙しや華げの緋ひ色いろを見つめて──虚きよ飾しよくの笑え顔がおを浮うかべ続ける。




　それは、わたしじゃない誰だれかの夢。




　──だけど。

　それがひどく、悲しい夢であることだけは分かった。




　　　　　◆




「よう、起きたか」

「うひゃあ！」

　目を覚まして最初に感じたのは、わたしの手を握にぎる大きな手の感かん触しよくと、こちらを見下ろす先生の呆あきれたような顔だった。

「……って、先生。あれ、ええと」

　周囲を見回してみると、診しん療りよう端たん末まつの置かれた机と椅い子す、そして寓ぐう象しよう医い学がく関連の本が置かれた本ほん棚だなが見える。どうやら総そう生せい診しんの診しん察さつ室しつらしかった。

　ゆっくりと身を起こすわたしに、先生が口を開いた。

「呼吸器内科の病びよう棟とうでお前が倒たおれてるって連れん絡らくがあってな。引き取ってきたんだ、感謝しろ」

　微び妙みように恩着せがましい物言いを華か麗れいにスルーしつつ、わたしは診しん察さつ台だいから身を起こす。

　見れば、ご丁てい寧ねいに胸ポケットに、折りたたまれた一枚の書類が押おし込こまれている。

　……ようやく脳みそが動き出してきた。

　そうだ、わたしは──夢ゆめ野のさんに眠ねむらされたのだ、恐おそらく。




　額や首筋には春だというのにじっとりと汗あせが滲にじんでいて、なんとも気持ちが悪い。

　それに──妙みような寝ね方かたをしたせいで下らない夢まで見てしまった。全くもう。

「おい、詠よみ。いい加減手ぇ離はなせ」

　先生の言葉に、はっとして右手を見る。まだ先生の手を摑つかみっぱなしだったらしい。

　わたしは慌あわててその手を引っ込こめつつ、憮ぶ然ぜんとして壁かべを見つめる。ああもう、なんたる。

　そんなわたしに、先生は珍めずらしく切せつ羽ぱ詰つまった様子で、

「……詠よみ。一体何があった」

　そんな問いに──わたしは短く答える。

「夢ゆめ野のさんに治ち療りよう拒きよ否ひされました」

　その答えに、先生は怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「……詳くわしく説明しろ」

「夢ゆめ野のさんの元もと恋こい人びとさん──久く夛た良ら木ぎセツさんが、結けつ核かくの治ち療りようを拒きよ否ひしていて。それを聞いた夢ゆめ野のさんも、治ち療りようをやめるって言い出したんです。それで──処しよ方ほう箋せんをわたしに押おし付けて、いなくなっちゃいました」

　我ながら端折はしより過ぎな説明にも程ほどがあるが、先生はどうやら理解してくれたらしい。

「……そうか」

　と、少しばかり安あん堵どしたように声を漏もらすと、電子カルテの方に向き直ってセツさんのカルテ記き載さいを開く。

「なるほど、ね。久く夛た良ら木ぎセツ。治ち療りよう抵てい抗こう性せいの結けつ核かく。家族も積極的な説得はしない方針か」

「……それって」

　わたしの言葉に、しかし先生は首を横に振ふる。

「いや、むしろ家族仲は良いいらしい。……だからこそ、本人が苦しむ姿を長く見たくないんだとさ」

「……そう、ですか」

　わたしは少しだけ安あん堵どして。けれど、気分は晴れない。

　結局何も解決していないのだ、晴れるはずもない。

「……セツさん、言ってました。もう、疲つかれちゃったって」

　あの小こ柄がらな姿を思い起こして、わたしはゆっくりと、口を開く。

「……セツさんの言うことも、分かるんです。そりゃあ何ヶ月も治ち療りようしてて、一向に良くならない──どころかじわじわと症しよう状じようが進んで、薬の副作用だって出て。そんな状じよう況きようで新しい治ち療りようをします、けど可能性は高くない……なんて、そんなこと言われたら、諦あきらめたくなる気持ちだって──分かるんですよ。けど」

　そう、分かってはいるのだ。

　必ずしも患かん者じやの病気を治すことだけが、医い療りようとは限らない。

　そうやって押おし付けて、患かん者じやの意志をないがしろにするのはいけないことだと。……そんなのは、学生の頃ころから医い療りよう倫りん理りの講義で口を酸すっぱくして言われ続けていた。

　……だけど。

「けど、納なつ得とくいかねえってか」

　先生の言葉に、わたしは憮ぶ然ぜんとしたまま頷うなずく。

「……年ねん齢れいだけ見れば厳しいですけど、全身状態や認にん知ち機能は良好。検査結果を見ても、肺はい結けつ核かくは確かに遷せん延えんしていますけど他臓器の症しよう状じようはなし。薬やく剤ざい性せいの副作用で肝かん臓ぞうや腎じん臓ぞうに中等度の障害はありますが──ベースの機能自体は悪くないはず。まだ、治ち療りよう続行は可能なはずです」

「それで？」

「それで、って……」

　いつになく突つき放すような、先生の言葉。

　言葉を失うわたしに、先生は少しだけその表情を厳しいものにして続けた。

「なあ詠よみよ。お前の患かん者じやは、誰だれだ」

「……それは」

　口ごもるわたしに、先生は表情を変えないまま続ける。

「お前の患かん者じやは、夢ゆめ野のさんだ。久く夛た良ら木ぎさんじゃない。久く夛た良ら木ぎさんを治ち療りようするのは向こうの主治医であって、お前じゃない」

「でも、先生──」

「いいか、詠よみ。お前の言葉は、『医者の』言葉だ」

　先生の告げたそんな言葉に、わたしは口をつぐむ。

「お前が患かん者じやにすることは、何もかもが治ち療りようになるんだ。お前が同じことを久く夛た良ら木ぎさんに話せば──それはもう、『医い療りよう』になるんだ。なあ詠よみ」

　先生の鋭するどい視線が、わたしに突つき刺ささって。

「部外者のお前は──お前の『医い療りよう』に責任を持てるのか」

　鋭するどい言葉が、わたしの心に突つき刺ささる。

　言い返そうとして、けれど喉のどがからからに渇かわいて、何も言葉が出てこない。

　先生の言ったことは──全くもって、その通りだ。

　わたしがセツさんを説得すれば、それはもう、『医い療りよう』の一いつ環かんになってしまう。

　わたしの説得でセツさんが治ち療りようを受けて。

　それでセツさんが苦しんだのなら、それはもう──わたしが背負うべきことだ。




　わたしは口をつぐんで、思い出す。

　最後に見た、夢ゆめ野のさんの悲しげな表情を。セツさんの、寂さびしそうな笑え顔がおを、思い出して。

　それから、こちらをじっと見つめる先生を真まっ直すぐに見返して──口を開く。

「……それでも。このままじゃ、きっとダメだって……そう、思うんです」

　このままセツさんが諦あきらめて、夢ゆめ野のさんも諦あきらめて。

　わたしまで諦あきらめたら──きっと全部、終わってしまう。だから。




「……わたしは、諦あきらめたくない。諦あきらめちゃ、いけない気がするんです」

　わたしの告げたその言葉に、先生は少しだけ、目を見開いて。

　やがて──口元に小さな笑えみを浮うかべて「そうか」と頷うなずいた。

「なら、お前が正しいと思うことをやってみろ。お前が患かん者じやのためになると思うことを、やってみろ。……『医い療りように正解なし』だ。お前の選んだ道が正解だったとしても、何らおかしいことはねえさ」

　どこか楽しげな表情でそんなことを言ってくる先生に、わたしは目を瞬またたかせて──やがて、苦く笑しようしながら小さくため息をつく。

「……冷静に考えるとコレって、すっごい単パなタるー押ナしリ付ズけムですよね」

「それがどうした。押おし付けだろうが何だろうが、救える奴やつを救えないよりはマシさ」

　一ミリたりとも悪びれた様子もない先生に、わたしはもう一度、ため息をついてみせる。

　全く、つくづく責任重大な話に首を突つっ込こんでしまったものだ。

　そもそも、夢ゆめ野のさんはともかくセツさんはわたしの患かん者じやですらなくて──だから見ようによっては単なるでしゃばりで。

　そんなふうに何もかも抱かかえ込こむなんていうのは、要領よく生きていきたいというわたしのモットーからしてみれば甚はなはだありえないことなのに。

　……それでも、既すでに乗りかかってしまった船。

　ここで知らん顔をしてしまうというのは、それもまたわたしの信条に反するものだった。




　診しん察さつ台だいから降りて、白衣の皺しわを軽く伸のばす。

「それじゃあ、先生。……やらなきゃいけないことが出来たのでお先に失礼します」

「おう。くれぐれも、無茶はするなよ」

　先生にしては珍めずらしく、気き遣づかいを感じるお言葉である。

「……まさかとは思いますけど、心配でもしてくれてるんですか。気持ち悪いです」

「アホか。心配するとしても、相手の方だ」

　んま、失礼な。

　電子カルテの方に視線を戻もどした先生の背中にあかんべーしつつ、時計を見ると時刻は午後の五時。

　どうやら今日も、定時帰りは叶かなわなそうである。そんな下らないことを考えつつ、わたしは診しん察さつ室しつを後にする。




　向かうは我わが家や。築三十年超ごえの、あのボロアパートだ。




　　　　　◆




　白衣を脱ぬいだだけの格好で自転車に乗り、一直線に帰宅して。

　半ばほどまで朱しゆ色いろに染まった空の下、わたしは丁度アパートの前──家を出ようとしている夢ゆめ野のさんと鉢はち合あわせることが出来た。

　わたしの姿を認めて、夢ゆめ野のさんはというとやや驚おどろいた顔のまま、

「……ええと、こんばんは、ヨミちゃん」

「ぜぇ、ぜぇ……こんばんは、夢ゆめ野のさん」

　対するわたしはというと、自転車を全力で漕こいで戻もどってきたせいですっかり疲ひ労ろう困こん憊ぱいである。

　……しまらないにも程ほどがあるというものだった。

　そんなこんなで挨あい拶さつを交かわした後──しばしなんだか気まずい沈ちん黙もくが流れて。

「……ええと、何か用……かな」

　肩かたで息をしているわたしに引き気味になりつつ、そう口を開いたのは夢ゆめ野のさんの方だった。

　わたしはゆっくりと息を整えた後、スクラブの胸ポケットに入れっぱなしだった処しよ方ほう箋せんを取り出して夢ゆめ野のさんに差し出して、

「これを、届けにきました」

　そう告げた瞬しゆん間かん、夢ゆめ野のさんの表情に苦いものが混じる。

「……結構しつこいね、ヨミちゃん」

「わたしとしても、しつこいのは好みじゃないんですけどね」

　そう返すわたしに、夢ゆめ野のさんは小さく肩かたをすくめて──それからわたしをじいっと見つめる。

「ヨミちゃんには悪いけど、それは貰もらえないな。諦あきらめてくれよ」

「それは、出来ません。こんなことで貴方あなたに治ち療りようを諦あきらめてもらうわけにはいかないんです。……セツさんの、ためにも」

　セツさんの名前を出した途と端たん、夢ゆめ野のさんの肩かたが微かすかに震ふるえた。

　夕ゆう闇やみが濃こくなって、アパートの陰かげの中にいる彼かれの表情を窺うかがい知ることは出来ない。

　しかし──それでも。彼かれの纏まとう雰ふん囲い気きが硬かたいものに変わったのは、分かった。

「彼かの女じよのことは、関係ないだろ」

「貴方あなたの面めん倒どうを見てくれ、ってセツさんに頼たのまれちゃったので」

　そう答えたわたしに、彼かれは暫しばらく沈ちん黙もくした後──小さくため息を吐はき出す。

「……卑ひ怯きようだよ、それは」

「卑ひ怯きようでもなんでも、結構です。夢ゆめ野のさんがこれを受け取ってくれるまで、わたしはつきまとい続けますよ。なにせお隣となりさんですからね」

　わたしの言葉に、夢ゆめ野のさんは力ない笑いを零こぼすと。

「……じゃあ、仕方ないな。悪いけどもう一度──眠ねむってもらおうか」

　そう告げて一歩、わたしの方へと進み出る。

　わたしが反応するより先に、夢ゆめ野のさんは一いつ瞬しゆんのうちに距きよ離りを詰つめるとわたしの額に指を当て。

　瞬しゆん間かん、先ほどと同じ、猛もう烈れつな眠ねむ気けが全身を包もうとして──けれど。




　わたしは全身に喝かつを入れて、泥どろのような睡すい魔まを振ふり払はらう。

　瞬しゆん間かん、鎖くさりから解かれたように再び全身の自由が取り戻もどされた。

　そんなわたしを注視して──夢ゆめ野のさんは、僅わずかな動どう揺ようを見せる。

「……噓うそだろう。丸一日は寝ね込こむはずなのに」

「さっきは不意打ちだったので引っかかりましたけど──二度は同じ手は食いませんよ。今度は心の準備が出来てましたし」

「……そんなことでどうにかなるもんか。一体、どうして──」

　夢ゆめ野のさんは戸と惑まどい混じりの視線をわたしに向けて。そこで何かに気付いたように、目を見開いて。

「……ああ、成なる程ほど。そうか、君も──そうなのか、はは」




　ため息混じりの笑えみを零こぼすと、夢ゆめ野のさんはそこで、観念したように両手を上げてみせる。

「僕ぼくの術が効かないとなると、夢む魔まなんかよりもよっぽど格上──しかも百年、二百年単位じゃない。もっともっと上位クラスか」

「……それについては、ノーコメントで」

「えー、教えてよ」

「夢ゆめ野のさんがちゃんと言うこと聞いてくれたら、教えてあげてもいいですよ」

　わたしのそんな返しに夢ゆめ野のさんはあはは、と苦笑いを零こぼすと、近くのブロック塀べいに背を預けて腕うでを組み、わたしをじいっと見つめて口を開く。

「……でも、それなら。怪異である君になら、分かるはずだろ。人と怪かい異いはさ、どうあっても同じ時間を生きることは出来ない。だったらせめて、何かしら──彼かの女じよとの繫つながりを持ったまま生きていきたい。そう思うのは、おかしいことかな」

　夢ゆめ野のさんの、そんな言葉に。わたしは何か言おうとして、口をつぐむ。

　そんなこと、言えるわけがなかった。

　彼かれの言う通り、わたしも──彼かれの気持ちを少なからず、理解してしまっていたから。




　わたしは、さっき見た夢を思い出す。

　確証なんてないけれど、あれはきっと、夢ゆめ野のさんの見た夢だ。

　セツさんのもとを去る時、彼かれはきっと、あんなふうに苦しんだのだ。胸が張り裂さけそうな喪そう失しつ感かんを抑おさえて、彼かれは彼かの女じよを見送った。

　そして──今回も。

　セツさんが居なくなったら、彼かれはまた、あんな思いをすることになる。

　それが怖こわくて、彼かれは『繫つながり』を求めた。

　二度目の別れを目前にして──なんでもいいから、彼かの女じよの存在を自分の中に留とどめておきたかったのだ。




　……だけど。

「それで、いいんですか」

「え？」

　わたしは立ち上がると、夢ゆめ野のさんへと向き直って続ける。

「貴方あなたはそんなことで納なつ得とく出来るんですか。貴方あなたは本当に──諦あきらめられるんですか」

　詰きつ問もん口調のわたしに、夢ゆめ野のさんは表情を硬かたくして、目を伏ふせる。

「……彼かの女じよが望んだんだ。僕ぼくが口出しする権利なんて──」

「そんなこと、ありません！」

　わたしの剣けん幕まくに、彼かれは驚おどろいた様子で目を瞬またたかせる。

「セツさんは、きっと引き止めて貰もらいたがってるんです。誰だれかに──いえ、夢ゆめ野のさんに引き止めてもらいたくて、ずっと待ってるんです。あの時から、ずっと！」

「あの時、って」

「夢ゆめ野のさんがセツさんと別れた時。セツさんは──悲しそうな顔をしてました。……セツさんは、夢ゆめ野のさんに引き止めて欲ほしかったんです。それが無理なことだと分かっていても、セツさんは、待ってたんです」

　わたしの言葉に、夢ゆめ野のさんは怪け訝げんな顔になる。

「何で、ヨミちゃんが……」

「さっき、夢ゆめ野のさんに術を掛かけられた時──夢を見たんです。……夢の中で出てきた二人は、お互たがいのことを『ミヤ』と、『セッちゃん』って呼んでました」

　夢ゆめ野のさんは、明らかに動どう揺ようしているようだった。

　動どう揺ようして──やがて、はぁ、と、苦く笑しよう交じりのため息を吐つく。

「……睡すい眠みん不足のせいで、夢の制せい御ぎよが出来なくなってたのかな。情けない」

　そんな夢ゆめ野のさんの目を真まっ直すぐに見み据すえて、わたしは続けた。

「お願いします、夢ゆめ野のさん。……セツさんの説得に、力を貸してください。セツさんは──まだ、治ち療りようを投げ出すには早い段階のはずなんです」

「……でももう、僕ぼくの出る幕なんてないはずだ。彼かの女じよには、支えてくれる人はいっぱいいる」

「それでも、夢ゆめ野のさんじゃなきゃダメなんです」

　わたしはそう告げると──一思いに、頭を下げる。




「お願いします、夢ゆめ野のさん。……セツさんを、諦あきらめないでください」




　わたしが告げた、そんな言葉に。

　夢ゆめ野のさんは瞠どう目もくすると──そのまま俯うつむいて、沈ちん黙もくする。

　数秒、あるいは数分か。

「……ヨミちゃん、頭を上げてよ」

　やがて、ぽつりと夢ゆめ野のさんがそう言ってわたしの肩かたを優やさしく叩たたいた。

「諦あきらめるな、か。……本当に、痛いところを突ついてくるよなぁ」

　顔を上げると──彼かれの顔に浮うかんでいたのは、観念したような笑えみ。

　どこかせいせいした様子で、彼かれはゆっくりと、口を開く。

「……あの時も。僕ぼくは──納なつ得とくしていたわけじゃなかった。彼かの女じよを、横取りしてやりたかった。……だけどソレ以上に、僕ぼくは怖こわかったんだ」

　懺ざん悔げするように手を組んで、彼かれは静かに吐はき出す。

　七十年間の淀よどみ。その全てを、暴ばく露ろする。

「彼かの女じよが、好きだから。彼かの女じよのことを愛していたから。だから僕ぼくは──それを失うのが、恐おそろしかった。だから僕ぼくは、自分に噓うそをついた。『こうするのが彼かの女じよのためだ』って噓うそをついて、諦あきらめたふりをして。納なつ得とくしたふりをして、恐きよう怖ふから目を背そむけた。あの時も──今も」

　見守り続けるわたしに、それでも彼かれは顔を上げて、真まっ直すぐにこちらを見つめる。

「ヨミちゃん」

「……はい」

「僕ぼくはもう、彼かの女じよを諦あきらめたくない」

「……はい」

　彼かれの言葉に、わたしは頷うなずき返す。

　迷いの消えたその笑え顔がおは──もう、なんら心配なさそうに思えた。




　……と、そんな時のことだった。わたしの胸むな元もとで、携けい帯たい電話の着信音が鳴り響ひびいたのは。

「ああもう何ですか、けっこういい感じの場面だったのに」

　番号を見ると、先生からだ。一体何だというのだろう、こんなタイミングで。

「もしもし先生何ですか、今──」

『詠よみ、今どこにいる!?』

「……夢ゆめ野のさんと一いつ緒しよに、うちのアパートの前に。どうしたんですか、一体」

　焦あせりを滲にじませる先生の声に、何やら嫌いやな予感がしてくる。

　そして──結果的に言えば、それは大当たりだった。




『久く夛た良ら木ぎさんが急変した。急いでそこの彼かれを連れてこい！』

　……ああもう、一難去ってまた一難。

　どうしてこう、物事というのは安あん穏のんと終わってくれないのでしょうか。




　　　　　◆




　夢ゆめ野のさんに事情を説明して、蜻蛉とんぼ帰りで病院へ向かって。

　呼吸器内科の病びよう棟とうに駆かけつけると──辺りには胃が締しめ付けられるような、慌あわただしい空気が漂ただよっていた。

　廊ろう下かに夢ゆめ野のさんを待たせて、単身隔かく離り病びよう棟とうへと入り込こみ。ごった返すスタッフたちの人混みの中をかき分けて進むと──わたしはそこで、顔をしかめた。

　そこにあったのは、血ち塗まみれになったベッドの上で酸素マスクをつけて苦しげに呻うめいているセツさんの姿だったのだ。

「セツさん、大だい丈じよう夫ぶですか！」

　呼びかけにも、ただ呻うめき声を上げるのみで明確な応答がない。意識レベルが低下しているようだった。

「一体、何が……」

「……ああ、総そう生せい診しんの！」

　横合いからそう声を掛かけてきたのはセツさんの主治医。人の良さそうな、恰かつ幅ぷくのいい男性医師だ。

「状じよう況きようを教えて頂けますか」

「うん。……それが夕食の最中に突とつ然ぜん、頭が痛いって言い出して──大量の血けつ痰たんを吐はき出したかと思ったら、そのまま意識レベルが下がってしまったんだ」

　わたしはベッド脇わきに掛かけてあった聴ちよう診しん器きを手に取って、彼かの女じよの胸の音を聞く。肺はい音おんは──やや弱いが、左右差はない。気き胸きようなどではなさそうだ。

「つい最近撮さつ影えいの画像検査でも、破は裂れつしそうな膿のう瘍ようとかは見つかってない。……項こう部ぶ硬こう直ちよくも出てるから、恐おそらく結けつ核かく性せいの髄ずい膜まく炎えんだ」

　結けつ核かく性せい髄ずい膜まく炎えん。結けつ核かく菌きんが脳や髄ずい膜まくへと散布されることで、急激な意識障害や神しん経けい症しよう状じようを引き起こす疾しつ患かんである。

　その予よ後ごは良いいとは言えず、死亡率も──高い。治ち癒ゆしたとしても後こう遺い症しようを残すことも多く、きわめて重じゆう篤とくな状態だ。

　立ちすくむわたしに、主治医の先生は難しい顔で首を横に振ふる。

「……幸い、画像上は水すい頭とう症しようのケはなかったからね。抗こう菌きん薬やくとステロイドは入れ始めてるけど──あとは久く夛た良ら木ぎさん次し第だいだよ」

　セツさん次し第だい。その言葉に、わたしは唇くちびるを嚙かむ。

　……あと少しで、夢ゆめ野のさんとちゃんと話せたかもしれないのに。どうして、こんな──

「……ちょっと、勝手に入らないで下さい！」

　セツさんの前で立ちすくんでいると、病室の外から何やら騒さわがしい声が聞こえた。

　見てみると、二に重じゆう扉とびらを開けて入ってくる人ひと影かげが、ひとつ。

「夢ゆめ野のさん！」

　止めようとする看護師たちを振ふりきってセツさんの傍かたわらに駆かけ寄る夢ゆめ野のさん。わたしは看護師たちとの間に入って彼かれをかばおうとして──しかしそれより先に、事情を把は握あくしていた主治医さんが看護師たちを手で制してくれた。

「……セッちゃん」

　その呼びかけに、彼かの女じよはしかし、答えない。

　彼かれはその場に跪ひざまずくと、点てん滴てきの繫つながれた彼かの女じよの細い左手を両手で包み──壊こわれ物を扱あつかうようにその手を僅わずかに持ち上げて、己おのれの額に当てる。




　その──瞬しゆん間かん。

「……え」

　ぐらりと世界が歪ゆがむような感覚に襲おそわれて、わたしはたまらず膝ひざをつく。周りを見ると看護師や主治医さんも、同じように倒たおれ込こんでいた。

　一体、何が──急速に緩かん慢まんになっていく思考をどうにかフル回転させて、わたしは夢ゆめ野のさんを見つめる。




　……夢ゆめ野のさん、一体、何を。

　そう問いかけようとして、しかし──圧あつ倒とう的てきな睡すい魔まの前に、その言葉は声にならずに消えてゆき。




「……う」

　不意に体の自由がきくようになって、瞼まぶたを開けると。

　周りの景色は、先ほどまでの病室から一変していた。

　真っ青で、透すき通った空。見み渡わたす限り果てなく続く、白い曼まん珠じゆ沙しや華げの花畑。

　試ためしに、頰ほおをつねってみる。……なるほど、痛くない。

　ということは──これは、夢なのだ。

　恐おそらくは、夢ゆめ野のさんの力によるもの。

　わたしを寝ねかせた時のような小手先の術とは違ちがう──夢を操あやつる彼かれの、夢む魔まとしての本領だ。

　立ち上がって周りを見回すと、遠くの方に人ひと影かげが、ふたつ。

　夢ゆめ野のさんと、もう一人。




「遅おそかったじゃない」




　長い黒くろ髪かみに着物姿。日本人形のようなしとやかな顔立ちで。だけどその目に、強い意志の光をたたえた少女。

　そして──少女の艷つややかな黒くろ髪かみは、紅あかい曼まん珠じゆ沙しや華げのかんざしで飾かざられていた。




「……ごめんね、セッちゃん。君を──ずっと、待たせてた」

　夢ゆめ野のさんが、口を開く。そんな彼かれに、少女は大おお仰ぎようにため息をついて、

「本当よ、この大おお莫ば迦か」

　言葉とは裏腹に──しかしその表情は柔やわらかく、花の咲さくような笑え顔がお。

　彼かの女じよは夢ゆめ野のさんに背を向けると、後ろ手に腕うでを組み、空を見上げる。

「ずっと、待ってたのよ」

「ごめん」

「あの時だって、私は待ってた。貴方あなたが私を奪うばってくれるんじゃないかって、ずっと待ってた。……なのに貴方あなたったら、あっさり私のことを諦あきらめて」

「……ごめん」

　夢ゆめ野のさんへと振ふり向くことなく、彼かの女じよはそのまま、一歩を踏ふみ出して。

「でも、いいの」

　一いち陣じんの風と共に、曼まん珠じゆ沙しや華げの花か弁べんが舞まう。

「私はちゃんと、幸せだったから。優やさしい旦だん那ながいて。可愛かわいい子供たちがいて。孫の顔まで見られた。……ちゃんと、貴方あなたが言った通り──幸せになれたのよ。だからね」

　振ふり向いた彼かの女じよの顔に浮うかぶのは、美しい笑え顔がお。

　だけどどこか、ぎこちない笑え顔がおだった。

「……私はちゃんと幸せになったから、貴方あなたも──元気でね。ミヤ」

　そう言って、彼かの女じよは歩き出す。

　瞬しゆん間かん、風が勢いを増して、白い花の嵐あらしが彼かの女じよの背を覆おおい隠かくそうとする。

　世界が軋きしんで、空には幾いく筋すじものひび割れが走り──地面の至る所に亀き裂れつが入る。

　……夢が、終わろうとしているのだ。




　ダメだ。

　行っちゃ、ダメだ。

　わたしは咄とつ嗟さに叫さけぼうとして──けれど、言葉は声にならない。

　ここはわたしの夢じゃないから。わたしはあくまで、部外者だから。

　だから二人に、干かん渉しようすることは叶かなわない、けれど。




「待てよ、セッちゃん！」

　叫さけび声が、白い嵐あらしの中に響ひびいて。

　夢ゆめ野のさんが──歩き出そうとする彼かの女じよの背を、抱だき締しめていた。

「離はなしてよ、ミヤ」

「嫌いやだ」

「……私はもう、疲つかれたの。もう、休ませてよ」

「嫌いやだ」

　後ろから彼かの女じよを抱だき締しめたまま、夢ゆめ野のさんは──静かに続ける。

「僕ぼくはさ、セッちゃん。ずっと誤ご魔ま化かしてきたんだ。怪ぼ異くは、人きみとは違ちがうから。だから君のために、君の幸せのために、僕ぼくは身を引くべきなんだって。君から離はなれるべきなんだって──そう思うようにしてきた」

　夢ゆめ野のさんの告白を。彼かの女じよはただ、無言で聴きき続ける。

「……だけど、違ちがった。僕ぼくは──逃にげていただけだった。君を失うことが怖こわかったから、君から逃にげたんだ」

　花はな吹雪ふぶきが、彼かれを彼かの女じよから引き剝はがそうとする。

　舞まい荒すさぶ白い花か弁べんが彼かれの白い肌はだに紅あかい線をつけて──それでも彼かれは、彼かの女じよをより一層強く抱だき締しめて、告げる。

「ねえセッちゃん。僕ぼくはもう、君から逃にげない。君が死ぬまで、君の側そばにいたい。だから──！」

　震ふるえた声で。泣きそうな声で。




「僕ぼくはもう二度と、君を諦あきらめない」

　彼かれが告げた、その瞬しゆん間かん。

　彼かれを襲おそっていた花か弁べんたちが──力なく、その場にはらはらと舞まう。

　まるで雪のように降り散る花か弁べんたち。その中で──彼かの女じよは彼かれの腕うでを払はらいのけて一歩進み出ると、くるりと踵きびすを返して──

「えい」

　ばちん、という乾かわいた音と共に。見れば夢ゆめ野のさんの頰ほおに、椛もみじの葉のような手形がくっきりとついていた。

　呆ぼう然ぜんと彼かの女じよを見つめる夢ゆめ野のさんに、

「……もう。遅おそすぎよ、莫ば迦か」

[image: ]

　腰こしに手を当て胸を張り、彼かの女じよはそう言って夢ゆめ野のさんを見上げて──目に涙なみだをためて微笑ほほえむ。

「罰ばつとして旦だん那なとの惚のろ気け話ばなしとか、いっぱい聞かせてやるんだから」

「……はは。それは、キッツいなぁ」

「七十年分よ。覚かく悟ごしなさいよね」

　涙なみだ声ごえでそう言って、彼かの女じよは──夢ゆめ野のさんの胸に頭を押おし当てる。




「……こんな二ふた股また女おんなのことを七十年も引き摺ずり続けて。本当に、莫ば迦かよね。大おお莫ば迦かよ」

「……おあいこさ。僕ぼくだって、夢む魔まだからね」

　夢ゆめ野のさんは彼かの女じよの頭を抱だき締しめて、優やさしく撫なでる。

「もう二度と、私を置いて行かないでよね。……話したいこと、いっぱいあるんだから」

「……うん。僕ぼくもだ」

　いつの間にか、割れた大地は元に戻もどっていて。

　空も──傷一つなく青い。




　安心したせいだろうか。急に力が抜ぬけてきて、わたしは花畑の中に埋うもれるように倒たおれ込こむ。

　さっきと同じような、急激な眠ねむ気けと脱だつ力りよく感かんが膜まくのように全身を包んで。

　わたしはその睡すい魔まに──身を委ねる。




　夢が、覚める。

　──向かうその先は、現実だ。




　　　　　◆




　で、事の顚てん末まつ。

　あの時、あの場では──どうやら夢ゆめ野のさんの力で、その場にいた全員が眠ねむっていたらしい。

　医い療りよう者しやが全員患かん者じやの病室でぶっ倒たおれたなんて、なかなかに恐おそろしい状じよう況きようだが──そこら辺は夢ゆめ野のさん自身が説明してくれたお陰かげで、事なきを得た。

　で、セツさんはというと。

　あの夢の一件の後──驚おどろいたことに、彼かの女じよは奇き跡せき的てきに意識を取り戻もどしていた。

　勿もち論ろん、一気に病気が治ち癒ゆしたなんて都合のいいことはなく。それからしばらくは厳密な経過観察が行われたが、幸いにして髄ずい膜まく炎えん自体は数日で回復。目立った後こう遺い症しようもなく彼かの女じよは小康状態へと復帰。

　そして──夢ゆめ野のさんの説得もあって、結けつ核かくの治ち療りよう継けい続ぞくにも同意。「こうなりゃとことんまで闘たたかってやるわ」と笑った彼かの女じよの表情を見るかぎり、もう心配はいらなそうだ。




「……とまあ、そんな具合です」

　例によって、総そう生せい診しんカンファ室。週まとめのカンファ（といっても参加者は先生だけ）での症しよう例れい報告を終えると、

「いやぁ、珍めずらしく結構働いたよなぁお前」

　と、先生が珍めずらしく上じよう機き嫌げんな様子で、そんな風に話を振ふってきた。

「……珍めずらしくってなんですか。わたしほどの働き者はいないと言って過言じゃありませんよ」

「いやそれは過言すぎるだろ」

　わたしの抗こう弁べんを冷ややかに斬きり捨てると、先生はいつもどおり、行ぎよう儀ぎ悪く机の上で脚あしを組んだ姿勢のままで肩かたをすくめる。

「こっち持ちの患かん者じやは、それでどうしてるんだ、今は」

「夢ゆめ野のさんなら、とりあえず検査結果陰いん性せいだったので予防内服だけ続けてます」

　今回も、夢ゆめ野のさんはマスクなしで濃のう厚こう接せつ触しよくしていたため改めて結けつ核かく菌きんの検査が行われた。

　幸い、結果は陰いん性せいであったため──一応安全策としての予防内服を行うのみに止とどめることに。

「今度は、自己中断とかはなさそうか」

「勿もち論ろんです」

「そうか。ならいい」

　納なつ得とくした様子で頷うなずくと──そこで先生は、にいっといやらしい笑えみを浮うかべてみせた。

「にしてもよ、ちょいと意外だったぜ」

「意外って、何がですか」

「お前がまさか、こんなに患かん者じやに入れ込こむタイプだとは思わなかったからよ。いやぁ、教え子が熱心で全く、指導医冥みよう利りに尽つきるってもんだぜ」

　芝しば居いがかった口調で大げさにそんなことを言い出す先生に、わたしは渋じゆう面めんを広げる。

「……やめてくださいよ妙みようなこと言うのは。まるでわたしがやる気ないように見せかけて実は熱血な清く正しく美しく向上心溢あふれる新進気き鋭えいの若手医師みたいじゃないですか」

「そこまで言ってねえけどな」

　何か言っているが気にしない。わたしは小さくため息をつくと、指を立てて続ける。

「今回はたまたまです。たまたま、成り行きというか、その──何となく、捨て置けなかったというか」

「なんだそりゃ」

　怪け訝げんな顔の先生から、わたしはぷい、と目を背そむけて。




「……置いて行かれるのは、辛つらいですから」

　ぽつりと。先生にも聞こえないよう──そう、呟つぶやいたのであった。




　　　　　◆




　ちなみに。

　あれからしばらくの間「お礼」という名目で、夢ゆめ野のさんからセクハラめいた悪夢をばら撒まかれて寝ね不ぶ足そくになったりもしたのだが──

　それはまあ、特段語るべきことではないだろう。




　……というか、絶対に言いたくありません。









◆【症しよう例れい②】慢まん性せい的てきな睡すい眠みん障しよう害がいを主しゆ訴そに来院した夢む魔まの一例◆



患かん者じや：二百十一歳さい、男性。夢む魔ま（日本発はつ祥しよう系統）

主しゆ訴そ：睡すい眠みん障しよう害がい　診しん断だん：薬やく剤ざい性せい睡すい眠みん障しよう害がい

現病歴：二ヶ月前に結けつ核かく患かん者じやとの濃のう厚こう接せつ触しよくあり、ＬＴＢＩとして当院呼吸器内科にてイソニアジド予防内服療りよう法ほうを開始。その後、一ヶ月前より持続する不ふ眠みん、食欲不ふ振しん、倦けん怠たい感かんを自覚。今後を考えると当科にてフォロー行っていく方がより適切と考えられたことから呼吸器内科より当科への転科を勧すすめられ、受じゆ診しんとなった。

既き往おう歴れき：ＬＴＢＩ　内服歴：イソニアジド（二ヶ月前～）

喫きつ煙えんなし、機会飲酒。

診しん察さつ時じ現げん症しよう：特記事じ項こうなし




　初回受じゆ診しん時じ精神的ストレスあり、内服の自己中断を行おうとしたが説得により了りよう承しよう。

　副作用の問題あったため薬やく剤ざい変へん更こうしており、その後は症しよう状じようなく順調に経過している。





担当医：伊い佐さ奈な　詠よみ




指導医：空うつろ騎ぎ　剣つるぎ


















◆【症しよう例れい③】飛行中の墜つい落らくを発見され救急搬はん送そうとなった鴉からす天てん狗ぐの一例◆









「……んーっ」

　お昼には少し早い、午前十一時。

　今日は珍めずらしく患かん者じやさんが少なかったため、わたしは一足お先にお昼休みに入っていた。

　カンファ室の椅い子すに深く腰こし掛かけながら大きく伸のびをして、息を吐はく。

　患かん者じやさんが少ないというのは、まっこと佳よきことである。色んな意味で。

「おつかれさまです、ヨミ先生」

　ドアを開けて、入ってきたのはお盆ぼんを持ったあきみさんだった。

「お茶どうぞ」

「有難ありがとうございます」

　わたし用のマグカップに入ったほうじ茶を受け取ると、わたしは一口啜すすってはー、と我ながら年寄り臭くさい声を漏もらす。

　体が温まってきたところでポケットからキャラメルを取り出し、一口。疲つかれた脳みそにいい具合に糖分が回ってくるというものだった。

「先生の方はどうですか」

「終わってるよ」

「うわ」

　ずずい、とあきみさんの頭あたま越ごしに顔を出してきたその凶きよう顔がんに椅い子すごと後ずさるわたし。

　先生はそんなわたしを半眼で見つめながら腕うでを組む。

「……お前、くっつろいでんなぁ。家かよ」

「別にいいじゃないですか。減るもんじゃなし」

　言い合うわたしたちをよそに、あきみさんが何やら診しん療りよう用ようテレビモニターのリモコンをいじっていたかと思うと、

『……お昼のニュースをお届けします。今日は──』

　不意に、流れてきたのはそんな音声。見ると、映っているのは民放のニュース番組だ。

「……あきみちゃーん。それ一応業務用なんだけどなぁ」

　このテレビモニター、本来は端たん末まつと繫つないで、カンファ時にカルテ記き載さいや診しん療りよう画像を大画面表示するのが正しい用よう途とである。

　間ま違ちがってもお昼時の暇ひま潰つぶし用とかではないのだが、しかし今のところ三人しか居ないこの科でそんな大おお掛がかりなカンファをすることもなく──それこそ「減るもんじゃない」ため、こんな調子で使われていることが殆ほとんどだったりするのが現状であった。

『それでは、次のニュースです。今月五日に十人目の被ひ害がい者しやを出した、連続怪かい異い傷害事件について──』

「怖こわいですねー、通り魔まですって」

　流れた一件のニュースに、あきみさんがこちらもいつの間にかお茶を啜すすりながら声を上げる。

　ニュースの内容になんとなく耳を傾かたむけてみると──なんでも深夜帯など、棒やナイフで武装した集団が一人歩きしている怪かい異いを狙ねらって襲しゆう撃げきし、暴行を加えた上で金品を強ごう奪だつするという事件がここひと月ほど全国各地で相次いでいるのだとか。

　その特とく徴ちよう的てきな手口から組織的な犯行が指し摘てきされており、画面内ではコメンテーターが「社会不安が……」だとかなんだとか、難しげなことをもろもろと喋しやべっていた。

　そんな話を聞きながら、わたしもまたお茶を啜すすって呟つぶやく。

「……怪かい異いを狙ねらった通り魔まですか。物ぶつ騒そうですねぇ」

「物ぶつ騒そうっつーか、よくやるな。下手すりゃ返り討うちだろ」

　言われてみれば。怪かい異いと一ひと括くくりに言っても無害なものから、人に対して敵意を持っている種までその層は幅はば広ひろい。

　無論、人間社会に溶とけ込こんで暮らしている彼かれらの殆ほとんどは人に友好的で、みだりにその力を行使したりはしないが──とはいえ、藪やぶを突つつけば蛇へびが出るのは当たり前。通り魔まなどしようものならそれこそどうなるか分かったものではない。

「表立っては和なごやかなもんですけど……まだ結構、対立ってあるんですかねぇ」

「そりゃあな。怪かい異いの存在が一いつ般ぱん的てきなものになったっつっても、たったの十年だ。丸く収まるにはもうちょい時間も掛かかろうさ。最近は面めん倒どうな連中ものさばり始めたようだし……はぁ。あきみちゃん、俺おれにも茶貰もらえるか」

「はーい。ほうじ茶ですけど」

「おう」

　ぱたぱたとカンファ室を出て行くあきみさんを見送ると、先生は手近の椅い子すを引いてどっかりと腰こし掛かけて脚あしを組む。くつろぎっぷりで言えば先生の方も大たい概がいだと思ったが、口に出してもいいことはなさそうなので思うのみに止とどめておいた。それより、

「何ですか、『面めん倒どうな連中』って」

「んあ？　興味あんのか」

「いえ、そういうわけじゃないですけど──何となく」

　わたしの問いに、先生は肩かたをすくめながら口を開く。

「いやな。どうも最近、一部の元『怪かい異い狩がり』連中がつるんで妙みようなことを企たくらんでるって『学会』で問題になっててな」

『学会』というのは、寓ぐう象しよう医い学がく学会──つまりは総そう生せい診しん専門医によって構成される研究共同体である。先生の話ではその前身は『怪かい異い狩がり』たちの自助組織で、その構成員たちも先生のご同類なのだとか。

「……妙みようなことって？」

「さぁ。この通り魔ま事件みたいに怪かい異いを襲おそったり、反はん怪かい異いの運動をしたり、色々さ」

「何で、そんなこと……」

　わたしの言葉に、先生はどこか不ふ機き嫌げんそうな様子で肩かたをすくめる。

「『怪かい異い狩がり』ってのは一枚岩じゃねえからな。怪かい異いを狩かる理由にしたって、金のため、信しん仰こうのため、あるいは単なる楽しみのため──色んな奴やつが居る。そんな中には、今のこの世界のあり方が気に食わないって連中も居る。……そういうことだろうさ」

「はぁ……」

　分かったような分からないような生返事を返しつつ、わたしはニュース画面に視線を戻もどす。

　……何とも物ぶつ騒そうな世の中である。こわこわ。




　と、そんな調子で休きゆう憩けい時間を満まん喫きつしていると──先生のＰＨＳが鳴った。

「……もしもし、総そう生せい診しんの空うつろ騎ぎだ。どした」

　応じながら、先生は暫しばらく仏ぶつ頂ちよう面づらで小さく頷うなずいて。

「分かった。じゃあ、そうだな……俺おれが行く。ちょっと待っててくれ」

　それだけ言うと通話を切り上げて、素す早ばやく席を立つ。

　と、それと同時にお茶を運んで戻もどってきたあきみさんが、そんな先生に声を掛かけた。

「どうしたんですか？」

「救急で一人、こっち案件の患かん者じやが運び込こまれたらしい。ちょいと行ってくる」

　言いながらお盆ぼんからお茶を引ったくって一気にあおる先生に、

「え、先生がですか？」

　わたしが意外に思ってそう声を上げると、先生は怪け訝げんそうにこちらを見つめ返した。

「……何だ、お前が診みたいのか。思いのほかやる気あんだなお前」

「いえ、そういうわけじゃないんですけど。……先生のことだから、『面めん倒どうくせーからお前行ってこい』くらい言うものかと思いまして」

「人を何だと思ってんだてめぇ」

「え、角が立つので言いたくないです」

　全力で首を横に振ふりながらそう返すと、先生の目の呆あきれゲージがぐーんと伸のびた気がした。

　髪かみを軽くくしゃりとかいて、先生は小さくため息をついた後に続ける。

「……ま、患かん者じやによっちゃお前を行かせてもよかったんだが。ちょいと今回は──『対応が難しい』ケースっぽくてな」

「対応が難しい？」

　その問いに、先生は少しだけ言葉を濁にごらせて。




「要は──人間に対して非友好的な連中、ってことさ」




　……と、そんな答えを返したのであった。




　　　　　◆




　そんなことがあって。わたしはというと結局、先生の後について救急外来へと向かっていた。

　いい経験になるだろうから見学でもしとけ、というのが先生の弁である。藪やぶ蛇へびを突つついてしまったと言う他ない。

「……あの、さっきの話なんですけど。非友好的な怪かい異い、って……」

　歩きながらおずおずとそう質問を口にすると、前を行く先生がこちらを振ふり返って答えた。

「そりゃあ、そのまんまの意味だ。人間に対して少なからず敵対感情を抱いだいてる、あるいは人間を捕ほ食しよく対象にする……そういう連中のことさ」

「ほしょ……」

「ま、そうは言っても後者みたいな奴やつは滅めつ多たに居ないけどな。居たとしても、人肉以外食えないなんてのは稀まれだし」

「はあ……」

　背筋が寒くなるのを感じながらそう生返事を返しつつ、そこでわたしの脳のう裏りにあるものがよぎる。

「……吸きゆう血けつ鬼きとかって、思いっきりその手合いでは」

「まーな。だが連中はちょいと特とく殊しゆでな……昔から人の社会に溶とけ込こんで生きてきたようなのが多いし、そもそも人から『成った』奴やつも少なくない。そんなわけで奴やつらは基本、友好的っていう区分に入ってるのさ」

「なるほど……」

　そんなことを話しているうちに、救急外来へとたどり着いたわたしたち。鉄てつ扉ぴを開けて入ると、しかしカーテンで仕切られた対応ブースはそのどれもが空で、患かん者じやさんが入っている様子はない。

「総そう生せい診しんの空うつろ騎ぎだ。一人うちの科案件のが入ったって聞いたんだが、どこにいる」

　近くの看護師を摑つかまえて先生がそう尋たずねると、

「ああ、よかった。実は今、あっちの診しん察さつ室しつにいらっしゃるんですけど……その。何だかすごく怒おこってらっしゃって、処置や検査もさせてくれなくて困ってたところなんですよ」

「怒おこってる？　何かきっかけはあったのか？」

「いえ、そういうわけじゃないんですけど……」

　わたしと先生は顔を見合わせて。ひとまず看護師に礼を言うと、手近の端たん末まつを起動してカルテを参照することに。

「患かん者じや氏名は鞍くら馬ま玄げん信しん。男性、年ねん齢れいは記き載さいなしの、種族は天てん狗ぐ系列……鴉からす天てん狗ぐ族か」

「天てん狗ぐって……いわゆる鼻が長くて赤ら顔の、アレですか？」

　わたしの大おお摑づかみすぎる質問に、先生はしかし頷うなずいて、

「仏教系の神様の成れの果てとか色々説はあるが、まあひとまずはそんな理解で構わん。……彼かれらは山に籠こもって独自の社会を築いているのが特とく徴ちようでな。その多くが験げん術じゆつと武ぶに秀ひいでていて、何より死ぬほど誇ほこり高い。出雲いずも宣言以降は多少人間との交流もあるらしいが──基本的には人間を見下しきってる、そんな連中だよ」

「じゃあ、この方はどうして人里に？」

　そう問うと、先生はカルテを眺ながめながら「ふむ」と声を漏もらす。

「……どうやらこの御ご仁じんは彫ちよう刻こく家かをやってるらしい。んで、時々取引の関係で人里に下りてきてるんだとさ」

「彫ちよう刻こく家か、ですか」

　天てん狗ぐの彫ちよう刻こく家か。なんだか不思議な感じである。

「それで、そんな天てん狗ぐさんがどうして搬はん送そうされてきたんですか？」

　そんな質問に、先生は搬はん送そう時じ状じよう況きようの記き載さいされた書類をこちらに寄よ越こしてくる。それに目を通すと──

「……上空を飛行中、突とつ然ぜん落下したのを近きん隣りん住民が発見。通報を受けて救急隊が駆かけつけたところ、街路樹に引っかかっていたご本人を発見し搬はん送そうした……ですか。……街の中で飛んでたりするのって、いいんですか？」

「ホントは航空法とかに引っかかるってんでアウトらしいんだけどな。結構有う耶や無む耶やになってる。……それより、発見時の意識状態は？」

　先生の促うながしに、わたしは再度書類を確かく認にん。

「発見時意識は清明で、全身に軽い擦さつ過か傷しようはあったものの自力で街路樹を下りてきたそうです」

「ふむ。ってことは麻ま痺ひとかも出てはいないか」

　呟つぶやきながら先生はカルテに記き載さいを追加して、よし、と頷うなずいて席を立つ。

「救急部の連中もそれ以上の話は聞けてないみたいだし、診しん察さつするとしようかね」

　言いながら先生は、例の患かん者じやさんが滞たい在ざいしているという診しん察さつ室しつの扉とびらに手をかけて──ノックもしないでがらりと開ける。すると、

「……何なに奴やつ！」

　聞こえたのは、野太い男性の声と。内側から吹ふき荒あれた、甲かん高だかい風かざ切きり音おんだった。

「おっと」

　弾はじけるような風が飛び出して、先生のすぐ脇わきを吹ふき抜ぬけていく。

　先生は後ろのわたしを手で制してそれを回かい避ひ。吹ふき抜ぬけた突とつ風ぷうは、後ろのカーテンを揺ゆらしてそのまま散っていった。

　突とつ然ぜんの出来事に固まるわたしを引きずって先生はずいずい診しん察さつ室しつへと入って行くと、その顔に噓うそくさい営業スマイルを貼はり付けて口を開く。

「いやぁ、失敬。俺おれたちは総合生物診しん療りよう科かの医師でね、あんたの診しん察さつを頼たのまれたんだが──」

　が、しかし。

「不要である。人間の世話など、必要ないのである」

　内側から返ってきた答えは──簡潔な、拒きよ絶ぜつだった。

　診しん察さつ室しつの中を覗のぞいてみると。そこにあったのは椅い子すを使わず、何な故ぜか床ゆかに足を組んで座すわり込こむ巨きよ大だいな髭ひげ面づらの男性の姿。

　座高だけでもわたしの身長ほどはあろうかというその男。立ち上がれば恐おそらく、二メートル半はあるのではなかろうか。黒々とした口くち髭ひげを蓄たくわえたその顔つきは鋭するどく、服装はいわゆる山やま伏ぶしなどの着ているような白の装しよう束ぞくに高たか下げ駄た。傍かたわらには錫しやく杖じようが置かれ、そして極きわめつけはその背中に生えた一対ついの黒い翼つばさ──なるほど、まごうことなく鴉からす天てん狗ぐである。

「まあ、そう言うなって」

　先生は男を無視してずかずかと診しん察さつ室しつに足を踏ふみ入れると、そのまま端たん末まつ前まえの椅い子すに座すわる。

　わたしはというと、居場所がないため部屋の隅すみっこで様子を窺うかがうことにした。

「さて、改めて。俺おれは総合生物診しん療りよう科かの空うつろ騎ぎという。あんたは鞍くら馬ま玄げん信しんさん……で合ってるな」

「……」

　男──鞍くら馬まさんは無言で先生を睨にらみ続けたかと思うと、そんな人が殺せそうな眼光をたぎらせたまま、

「儂わしは健在なのである。人間ごときに恩を売られる筋合いなし、帰るのである」

　そんなことを言ったかと思うとおもむろに立ち上がり、後ろを向いて診しん察さつ室しつの扉とびらに手をかけようとして──そこでしかし、奇き妙みように足をもつれさせて壁かべに寄りかかった。

　先生はというと脚あしを組んで椅い子すに腰こし掛かけたまま、

「まあそう言いなさんな。見たところ、そんなにピンピンしてるって感じでもなさそうだぜ？」

　と。営業スマイルの裏側から微かすかに邪じや気きをのぞかせて、そんなことを言う。

　あの、それ逆効果にしかならないのでは……などとわたしが懸け念ねんを巡めぐらせていると案の定。

　鞍くら馬まさんは振ふり返ったかと思うと、先生のもとへ詰つめ寄ってその胸むなぐらをがしりと摑つかむ。

　怒いかりのあまりか、その手はぶるぶると震ふるえていて。わたしは思わず声を上げる。

「ちょっと……あの、暴力は！」

　ええと、院内暴力発生時はどうしたらいいんでしたっけ。警備員さん？　あれ？　ええと。

　突とつ然ぜんのことに混乱するわたしにしかし、当の先生はというと平然とした表情で立ち上がり、鞍くら馬まさんを見上げながら続ける。

「なぁに、恩を売ろうとかそういうわけじゃねえ。むしろこれは、お願いだよ。……人間のしょーもない頼たのみ事に、ちょっとだけ付き合っちゃくれないか、天てん狗ぐ様」

　そう言う先生の表情は、相変わらずの挑ちよう戦せん的てきなものだったが。

　しかしどうやら意外にも、その『お願い』は効いたらしい。

「……ちっ。仕方がないのである、人間。特別に貴様の願い、聞き届けてやるのである」

　鞍くら馬まさんはそう忌いま々いましげに呟つぶやくと先生から手を離はなし、再び床ゆかに座すわり込こもうとして──そこでもう一度ぎろりと先生を睨にらむと、

「……だが、もしも何ともなければ──その時はその素そっ首くび貰もらい受けるぞ」

「おう、分かった分かった」

　物ぶつ騒そうなことを言う鞍くら馬まさんにスナック感覚でそう応じると、先生は襟えり元もとを軽く整えた後再び椅い子すに座すわり、

「さて、じゃあ改めて、診しん察さつを始めさせてもらおう」

　と、何事もなかったかのように再び診しん察さつを始めた。

「一応おおまかな流れは把は握あくさせてもらったが……ええと？　今日の午前に空飛んでたら落ちた、と。そういう流れで合ってるな」

「着地は、問題なかったのである。落ちたわけではないのである」

「そうかい。……擦すり傷が出来てたって話だが、そいつは街路樹に突つっ込こんだ時に出来たんだな？」

「……そうである」

「ちょいと、見せてくれ」

　言いながら、先生は鞍くら馬まさんの腕うでや顔にある細かな切り傷や痣あざ、擦すり傷を軽く検分した後、

「なるほど。確かに、大したことはなさそうだな。……どこかぶつけたりはしてないか」

「ないと言っているのである。……全く、さっきから同じことを何度も何度も」

「悪いな、一応状じよう況きようの把は握あくのためには聞いときたいところなんだよ」

　ぶつくさ不平を漏もらす鞍くら馬まさんにそう返す先生。その態度に鞍くら馬まさんの機き嫌げんがもうワンランクほど悪くなったような気がするのは気のせいではないだろう。……見ているこっちの方がハラハラするというものである。

　一通り確かく認にんを終えると、先生はふむ、と小さく唸うなって腕うでを組み、

「どうもぱっと見は特に異常はなさそうだな」

　あっけらかんとそんなことを言う。

　すると鞍くら馬まさんは錫しやく杖じようを突ついて立ち上がり、得意げな顔で、

「それ見たことか。散々儂わしを侮ぶ辱じよくしよって。見ていろ、今すぐその素そっ首くび──」

「まあ待て、まだ話はこれからだ」

　言いかけたところで先生に中断され、ぐぬぬと唸うなる鞍くら馬まさん。怒いかりのせいか顔が赤くなって、まるで天てん狗ぐのお面みたいだ。……いやまあ、そのまんま天てん狗ぐなんですけども。

　先生は落ち着いた様子でそんな鞍くら馬まさんに向き直ると、再び口を開く。

「今までのは、落ちたせいでどっか怪け我がしてないかを確かく認にんしただけだ。まだ、本題が残ってる」

「本題、だと？」

　眉まゆ根ねを寄せる鞍くら馬まさんに、先生は頷うなずいて。

「ああ。あんたが飛んでた時、一体何が起きたのかってことだ」

　その瞬しゆん間かん──鞍くら馬まさんの表情に浮うかんだのは、訝いぶかしげな色だった。

「何を言って……」

「だってそうだろう。何の理由もなしにコントロール失って落っこちるなんてこたぁないはずだぜ、ましてやあんたみたいなお偉えらい天てん狗ぐ様が」

「……っ」

　ああもう、煽あおらずに話せないんでしょうかこの先生は。やきもきするわたしの前で、先生は話を続ける。

「飛んでいる時、何かあったはずだ。……どうした、雀すずめと正面衝しよう突とつでもしたか。それとも最近流は行やりのドローンでも飛んでたか」

「バカにするな。そのようなものとぶつかって落ちる儂わしでは……」

「じゃあ──飛んでいられなくなったか」

　先生の、静かな言葉に。鞍くら馬まさんは息を吞のみ、先生を睨にらみつける。

「……あの、それってどういう……」

　おずおずと横から問いを投げたわたしに、先生はこちらを向かずに、

「さっき立ち上がった時。お前も見たろ」

「……あ」

　その言葉に、わたしははっとする。

　そう言えばさっき──鞍くら馬まさんは立ち上がろうとして、まるで酔よっ払ぱらっているかのような妙みようなよろけ方をしていた。

「あんな調子でふらついて、その拍ひよう子しに落下した。……そういうことじゃないのか」

　先生の問いかけに、しかし鞍くら馬まさんは表情を硬かたくして。

「……だったら、どうだというのだ」

　憮ぶ然ぜんとした様子でそう答える彼かれに、先生は「そうさな」と前置いて続ける。

「一応、そのふらつきの原因についてもうちょい突つっ込こんで調べないといかんだろうな。……なあ、鞍くら馬まさん。その時はふらつき以外に……そうだな、意識が飛んだとか、そういうことはあったか？」

「ないのである」

「朝っぱらから酒飲んでたとか」

「ないのである」

　苛いら立だち混じりのそんな返答に、しかし先生は一いつ切さい気にした様子もなく続けて、

「吐はき気けとか、咳せきとか……最近風か邪ぜとかひいたりは」

「そんなものは……。……む」

　とそこで、鞍くら馬まさんは言葉を濁にごして、額に手を当てて何かを考えた後。

「……吐はき気けは、少しあるのである」

　ぽつりと、そんなことを呟つぶやく。

「今もか」

「……ごく軽度のものである。大方、昨晩深酒をしたのが祟たたったのであろう。貴様が期待しているような病の類たぐいでは──」

　と言ったところで、鞍くら馬まさんはしまった、といったふうに目を剝むいて歯は嚙がみする。

「昨晩、深酒ね。……別にそんなもん、隠かくすようなことじゃねえだろ」

「……む、うむ。そうである、そうなのである」

　そのやりとりにどこか違い和わ感かんを覚えたが、それが具体的に何かは分からずわたしは独自に頭のなかで鑑かん別べつを繰くり広げる。

　ふらつきと、軽い吐はき気け。

　一番安直に考えられるのが、まずは風か邪ぜなどの感かん染せん症しようか、あるいは飲酒による酩めい酊てい状態。

　だが咳せきや咽いん頭とう痛つうなどの随ずい伴はん症しよう状じように乏とぼしいことから前者はグレー。後者は、少なくとも本人は否定しているためシロだ。昨晩の酔よいがまだ残っているというのも、考えづらい。

「今まで、何か病気に罹かかったことは」

「儂わしは誇ほこり高き天てん狗ぐである。病など、ありはせぬ」

「そうかい。じゃあ、いつも飲んでる薬とかもないな」

「ないのである」

　先生の追加質問で、わたしは脳内から薬物の副作用の線も消しておく。さて、これでだいぶめぼしい候補が減った。

　めぼしい鑑かん別べつが削けずられて、どんどん厄やつ介かいな疾しつ患かんだけが残ってきた。




　先生はそこで少し沈ちん黙もくした後、鞍くら馬まさんに向かって再度、口を開こうとして。

　しかし先制したのは、鞍くら馬まさんの方だった。

「……人間。いつまで儂わしをこんな茶番に付き合わせる」

　先さき程ほどまでよりも更さらにトーンを落とした、静かな声。しかし──彼かれの体から膨ふくれ上がった何かに、わたしは思わず身み震ぶるいして一歩退ひく。

　気き迫はく、あるいは殺気とかと呼ばれるものだろうか。座すわったままの姿勢でそんなものを振ふり撒まく彼かれに、しかし先生はたじろいだ様子もなく、

「あと幾いくつかの診しん察さつと、そうだな。レントゲンとＣＴくらいは撮とっておきたい」

　そう言った瞬しゆん間かん──鞍くら馬まさんの手が再度、先生の胸むなぐらを摑つかむ。

「先生……！」

　驚おどろいて声を上げるわたしを手で制して、先生は無言でされるがままに甘あまんじる。そんな先生に、鞍くら馬まさんは怒いかりで歯をがちがちと震ふるわせながら口を開いた。

「小こ僧ぞう。儂わしを愚ぐ弄ろうするのも、大たい概がいにするのである」

「愚ぐ弄ろうするつもりなんざねえさ。言ったろう、これは『お願い』だって」

　一歩も退ひかず淡たん々たんとそう返す先生。しかしその態度は、火に油を注ぐだけだったらしい。

「貴様らのおままごとに付き合うのは、ここまでである」

「そいつぁ困るな。あとちょっとだけ我が慢まんして貰もらえると助かるんだが」

「図に乗るなよ、人間」

　ぐい、と。鞍くら馬まさんの腕うでに力がこもり、先生の体を引き寄せる。

「貴様ら人間は、碌ろくなことをしないのである。……十年前も、そうだった。あの夜、貴様らが天あまつ神かみに仇あだ為なしたが故ゆえに、何もかもがおかしくなって──む、ぐぅ」

　鞍くら馬まさんの語調が熱を帯びて、しかしその時のこと。先生の胸むなぐらを摑つかんだその腕うでが急にぶるぶると震ふるえて、鞍くら馬まさんはたまらずその手を離はなした。

　襟えり元もとを正しながら鞍くら馬まさんに向き直ると、先生は鞍くら馬まさんに手を差し伸のべようとして。

　しかしその手を撥はね除のけて──鞍くら馬まさんは憎にく々にくしげな視線を返して唸うなる。

「……貴様なぞ、殺そうと思えば今この場でだって肉にく塊かいに出来るのである」

「そうかい。そいつは怖こわいが、だからどうした」

「何？」

　眉まゆ根ねを寄せる鞍くら馬まさんを、先生は真っ向から睨にらみ返して──

「俺おれからしてみりゃあ、ここで診しん断だんを確定させずにあんたを帰すことの方がよほど怖こわいね」

　きっぱりと、決然と、そう言い放った。

　その言葉に、鞍くら馬まさんは僅わずかながら驚おどろきの表情を浮うかべて──やがて。

「……ふ、はは。いいだろう。その心意気に免めんじて、許してやるのである」

　地鳴りのような低い笑い声を漏もらすと彼かれは先生を解放し。

「だが、条件だ」

　次の瞬しゆん間かん。

　そう言ってその指先を先生の喉のど元もとに押おし当てたかと思うと、その指先が──淡あわく光って。

　見れば先生の首には、墨すみで書いたような奇き妙みような紋もん様ようが浮うかんでいた。

「これは契けい約やくである。貴様の『お願い』を聞いてやる代わりに──もしも何も見つからなかったならば。貴様の首は、その呪じゆによって落ちるであろう」

「なっ……!?」

　その言葉に慌あわてて先生を見ると、しかし先生は軽い調子で首をさすりながら頷うなずいて、

「分かったよ。首でもなんでもくれてやるから、とっとと診しん察さつさせてくれや」

　この状じよう況きようだというのに、返したのはそんな答えだった。

「ちょっと、先生!?」

「勝手にするがよいのである」

　どうやら呪のろいを掛かけたことで多少溜りゆう飲いんが下がったのか、鞍くら馬まさんは少しばかり上じよう機き嫌げんそうにそう言うと、改めてどっかりと腰こしを下ろす。

　先生のほうを見み遣やると、こっちもこっちで今しがたの出来事なんてなかったかのように平然とした様子で首を軽く左右に曲げた後、鞍くら馬まさんへとその鋭するどい眼まな差ざしを向けて。

「さて、それじゃあ改めて──診しん察さつ、始めさせてもらうぜ」

　そう言って。いつもの余よ裕ゆうに満ちた笑えみを浮うかべてみせたのであった。

　……ああもう、何でしょうか、この状じよう況きよう。




　　　　　◆




「さて、人間。どうするのである。何でも言ってみればいいのである」

　先生に呪のろいを掛かけたからだろうか。鞍くら馬まさんはそんな調子で、人を小こ馬ば鹿かにしたような笑えみをその髭ひげ面づらに浮うかべていた。

　対する先生はというと、しかしそんな彼かれの態度にも眉まゆひとつ動かすことなく。

　呪のろいを掛かけられたというのにむしろ、そのことで診しん察さつの合意へと漕こぎ着けられたことを喜んでいるふうですらあった。

　先生は鞍くら馬まさんに向き直ると、改めて口を開く。

「ではお言葉に甘あまえて──神経系の診しん察さつを、軽くやらせてもらう。……そうだな、まずは」

　言って、先生は机の引き出しからペンライトを取り出して、鞍くら馬まさんに向かって見せる。

「ちょいとこいつで目に光を入れさせてもらうぜ。眩まぶしいかもしらんが、我が慢まんしてくれ」

「……ふん」

　鞍くら馬まさんは不服そうに鼻を鳴らしたが、抵てい抗こうする素そ振ぶりはない。

　先生は鞍くら馬まさんの目にペンライトの光を斜ななめから差し込こませて、小さく頷うなずく。

「対たい光こう反射は問題ないな。じゃあ次だ」

　言いながら次に先生はペンライトを持ったまま、その手の人差し指を立ててみせた。

「こいつを、顔を動かさずに目だけで追ってくれ」

　先生はそう告げると、指を上下、左右に動かす。鞍くら馬まさんはそれに従って目を動かして。

　そこでわたしは、少しだけ違い和わ感かんを感じる。

　鞍くら馬まさんの眼球が──動いた拍ひよう子しに僅わずかに、視線の方向と反対側に向かってびくんびくんと揺ゆれ動いていたのだ。

　先生はそれを無言で観察した後、

「よし、オーケーだ。じゃあ次は、あんたの人差し指を……あんたの鼻と俺おれの指との間で、往復させてみてくれ」

　人差し指を立てたままそう告げる先生に、鞍くら馬まさんは怪け訝げんな顔で、

「……何の意味があるのである」

「そいつはあとでのお楽しみさ」

　先生の軽口に鞍くら馬まさんは少しばかりむっとしたようだったが、しかし特に抗こう弁べんすることもなく、彼かれはその太い指を先生の指に当てようとして──

「……む、む」

　その指が、ぶるぶると震ふるえていた。

　彼かれはどうにかして先生の人差し指に触ふれると、それを今度は己おのれの鼻先に持ってこようとして──こちらもまた、大きく腕うでが揺ゆれてしまってマトモに行えない。

　冷や汗あせを流しながら苦心している鞍くら馬まさんに、先生は頷うなずくと、

「結構。ご協力ありがとう」

「……ぐ、今のはたまたまなのである。昨日の酔よいがまだ残っているのかもしれぬ」

「ああ、分かった分かった。……んじゃ次は、こうして手首を早く回してくれ」

　言いながら、先生は両手首を素す早ばやく動かしてみせる。鞍くら馬まさんはぎりぎりと歯ぎしりをしながらも無言でその動きを真ま似ねようとして──わたしは鞍くら馬まさんの手の動きに、不自然を見て取る。

　普ふ通つう、こういった指示をされた場合、利きき手か否いなかで多少の差は出るものの殆ほとんど同期的に動くものである。

　しかし鞍くら馬まさんはというと両手の回る速さも、タイミングも──全てがバラバラだったのだ。

「……ふん、この程度、造作も無いことである」

　恐おそらく当人は気付いていないのだろう、そう言って鼻を鳴らす鞍くら馬まさんに。

「ご協力、感謝するぜ。お陰かげでだいたい、予想がついた」

　そう前置いて、先生はその目を鋭するどく細めて、

「小しよう脳のうの障害。それが、あんたのふらつきの原因だろう」

　そう言って、頭をとんとん、と叩たたいてみせた。

「……小しよう脳のう？　なんであるか、それは」

「脳の区分のひとつでな。運動機能に与あずかる部分で、ここが何らかの理由で障害されると、運動の機能に色々と不具合が出てくるんだ。たとえばそう、指ゆび鼻はな指ゆび試験──鼻と指を指してもらったアレだが」

　そう言って先生は自分の指を鼻の頭につけては離はなし。

「異常がなければ、このようにスムーズに指を動かせるんだが──さっきのあんたの動き。あれは随ずい分ぶんと、難なん儀ぎしていたように見えたな」

「……む、ぐ」

「その後の回内回外試験も同じだ。あんたは──右手側の動きが随ずい分ぶんと遅おくれていた」

　先生の指し摘てきに、鞍くら馬まさんは驚きよう愕がくの表情で己おのれの右手を見つめて苦々しく口を歪ゆがめる。

「小しよう脳のうの司つかさどるのは運動機能の中でも、特にこういう『運動の統合』でな。そこをやられると、当たり前に行えていたはずのこういう動作が出来なくなる。なあ鞍くら馬まさん。……今朝飛んでいた時も、ひょっとして翼つばさを上う手まく動かせなかったんじゃないか？」

「む、むむむ」

　どうやら図星だったのか、鞍くら馬まさんはその表情をさらに歪ゆがめて唸うなる。

　それを見届けながら──先生はさらに言葉を続けた。

「で、だ。肝かん心じんなのはその原因だが……まあ、代表的なのは脳血管の梗こう塞そくか、あるいは出血だ。こいつらを厳密に鑑かん別べつしようとなると画像撮とって見るのが一番手っ取り早いわけだが──その前に、アタリをつけることくらいは出来る」

　言いながら、先生は鞍くら馬まさんをじっと見て。

「天てん狗ぐってのは修しゆ験げん者しやだからな。そのストイックな食生活を考えれば、基き礎そ疾しつ患かんに糖とう尿によう病びようやらがあるとは考えにくい。……ま、代わりに大酒飲みが多いからそっちで高こう脂し血けつ症しようでもやってる可能性はあるが、あんたの体格を見た限りじゃ多分大だい丈じよう夫ぶだろう」

　山やま伏ぶし装しよう束ぞくの上からでは分かりにくいが、腕うでの筋肉などを見た感じではかなり鍛きたえ上げられている様子。メタボやらとはおおよそ無む縁えんに見える。

「……とまあ、そうやって考えていくと、あんたみたいなタイプがいきなり梗こう塞そくを起こすってのはちょいと考えにくい。とすれば残ったのは──」

「……小しよう脳のう出血」

　わたしの呟つぶやきに、先生は満足気に頷うなずく。

「そうだ。何らかの理由で脳のう血けつ管かん壁へきが破れて、そのせいで機能障害が起きている。そう考えるのがいいだろう」

「……何らかの理由、だと？」

「ああ。内科的には高血圧や血けつ管かん壁へきの脆ぜい弱じやく化かって線もあり得るが──そうだな」

　そう言って、鞍くら馬まさんを見て。

「外傷性の脳出血。それが俺おれの見立てだ」

　先生がぽつりとそう告げた瞬しゆん間かん、鞍くら馬まさんの表情が、こわばった。

「……何を、言っているのである」

　その問いかけに、しかし先生は答えずに、続ける。

「外傷性の脳出血っつったら普ふ通つうは硬こう膜まく外がいや硬こう膜まく下かが多いが、受傷のはずみで小しよう脳のうの血管破は綻たんが起こることも無くはない。たとえば転んで頭を打っただとか。たとえば、誰かにぶん殴られただとか。そういったことで小しよう脳のう出血をきたす可能性も──十分に、考こう慮りよに入れていい」

「……黙だまるのである！　人げ──」

「もう一度、質問させてもらうぜ」

　鞍くら馬まさんの言葉を遮さえぎると、先生はそう言って彼かれを真正面から見つめて。

「昨晩、深酒したって言ったな。……あったことは、それだけか？」

　その、問いに。

「な、何も、ないのである！」

　鞍くら馬まさんはそんな、鬼き気き迫せまる怒ど号ごうを吐はき出して。震ふるえる指を先生の首の呪じゆ印いんに押おし当てると、憎にく々にくしげに吠ほえた。

「もう終わりなのである！　契けい約やくなぞ、関係ない！　今ここで──」

「ああ、いいぜ」

　激げつ昂こうする鞍くら馬まさんに、先生は。

「ただし、その代わり──全部話せよ。ついでに、俺おれが必要と思う検査も全部受けてもらう。そうすりゃあ煮にるなり焼くなり、どうぞお好きにだ」

　淡たん々たんと、そんなことを言って返す。

「……人間。貴様、何を言って」

「ちょっと先生！　なんてバカなこと……！」

　ほぼ同時に口を開いた、わたしと鞍くら馬まさん。先生はというと、

「あん？　指導医に向かってバカとは何だバカとは」

　思わず声を荒あらげてしまったわたしに向き直って普ふ段だん通りにそんなふうに返す。

「いやだって、そんな無む鉄てつ砲ぽうなこと言って……どうやって逃にげ切るつもりですか！」

「逃にげ切る？　何でだ」

　不思議そうに顎あごを撫なでる先生に、わたしは頭を抱かかえる。

「だって、命懸かかってるんですよ命!?　ことの重大さが……」

「分かってるに決まってんだろ」

「じゃあ、何で！」

　わたしの言葉に、先生は小さくため息をつくと。




「患かん者じやの命と自分の命。どっちを懸かけるかっつったら──自分の命に決まってんだろうが」
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　いとも平然と。いとも単純なことのように。

　先生の告げたそんな言葉に──わたしは言葉を失う。

　そうだ。

　この人は、こういう人なのだ。

　目の前の誰だれかを救う。苦しんでいる誰だれかを救う。

　正しよう真しん正しよう銘めい。この人の頭の中には──それだけしか、ないのだ。

　……あの時も、そうだったように。




　先生の眼光が、鞍くら馬まさんのそれと交こう錯さくする。

　お互たがい無言で睨にらみ合って、やがて。

　深く、深く、ため息をついて──鞍くら馬まさんが小さく、呟つぶやいた。

「……貴様のような人間がいるとは、思っていなかったのである」

「そいつは良いい意味でか」

「ご自分の胸に手を当てて考えてみては」

「あぁん？」

　チンピラめいた眼光でこちらを睨にらむ先生から顔を背そむけていると、鞍くら馬まさんが再び先生の方を見て──ためらいがちに口を開く。

「……昨晩何があったのか、であったな。よかろう、話すのである。実は──」

「実は？」

　そこで鞍くら馬まさんは、気まずそうな顔で若じやつ干かん目を逸そらしながら──先さき程ほどまでの威い勢せいはどこへやら、ごにょごにょと先生に何かを耳打ちする。

　先生はひとしきりそれを聴きき終えると「なるほど」と頷うなずいて。

「……酔よっ払ぱらって前後不覚になってたら、オヤジ狩がりに遭あったと」

「声が大きいのである！」

　散々紆う余よ曲きよく折せつを経た、事の顚てん末まつはというと。

　……どうやら、そういうことらしかった。




　　　　　◆




「もう一度、確かく認にんするぜ」

　椅い子すに座すわった先生の前で、がっくりと項うな垂だれている鞍くら馬まさん。そんな彼かれに向かって先生は、そう前置いて口を開いた。

「昨日の晩、仕事の打ち合わせのために街に出てきてたあんたは……その後久しぶりに飲みに出かけたと」

　先生の告げた内容に、鞍くら馬まさんはこくりと頷うなずく。

「……そうなのである。儂わしの作品の取引成立が決まって、気分が高ぶっていたのである……」

「で、祝い酒ってわけか。なるほどな……ちなみに、飲んだ量は覚えてるか」

「日本酒を……二合ほどである」

「そこそこ、ってとこだな。まあいいや、それで……ほろ酔よいのいい気分になって店を出たところで数人がかりで襲おそわれた、と」

　先生の確かく認にんに、鞍くら馬まさんは苦い顔で──渋しぶ々しぶといったふうに頷うなずく。

「警察には届け出なかったのか」

「……天てん狗ぐが、人を頼たよるなど言語道断である。ましてや、いくら酔よいが回っていたとはいえ人間如ごときに後おくれをとったなどと……そんなこと、言えるはずもないのである」

　忌いま々いましげにそう吐はき捨てる鞍くら馬まさん。

　天てん狗ぐというのは、プライドの高い種族である。……それゆえどんな理由であれ、己おのれが下に見ているはずの『人間』に負けたなどという事実はあまり吹ふい聴ちようしたいものではなかったのだ。

　そんな彼かれの様子から、先生は何かを察したようだった。

「成なる程ほどね。それで、俺おれらのことも警けい戒かいしたわけか」

　鞍くら馬まさんはまた頷うなずいて、先生の顔を、静かに睨にらむ。

「貴様ら人間は、己おのれの欲望のために他者を傷付ける──薄うす汚ぎたなく、野や蛮ばんな存在なのである。今回のことで、それを確信したのである」

　ただでさえ人を敵視しているという天てん狗ぐである。そんな目に遭あわされれば、そう思ってしまうのも無理もないことだろう。しかし、

「……だが」

　そう告げた鞍くら馬まさんの表情を見て、わたしは瞬まばたきをする。

　そこに浮うかんでいたのは──どこか疲つかれたような、けれど穏おだやかな表情だった。

「空うつろ騎ぎ、と言ったか。貴様は、まっこと奇き怪かいな男なのである。……お陰かげで、人間というものがまたよく分からなくなったのである」

　そう言うその言葉もまた、先さき程ほどとは違ちがって落ち着いていて。

　ああ、この人は本当は、こういう人なんだ──と。わたしは呆あつ気けに取られて彼かれを見る。

「奇き怪かい、ってのが引っかかるが。ま、あんたの人間嫌ぎらいが少しでも和やわらいだんなら何よりだ」

　先生はそう言って小さく笑うと、切り替かえるようにして「さて」と続けた。

「ありがとよ、鞍くら馬まさん。あんたが恥はじを忍しのんで話してくれたお陰かげでだいぶ、状じよう況きようが摑つかめてきた。……傷口に塩を塗ぬるような真ま似ねで申し訳ないが、もう少しだけその件について聞かせてくれ」

「分かったのである」

　頷うなずく鞍くら馬まさんに、先生はほっとした様子で頷うなずき返して続ける。

「襲おそわれた、って言ったが。その時、頭は殴なぐられたか？」

「……頰ほおのあたりを、棒のようなもので殴なぐられた覚えがあるのである。ついでに、この体の傷も……殆ほとんどは、昨日のものである」

　そう言って腕うでを捲まくって青あお痣あざを見せる鞍くら馬まさんに、先生は頷うなずいて。

「頰ほお、か。それで、そいつらに襲おそわれて……その後は」

「……暫しばらく、頭痛と目め眩まいで立っていられなかったのである」

　先生の表情に、確信にも似た何かが浮うかび。鞍くら馬まさんに向き直ると、真しん剣けんな表情で、

「やはり、状じよう況きようから言っても小しよう脳のうの出血が臭くさいな。一度──頭のＣＴを撮とらせてもらえるか」

「しーてぃー？」

「頭の中で出血が起きてないか、調べる検査だ。数分もありゃあ終わる」

　先生のそんな説明に──しかし鞍くら馬まさんはその表情に少しだけ陰かげを忍しのばせて、さらに続ける。

「……なあ、人間よ。その、しーてぃーとやらをして。実際に出血が、あったとして……その、脳の出血とやらは、治るものなのか？」

「規模にもよるな」

　先生の回答は、簡潔なものだった。

「治ち療りよう方針は、出血の程度次し第だいだ。……重じゆう症しようなら、最悪頭を開けて血の塊かたまりを取り出さなきゃいかんこともある」

「頭を開けて、であるか……」

　想像してしまったのだろう。露ろ骨こつに尻しり込ごみした様子で鞍くら馬まさんは表情を暗くして、頭を両手で抱かかえる。

　そんな彼かれに、しかし先生はそこで──いつもの得意げな笑えみを浮うかべると、

「だが、今のあんたの症しよう状じようを見る限りなら、薬だけで改善出来る可能性も十分ある。兎とにも角かくにも、まずは検査してからさ」

　明るい調子のその言葉に、鞍くら馬まさんは顔を上げて。

「……そうであるか。分かったのである」

　そう答えると、錫しやく杖じようを支えにしてよろよろと立ち上がり、先生を見下ろして──

「人間。……いや、空うつろ騎ぎ、先生」

　そう改まって名を呼ぶと、おもむろにその指を先生の首へと伸のばして、とん、と軽く叩たたく。

　瞬しゆん間かん、淡あわい光と共に先生の首にあった呪じゆ印いんが消え失うせて。

「これまでの非礼を、詫わびさせて欲ほしいのである」

　そう言って鞍くら馬まさんは跪ひざまずくと──なんと先生に頭を、下げた。

「許してくれ、とは言わぬ。出て行けと言われても仕方のないことを、儂わしはした。……本当に、済まなかったのである」

　深々と頭を下げたまま、そんな謝罪の言葉を口にする彼かれに。

　先生は目を閉じ軽く頭をかいた後、静かに口を開いた。

「謝あやまることなんて、何がある。あんたをそうさせていたのは──『不安』だ。人間に襲おそわれたことで受けた心的外傷。不調に対する本能的な恐おそれ。そういうものが組み合わさって、あんたにああいう態度をとらせた。それだけだ」

　そう一方的に告げると、先生は跪ひざまずく鞍くら馬まさんに手を差し伸のべて──告げる。




「あんたは患かん者じやで、俺おれは医者だ。……安心して、俺おれを信じろ。俺おれが全部、なんとかしてやる」

　その言葉はひどく尊大で、傲ごう慢まんで。

　それはもう、無責任とすら感じられるもので──だけど。




　先生の手を取る、鞍くら馬まさんの。

　その表情は紛まぎれもなく、救われているように思われた。




　　　　　◆




　それから、鞍くら馬まさんはいくつかの検査を受けて。

　結論から言えば──やはり出血はあった。

　ＣＴ画像にて右みぎ小しよう脳のう半はん球きゆうに、径一・五センチの高吸収域……つまりは血けつ腫しゆあり。

　しかし頭ず蓋がい骨こつの骨折や、その他出血所見はなし。血けつ腫しゆのサイズも小さく自然消退が見み込こめると判断され、内科的治ち療りようの方針で入院という形になった。




　そんなこんなで鞍くら馬まさんの入院の手続きなどが一通り済んで、午後一時。

「……これで、一段落ってとこだな」

　病びよう棟とうの廊ろう下かを歩きながらそう言って満足気に頷うなずいた先生に、わたしは深いため息をつく。

「……わたしのお昼休み……」

「午後も外来が入ってるからな。まあコレでも食って元気出せ」

　言いながら先生はポケットからキャラメルを一個取り出して寄よ越こしてくる。わたしはそれを渋しぶ々しぶ受け取って口に放り込こむと、

「これだけじゃカロリー保もちませんよう。……むぐむぐ」

「とりあえず食っといてその台詞せりふかよ」

　お前なぁ、と若じやつ干かん呆あきれ顔の先生に、わたしは半歩後ろを歩いて続きながら口を開く。

「それにしても、一時はどうなるかと思いました。鞍くら馬まさんも、最初は随ずい分ぶんと──その、荒あれてらっしゃいましたし」

「なぁに、天てん狗ぐは敵対種の中でもまだ中立寄りだ。それに鞍くら馬まさんの場合はもともと人間と交流のあった方みたいだしな──来院時の様子で言っても、かなり友好的な方さ」

「アレでですか……」

　出会い頭がしらにこちらを攻こう撃げきしてくるようなタイプでもマシな方とは。一体先生は普ふ段だん、どんな怪かい異いを診しん察さつしているんでしょうか。

　考えて苦い顔になるわたしを見て、先生は小さく笑う。

「ま、今のお前にはまだ荷が重いだろうけどな。今後はお前にもそういう患かん者じやを回してやるから──せいぜい経験を積むこった」

「経験積んでどうこうなるもんじゃない気がひしひしとするんですけど……」

「じゃああとは度胸とやる気でカバーだな」

「どっちもわたしには縁えん遠どおいものです……」

　先生みたいに強面こわもてで巨きよ大だいで生物学的に強そうな外見であればともかく、わたしみたいにたおやかな外見の女子では威い圧あつ感かんとか存在感とか、そういうのが根本的に違ちがうのだ。

　あんな強そうな怪かい異い相手に毅き然ぜんとした態度で接していくなんて、難易度が高すぎる。

「……そういえば」

「あん？」

「鞍くら馬まさん、人間に襲おそわれたって言ってましたけど──あんな強そうな人を襲おそうなんて。最近のオヤジ狩がりは怖こわいですねえ」

　いくら酩めい酊ていしていたとはいえ、あの体格である。わざわざ金品目的で襲おそうのであれば、もう少し弱そうな人を狙ねらった方がいいのではないだろうか──なんて、不ふ謹きん慎しん極きわまりないが。

　そんなわたしの言葉に、先生はふむ、と頷うなずいて。

「……そういや、さっき見たニュースの通り魔ま。アレも、怪かい異い狙ねらいの奴やつだったっけか」

「……まさか、同一犯？」

「断言は出来ねえが、そう思っても良さそうだな」

　そう答えると、先生は肩かたをすくめて小さく唸うなる。

「天てん狗ぐってのは──さっきも言ったが、験げん術じゆつと武芸に秀ひいでた怪かい異いでな。中でも鴉からす天てん狗ぐっつったら、源みなもとの義よし経つねに稽けい古こをつけたなんて逸いつ話わもあるくらいの達者だ。……そこらのチンピラが遊ぶ金欲ほしさに襲おそったところで、ダース単位で返り討うちに遭あうのが関の山さ、本来はな」

「本来は？」

　わたしの問いに、先生は──僅わずかにその眼光を鋭するどくして。

「ひょっとしたら、そこらのチンピラよりはたちの悪い連中かもしれんってことさ」

　淡たん々たんとそう言う先生を、わたしは息を吞のんで見つめる。

　一時、重々しい空気が流れ始めて──しかし。

「……なーんてな」

　先生はそう言うと、真面目な表情をぶち壊こわしてにやりと笑う。

「鞍くら馬まさんはああ言ってるが、単に酔よっ払ぱらい同士で喧けん嘩かになっただけってこともあり得る」

「身も蓋ふたもないことを……」

　いやまあ、その可能性も考えないわけではなかったが。

　憮ぶ然ぜんとするわたしの肩かたをばんばんとやかましく叩たたくと、先生は「さて」と一声。

「アホくさい勘かん繰ぐりはここまでだ。通り魔まの件だって、俺おれたちがしかめっ面つらして話し合ったところでどうなるわけでもねえ。後は警察にでも任せておきゃ、きっとどうにかしてくれるさ」

「……まあ、そりゃあそうですけど」

「なんだ、ビビってんのか？」

「うっさいですよもう」

　頭をぽすぽす叩たたいてくるその手を払はらいのけて、わたしは小走りで前に進み出る。

　本当に、この人ときたら──まったくもう。

　……今日はちょっと見直したなぁと思ったら、すぐこれなんですから。









◆【症しよう例れい③】飛行中の墜つい落らくを発見され救急搬はん送そうとなった鴉からす天てん狗ぐの一例◆



患かん者じや：八百三歳さい、男性。鴉からす天てん狗ぐ

主しゆ訴そ：ふらつき　診しん断だん：小しよう脳のう出血

現病歴：来院前日の夜、飲酒後酩めい酊てい中ちゆうに何者かに襲おそわれ頭部をはじめ全身に殴おう打だなどを受け、その際に頭痛、ふらつき、嘔おう気き出現。翌日の飛行中、ふらつき増悪して墜つい落らくしたところを近きん隣りん住民に発見され、救急搬はん送そうにて来院した。

既き往おう歴れき、内服歴なし。喫きつ煙えんなし、機会飲酒。

診しん察さつ時じ現げん症しよう：左右前ぜん腕わんに短径二センチ、長径三センチほどの皮下出血あり。他、微び細さいな切せつ創そう、擦さつ過か傷しようを認める。

企き図と振しん戦せんあり。

神経学的所見：対たい光こう反射異常なし。眼球運動：軽度の眼がん振しんあり

ロンベルグ試験：陰いん性せい／指ゆび鼻はな指ゆび試験：陽性／回かい内ない回かい外がい試験：右側遅ち延えん・不規則性あり




　受じゆ診しん時じに不安強く、過激な言動見られたが診しん察さつを進めていく中で多少の解消が見られた。

　病歴などから小しよう脳のう出血を疑いＣＴ撮さつ影えい施し行こうしたところ、右みぎ小しよう脳のう半はん球きゆうに径一・五センチ程度の高吸収域を認めるも頭ず蓋がいの明らかな骨折や他部位の血けつ腫しゆなどは指し摘てきできず。

　血けつ腫しゆのサイズとしては小さく、保存的治ち療りようの適応であるため入院にて血圧管理を行う方針とした。

　一週間後のＣＴ再検では血けつ腫しゆはほぼ消退。症しよう状じようも改善が認められ、血圧も正常範はん囲いであったため退院し、外来にてフォローしていく方針とした。


担当医：空うつろ騎ぎ　剣つるぎ


















◆【症しよう例れい④】寓象フオルクロアド人格体・イグジスタンス（詳しよう細さい不明）における日和ひより見み感かん染せん症しようの重じゆう症しよう化かの一例◆









「最近、お昼ごはんが楽しみなんですよね」

　お昼休みの職員食堂。対面に座すわってサンドイッチを頰ほお張ばっていたあきみさんにそう告げると、

「ええと。……サンドイッチ、一口お分けしましょうか？」

　きょとんと首を傾かしげながらも、彼かの女じよはそんな天使じみた心こころ遣づかいを差し向けてきた。流石さすがはあきみさん、「何言ってんだてめえ」と一いつ蹴しゆうしたりしないあたりあの先生とは天使と悪あく魔ま、いやさゴッドと閻えん魔ま大だい王おうくらいの格差があるというものだ。

　……あれ、閻えん魔ま大だい王おうって神様なんでしたっけ？　まあ、言いたいことは伝わるでしょう。

「いえ、結構です。有難ありがとうございます」

　わたしは彼かの女じよの心こころ遣づかいに首を横に振ふりつつ、自分の手元のカツカレーをじいっと見つめながら続ける。

「最近、お昼ごはんが楽しみなんです」

「はあ」

「人生の楽しみが、お昼ごはん……というかもうこの一皿五百円也なりのカツカレーになり始めてるんです」

「美お味いしいですよねー、カロリー爆ばく弾だんですからあんまり食べられないですけど」

「はい。この『ああ、普ふ通つうのカレーだなぁ』的なコメントに困る感じの味がなんとも言えずクセになります！　……けど、そうではなく！」

　のほほんと答えるあきみさんのコメントに、またぞろ首を横に振ふる。違ちがう、そうじゃないのだ。わたしはグラスの水を一口飲んで唇くちびるを潤うるおしつつ、スプーンを握にぎりしめ力説する。

「つまりですね、あきみさん。最近お仕事がハードすぎて、人生がどんどんお仕事になってきてるような気がするんですよ」

「あぁー、なるほど」

　ようやっと合点がいったという様子で、あきみさんはうんうんと頷うなずく。

「確かにヨミ先生が来てから、立て続けに重い案件が続きましたからねー」

　そう、そうなのだ。

　ぶっちゃけわたし、頑がん張ばりすぎじゃないかと思うのだ。……なんて、勿もち論ろんそんなことを言えばあの「助けたがり」の先生は鼻で笑うのだろうが。

　とはいえ人生の品質管理に余念のないわたしにとっては、これは極きわめて切実かつ切せつ迫ぱくした問題である。

　無論、医者という職業にそういう側面があるのは承知していた。だがしかし、舵かじの切り方さえ間ま違ちがっていなければもう少し──たとえば「あー風か邪ぜですねぇお薬出しときましょうか」だけ言い続けるお仕事とかにもありつけたのではないだろうか。

　それがどうしたことか、伊い佐さ奈な詠よみ。何でこんな、医い療りようドラマみたいな波は乱らん万ばん丈じようの日々を送ってしまっているのか。お前のモットーは「ヌルく・だらりと・ほどほどに」ではなかったか。

「ヨミ先生、本当に頑がん張ばってると思います。いま丁度ほかの先生方が出で払はらってるタイミングなのに、たった一人でしっかりその穴を埋うめてくださってますし」

「うう、有難ありがとうございます……」

「ファイトですよ、ふぁいと！」

　激げき励れいしてくれるあきみさんに苦笑いを返しながら、わたしは小さくため息をつき──ぽつりと、ひとりごちる。

「……一人で頑がん張ばったり、張り切ったり。そういうのはもう、嫌いやなんですけどねぇ」

「？」

「なんでもないです」

　思わず口に出ていた。やはり疲つかれているのかもしれない、おのれ先生。

　とりあえず諸悪の根源を先生に押おし付けつつ、わたしはカレーに口をつける。

「うーん、普ふ通つう」

「一口だけもらってもいいですか？」

「どうぞ。あーん」

「あーん。うん、普ふ通つうですねー」

　互たがいに頷うなずき合いつつ、わたしたちは再び黙もく々もくと食事を再開する。「なんという自然な食べさせあいっこ……デキるな……」「百ゆ合りい……百ゆ合りい……」「生きててよかった……」と、よく分からないガヤが周りから漏もれ聞こえてくるが一体なんのことやら、皆かい目もく見当がつかない。

「ところであきみさんは、お休みの日とか何してるんですか？」

「えーと、そうですねぇ。イベントが近い時は原げん稿こうとか」

「え？」

「なんでもないです」

　なんでもなかったらしいが、よくよく見ると微び妙みように汗あせが一筋垂れている。いつも笑え顔がおの彼かの女じよにしては珍めずらしいが、どうかしたのだろうか。

　わたしの心配をよそに、彼かの女じよは微び妙みように不自然に声を上ずらせて、

「そ、それより。ヨミ先生はご趣しゆ味みとかはあるんですか？」

「趣しゆ味み、ですか」

　彼かの女じよの言葉に、わたしはむう、と唸うなって。




「……そうですね。星を見ることとか、ですかね」

　ぽつりとそう呟つぶやくと、あきみさんは「わあ」と感かん嘆たんの声を上げる。

「天体観測ですか、いいですね、ロマンチックで！」

「ロマンチック……ですかねぇ」

「ですです」

　女子力の欠片かけらもない趣しゆ味みであるが。苦く笑しようを返すわたしにしかし、彼かの女じよは微笑ほほえんで頷うなずいた後──不意に、そういえば、と声を上げた。




「星といえば……十年前のアレって、何だったんでしょうねー」

「アレ……ああ、『星凪オカルテーシヨン』ですか」

『星凪オカルテーシヨン』。十年前──怪かい異いたちの社会進出の少し前に起きた、奇き妙みような天体現象のことである。

　どんなことがあったのかと言えばまあ、その名の表す通り。

　およそ一週間もの間、月以外のあらゆる天体が、夜空から消え失うせたのだ。




　星が消えること自体は、別段そこまで異様なことではない。日食や月食に始まり、天体同士が重なり合うことで一時的に地球から見えなくなるということは、ままある天体現象だ。

　だが──それが何日も。昼夜を問わずとなると、尋じん常じようでない。

　当初は太陽の崩ほう壊かいが起きただの何だのと、様々な憶おく測そくが飛び交かっていた。しかし数日が経たつと、誰だれもが奇き妙みようなことに気付いた。

　星の光が消えて。昼夜ともに空に輝かがやくのは月だけになって。

　だというのに──それ以外は何も、変わらなかったのである。

　もしも、それこそ太陽が消しよう滅めつしたりしようものなら、地場異常から始まり様々な影えい響きようがもたらされる。地球の気温はあっという間に氷河期レベルへと突とつ入にゆうし、数日もあれば死の星となるはずだ。

　けれど、そういったことは一いつ切さいなく。星がないという異常を除けば──そこにはいつも通りの『日常』が続いていて。

　しばらくすると何事もなかったように再び日は昇のぼり、空の星も再び輝かがやき始めて。だから多くの人々は、「ちょっと長めの天体異常」程度の認にん識しきで納なつ得とくしてしまった。




「あの時は怖こわかったです、朝起きたら真っ暗で──なのに慌あわてて時計見たら、ちゃんと朝六時とかで」

「世間さまも随ずい分ぶん、大おお荒あれでしたよねぇ」

「ええ。世界の終わりだー、とか言って変な宗教とかできちゃったり、特番とか組まれちゃって。ああいうのってノストラダムスの大予言以来で、ちょっとワクワクしちゃいましたけど」

　いくつなんだろうなぁ、この人。すっごい気になる。

　と、そんな調子でとりとめもない話をしていると──あきみさんが不意に、食堂の共用テレビに視線を遣やって「あ」と声を上げた。

「噂うわさをすれば、見てくださいよヨミ先生。宇宙人特集ですよ」

　恐おそらく再放送の類たぐいだろう。そこに映っていたのは、一昔前に流は行やった超ちよう常じよう現象解明系のバラエティ番組だった。

「……星ほし凪なぎの話と宇宙人ってだいぶ離はなれてません？」

「え、そうですか？」

　星ってところくらいしか合っていないと思うのだが。しかし彼かの女じよは特に気にしたふうもなく、画面を見つめて声を上げる。

「あ、ヨミ先生。凄すごいです、かぐや姫ひめは実は宇宙人だったんですって。証しよう拠こもあるそうですよ！　ほらこれミイラ！」

「なーんかおもいっきり人工物にしか見えないんですがコレ……」

「見てくださいほら未み確かく認にん飛行物体！」

「あーこれ絶対飛行機の翼よく端たん灯とうとかですよ」

　などと、下らない話に花を咲さかせ始めていると──気付けばお昼休みの終わりまで、あまり間がなくなっていた。

「む、急ぎましょうヨミ先生」

「うう、またお仕事……働きたくない……」

「まあまあ」

　あきみさんに宥なだめられながら半べそでカレーを胃の中に押おし込こみつつ、わたしは決心する。

　次の休みあたりに、もうちょっと女子力の高い余よ暇かの過ごし方を模も索さくしてみよう──と。




　　　　　◆




　で、午後。

　午後は主に再来──定期通院している患かん者じやさんの診しん察さつ時間だ。新参者のわたしには持ち患かん者じやさんは殆ほとんどいないため、現在留守にしているという他の医師たちの担当患かん者じやさんの診しん察さつが今のところはメインである。

　それ以外にも、急きゆう患かんとして駆かけ込こんでくる方の診しん察さつなどもしたりするのだが──そういった事件もそうそうあるわけではなく。

　まあ午前に比べると、午後は比ひ較かく的てきまったりとした業務が中心となる。

　……はず、だったのだが。




「急きゆう患かんさん、ですか？」

　患かん者じやさんが途と切ぎれた午後二時頃ごろのこと。診しん察さつ室しつに入ってきたあきみさんが告げたのは、「一件急きゆう患かんが入った」という旨むねだった。

「どういう方なんですか？　救急で運ばれたとか？」

　わたしの問いかけにあきみさんは首を横に振ふり、問もん診しん票ひようを差し出しながら続ける。

「そういうわけじゃないんですけど、どうも今朝方から熱があって、具合も悪いとかで……耐たえられなくなっていらっしゃったそうです」

「ふぅむ。インフルエンザとかでしょうか」

　まだ春も初めで、ほどほどに肌はだ寒さむい。流行のピークこそ過ぎてはいるが、油断のできない時期である。……怪かい異いの方々にそんな常識が通用するのかはさておき。

　──と、そんなことを考えていると、あきみさんがわたしのことをじっと見つめていた。

「……どうしました？」

「いえ、なんだかヨミ先生、随ずい分ぶんとこの科に慣れてきたなぁって。空うつろ騎ぎ先生みたいです」

「え、やめてくださいよ……」

　あの歩く自分勝手と一いつ緒しよにされるのは、褒ほめ言葉と分かっていても抵てい抗こうがある。

　苦い顔になるわたしにあきみさんは「すみません」と笑ったあと、

「それじゃ、患かん者じやさんお呼びしてもいいですか？　もう待合室にいらっしゃるので」

「あ、お願いします」

　診しん察さつ室しつからぱたぱたと出て行くあきみさんを見送りつつ、わたしは少しだけ、口元がゆるむのを自覚する。

　なんだかんだで、褒ほめられて悪い気はしない。というか実のところ絶賛有う頂ちよう天てんである。

　まあわたしはやれば出来る女ですから、頭角というのは現れてしまうのですね。

　……などと、調子に乗って鼻の穴を膨ふくらませていると。

「失礼します」

　──と、そんな女性の声が聞こえてわたしは慌あわてて姿勢を正す。

　別段大きな声でもなく、どころか弱々しさ、あるいは不ふ吉きつさすら感じる声。だというのにそれは──頭に直接割り入ってくるような、奇き妙みような輪りん郭かくをもった声だった。

　診しん察さつ室しつに入ってきた声の主を見ると、そこに居たのは十八、九歳さいくらいの女の子。

　綺き麗れいな子……だと、思う。

　思う、という曖あい昧まいな表現なのは──そう。わたしの語ご彙いでは、それを形容する言葉が思いつかなかったからだ。

　長い黒くろ髪かみと対照的にその肌はだは病的なまでに白く、さらに目を引くのがその青い爪つめ。顔立ちは作り物のように整っていて──セーターとロングスカートにケープを羽織っただけの飾かざり気けのない服装を考こう慮りよしても、十分に目立つ外見だ。

　輝かがやくような美び貌ぼう。陳ちん腐ぷな言葉だが、そう言い表すのが適切であるように思われた。

　深海のような青みがかった瞳ひとみが、こちらをじっと見つめて。

　わたしは思わず息を吞のんで、その後慌あわてて彼かの女じよに席を促うなが……

「……ええと、どうぞお座すわり下さ」

「──おかあ、さま」

　……そうとして。

「は？」

　今、彼かの女じよは何と言ったろう。なんだか、とてつもなく奇き妙みような発言があったような──と、わたしがしばしフリーズしていると、

「……おかあさま、ごめんなさいっ！　私、私──」

「ふやぁ!?」

　がしっ、と。わたしよりも背の高い彼かの女じよに突とつ如じよ抱だきしめられて、わたしは思わず声を上げた。

　肌はだと肌はだが密着する。汗あせばんでいるのか、彼かの女じよの肌はだはしっとりとしていて、そして熱い。

「あの、ちょっと、落ち着いて──」

「おかあさま、なんだか随ずい分ぶんちっちゃく……って、あれ？」

　ぎゅうぎゅうと抱だきしめに抱だきしめて、ついでになんだか失敬な言葉が聞こえた後。彼かの女じよはようやく何かが変だと気付いたらしい。

　じいっとわたしの姿を頭から足先まで見つめた後、

「……おかあさまじゃ、ない？」

　ぽつりと、そう呟つぶやいた。

　わたしは肩かたで息をしながら乱れた白衣を整え、座すわり直すと改めて、名札をつまんで自己紹しよう介かいをする。

「今日診しん察さつさせて頂きます、医師の伊い佐さ奈なと申します。……九く頭ず龍りゆうかがやさん、で、宜よろしいですか？」

　問もん診しん票ひようの記き載さいにあった名を読み上げると、彼かの女じよはいまだ納なつ得とくしない様子ながら、ひとまず頷うなずいてみせた。どことなくしょんぼりとした様子なのは彼かの女じよの病気のせいか、はたまた他の理由なのか──少なくとも今は、分かりかねるが。

　彼かの女じよの様子を、わたしはちらりと観察する。額にはじっとりと汗あせが浮ういていて、息は浅く、速い。……見るからに具合が悪そうなのは確かだ。

　こちらを不思議そうに見つめている彼かの女じよに向き直ると、わたしはひとまず診しん察さつを始めることにする。問もん診しん票ひようを見て、彼かの女じよの種族を確かく認にんしようとして──

「あれ？」

　名前欄らんの横にある、種族欄らんと年ねん齢れい欄らん。そこに何も書かれていなくて、わたしは首を傾かしげた。

「あの、九く頭ず龍りゆうさん。種族の欄らんが未記入なんですけど……」

「しゅぞく？」

　きょとんとした顔で首を傾かしげる九く頭ず龍りゆうさん。……さっきから、見た目と裏腹に妙みように言動が幼いような。ひょっとしたら、外見はこんなだが実じつ年ねん齢れいは幼いという、一いつ般ぱん的てきな怪かい異いの逆パターンなのかもしれない。そう納なつ得とくすることにして、ひとまず種族問題は保留にしておくことにした。

「……分かりました、種族についてはまた後でお尋たずねします。そうしたら、九く頭ず龍りゆうさん。……今日貴方は、どういった理由でこちらにいらっしゃいましたか？」

　わたしの質問に、彼かの女じよは少し考えたあと、

「……ええとね。今朝起きたらふらふらして、気持ち悪くて、あっちこっちが痛くて──寝ねててもよくならなかったから、来ました」

「ええと、ふらふらっていうのは、だるかったっていうことかな？」

「……うん。立ってると、苦しくて──けほ、けほ」

　言葉の途と中ちゆうで咳せき込こんだ彼かの女じよ。咳せきが落ち着くのを見計らって、わたしは質問を重ねる。

「ちなみにそのお咳せきは、いつごろからですか？」

「んーと……今日」

「昨日までは元気だった？」

「うん……」

　その答えで、ひとまずわたしはほっと息をつく。長引く咳がい嗽そうであった場合には結けつ核かくも疑う必要があったが──どうやら、そっちではなさそうだ。

「今のところ気になっていることは、気持ち悪さとだるさ、発熱とお咳せき、あと体の痛み……で全部ですか？」

　無言で頷うなずく彼かの女じよ。問もん診しん内容自体はやや情報に欠ける部分があったが──その表情からは、かなり参っているのが見て取れた。あまり診しん察さつを長引かせるわけにはいかなそうだ。わたしは少し考えたあと、とりあえず聴ちよう診しん器きをポケットから取り出す。

「すみません。一度お胸の音聞かせてもらっていいですか？」

「……う」

　服に手をかけると、わずかに身じろぎして抵てい抗こうする彼かの女じよ。その目は、わたしの手の聴ちよう診しん器きを怯おびえた様子で見つめていた。

　そういえば小しよう児に科かでも聴ちよう診しん嫌いやがる子いたなぁなどと思い出しつつ、わたしは「ごめんねー」と無理やり彼かの女じよの服をまくり、嫌いやがる彼かの女じよに構わず右上方から順に聴ちよう診しん器きを当てていき──わたしはそこで、首を傾かしげる。というのも。

　……肺はい音おんが、聞こえない？

　息でも止めているのかと思って彼かの女じよを見てみると、目をぎゅうっとつぶって震ふるえているものの、呼吸はしている様子。なら、聴ちよう診しん器きにも肺はい音おんが伝わってくるはずだ。……なのに、なぜ。
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「……まだ、おわらないの？」

「え、あ……ごめんなさい！」

　内心の焦あせりを悟さとられないよう答えつつ、わたしは聴ちよう診しん位置を動かして──けれど、いくら動かしてみても変わらない。いや、それどころか──わたしはもうひとつ、奇き怪かいなことに気付いてしまう。

　肺はい音おんは勿もち論ろんのこと。……心しん音おんすら、聞こえないのだ。

　肺はい音おんが減弱して聞こえないというなら、まあまだ分かる。だがしかし、心しん音おんは──当たり前だが自力で止められるものではないし、何かしらの疾しつ患かんがあっても何かしらは音が聞こえてくるはずだ。

　にもかかわらず、この所見──となれば考えられるのは、そもそも心臓がないか、あるいは心臓がどこか別の位置にあるか。

　いやいや、んなバカな……とも言い切れない。なにせ相手は、怪かい異いなのだから。




　わたしはしばし硬こう直ちよくして──ひとまずこのことは後回しにしておくことにした。

　肺はい炎えんなども疑われそうなこの状じよう況きようで肺はい音おんを観察出来なかったのは手痛いが。とはいえあまり長い間服を捲まくらせっぱなしというのも体に障さわるだろう。

「ありがとうございます、服、戻もどして頂いて大だい丈じよう夫ぶです」

　そう告げた後、とりあえず問もん診しんを再開することにしてわたしは彼かの女じよに再び問いを投げかける。

「前に、同じようなことはありましたか？」

　首を横に振ふる彼かの女じよ。答えはノー。

「周りに似たような症しよう状じようの出ていらっしゃる方とかは？」

　その質問に、彼かの女じよは目をぱちくりさせて、数秒硬こう直ちよくした後。

「……症しよう状じよう？」

　ああ、その単語で引っかかっていたんですね。

「ええと、ごめんね。周りで、九く頭ず龍りゆうさんと同じようにつらそうにしてる人、いるかな？」

　子供語に変へん換かんしながらそう問うと、どうやら通じたらしい。彼かの女じよは再び首を横に振ふり、

「ううん。私、一人で来たから」

　一人で来たという表現が微び妙みように引っかかったが、わたしはそれ以上追つい及きゆうすることなく続ける。

「今日、お薬とかは飲んだ？」

「お薬、きらい……にがいもの」

「今までに大きな病気にかかったことは」

「わかんない」

「アレルギーとかはお持ちですか……って、わかりませんよねぇ」

　ううん、やりづらい。依い然ぜん真っ白なカルテを前にわたしが頭を抱かかえていると、

「……うう、きもちわるい」

　先さき程ほどまでよりもいっそう顔色を悪くしてそう告げた彼かの女じよに、わたしは頷うなずいて手を貸す。

「ごめんなさい、お時間掛かけすぎて。大だい丈じよう夫ぶですか」

「……きもちわるい。あたま、いたい……」

　浅い呼吸を繰くり返してぐったりする彼かの女じよのただならぬ様子に、わたしの直感が警けい鐘しようを鳴らす。

「……あきみさん！　すみません、ちょっと来て下さい！」

「はいはーい、どうしました？」

　間かん髪ぱつ入れずにバックヤードから出てきた彼かの女じよは、状じよう況きようを見てすぐさまわたしの意図を理解したらしい。

「インフルエンザの迅じん速そくと喀かく痰たん、あと血けつ培ばいでいいですか？」

「お願いします。採血はこっちでやっちゃいます」

　諸もろ々もろの検査キットを取りに行ったあきみさんを見送りつつ、九く頭ず龍りゆうさんの左ひだり腕うでの関節付近を軽く触さわると──よかった、ひとまず脈は触ふれるし血管（らしきもの）の走行も追える。最悪「血液や血管が存在しない」とかそういう可能性まで考えていただけに、一安心である。

　手近の戸と棚だなから採血用の諸もろ々もろの道具を取り出して、ゴム手て袋ぶくろをはめながらわたしは九く頭ず龍りゆうさんに向き直り、

「アルコールでかぶれたご経験はありますか」

「……あるこーるって、なに？」

　一いつ瞬しゆん悩なやんだが、ひとまず緊きん急きゆうなのでアルコール綿で彼かの女じよの左ひだり腕うでを消毒。二にの腕うでに駆く血けつ帯たいを巻き、肘ひじ関かん節せつ部ぶの内側を指で探さぐってもう一度血管を確かく認にんした後、採血針をパッケージから取り出すとキャップを外して彼かの女じよの腕うでにあてがう。

「少し、チクっとしますよ──」

　言いながら右手の指で針を僅わずかに進め、採血針への逆血の確かく認にんをしようと手元を見て。

「……え？」

　針はり刺さし防止の翼よく状じようキャップのついた針の、その根元。




　本来血液が吸い上げられるはずのそこに溜たまっていたのは──海のように透すき通った青色をした、奇き妙みような液体だった。
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「……はぁー……」

　夕方のカンファ室。諸もろ々もろの用事を片付けたわたしは、あきみさんの注ついでくれたコーヒーと売店で買ってきたキャラメルを脇わきに置いて、カンファ室の端たん末まつとにらめっこしていた。

「よう、お疲つかれさん。結構バタバタしてたみてぇじゃねえか」

「……先生」

　コーヒー片手に後ろのドアから入ってきたその長身を見上げて、わたしはため息をつく。

「人の顔見てその態度たぁ、随ずい分ぶんじゃねえか」

「無む駄だに背が高くていらっしゃいますから、見上げると首が痛いんですよ」

　力なくそうぼやいた後、わたしはコーヒーを一口すすってもう一度ため息をつく。そんなわたしに、先生は近くの席に腰こし掛かけて口を開いた。

「聞いたぜ、『おかあさま』」

「やめて下さい……っていうか聞いてたんならどうにかして下さいよ」

「別に危険はなさそうだったしな。止める義理はねえ」

　かか、と笑うと、先生は「それで」と続けた。

「身に覚えはあんのか」

「あるわけ……ないじゃないですかぶっ飛ばしますよ。っていうかセクハラですよそれ」

「ブリティッシュジョークに目くじら立てんなよ」

「どこにブリティッシュ要素があるんですか。わたしだけじゃなくイギリスの皆みな様さまにも謝あやまってください」

　わたしの抗こう弁べんにもまるで気にしたふうもなくけらけらと笑った後、先生はそこで少しだけ真面目な顔に切り替かわる。

「……んで結局、入院になったんだって？」

「はい。インフルエンザの迅じん速そく検査では陽性だったので、一応インフルエンザだと思うんですが──発熱と血圧低下が結構酷ひどくて、呼吸の方もかなり辛つらそうだったので、微び妙みようなところですけど全身管理目的で入院としました」

「ふわっとした説明だなぁ。素人しろうとか」

　いちいちうるさいです。……とは言えず、わたしはぐっと唸うなりながら続ける。

「体温は39度、血圧は上が97、下が70。血液は、生化学データではＣＲＰ上じよう昇しようありだったんですが……血けつ算さんは、測定不能だそうです」

「測定不能？」

「人間の血球成分と違ちがいすぎて検査不能、って検査室から来ちゃいました」

　血けつ算さんデータというのは、血液検査の中でもいわゆる赤血球や白血球などの細さい胞ぼう数すうを調べる検査である。感かん染せん症しようであれば白血球の上じよう昇しようが認められるなど、様々な情報が得られるはずなのだが──

　わたしの報告に、先生はその目つきをさらに鋭するどくして呟つぶやく。

「『青い血』か。……となると、サチュレーションも測れてない感じか」

「はい……」

　サチュレーション──動どう脈みやく血けつ酸さん素そ飽ほう和わ度どというのは、要は血液中の酸素の量を表す指標であり、これが低ければ当然体内で酸素が欠けつ乏ぼうしていることが示し唆さされる。

　で、これを測るための器具がパルスオキシメーターという、いわゆる入院時などに指に嵌はめるクリップのような器具なのだが……

「青い血じゃ、測りようがないです」

「だろうな」

　パルスオキシメーターは、ざっくり言ってしまえば爪つめの赤みから血中のヘモグロビンの状態を調べる器具である。そのため血の色が根本的に違ちがうとなると、この器具ではサチュレーションの測りようがないのだ。

　先生は「ふーむ」と顎あごに手を当てて思案する。

「なあ詠よみ。人の血ってのは、何で赤いんだ？」

「……ヘモグロビンが赤いから、でいいですか」

「九十九点」

　……否いやが応おうでもわたしに満点はくれないらしい。ジト目で睨にらむわたしの視線を気にした様子もなく、先生は続ける。

「血が赤いのは、ヘモグロビン──その中に含ふくまれるヘム鉄が赤いからだ。じゃあ血が青くなるとしたら、そりゃあどういう理由だと思う？」

「それは……」

「高校化学レベルで考えれば分かることだぜ」

　余計なことを言わないで欲ほしい。そういうプレッシャーには、弱いのだ。

　わたしはうんうん唸うなりながら必死で頭のなかの引き出しをひっくり返して、首を傾かしげながら答える。

「……鉄の代わりに銅イオンが入ってるから、とか。銅イオンは青いですから」

「んだよ正解すんなよつまんねぇなぁ」

「なんたる」

　心底がっかりした表情で大おお仰ぎように肩かたをすくめる先生。つくづく人間性が腐くさり果ててます。

「……ま、正確に言うと銅イオンじゃなくヘモシアニンの青色なんだがな。そこはどうでもいいだろう。大事なのは──血が青い生物ってのは基本、タコだのイカだの、酸素の薄うすい環かん境きようの生き物だってことだ」

「……つまり、九く頭ず龍りゆうさんは軟なん体たい動どう物ぶつ系けいの怪かい異いだと？」

「さぁな。……そこについては後回しだ、それよりも」

　そう言って先生は椅い子すの背にもたれると、首に手を当てて軽く曲げながら言葉を継つぐ。

「要はな、血が青いってことは、そこそこ低酸素状態には強いはずなんだ。だというのにお前の言うように呼吸状態が悪かったってことは──人間に置き換かえればかなり重じゆう症しようと見ていい。そういうことさ」

「はぁ……」

　分かったような分からないような話であるが、とりあえず頷うなずいておく。

　先生は一通り説明して満足したのか（基本、教えたがりなのだ）コーヒーを一口飲んで──

「って、それわたしの！」

「ああ。どうりで甘あまったるいと思った」

　んもう、傍ぼう若じやく無ぶ人じん！

　わたしは先生からカップをひったくると、そのまま勢いでコーヒーを飲み干し──そこではたと我に返って、顔が赤くなるのを感じながらも誤ご魔ま化かすように続ける。

「……血の件は、分かりました。ただ……問題が、他にもありまして」

「あん？」

　首を傾かしげる先生に、わたしは手元の端たん末まつを操作して画面を表示する。

「……どー思います、これ」

　画面に映し出されていたのは、九く頭ず龍りゆうさんの胸部レントゲン写真。胸きよう郭かくが写し出されたそれは──しかし一いつ般ぱん的てきな人のそれと違ちがい、胸の中が全体的に真っ白に潰つぶれている。

「外骨格でもあんのか、この患かん者じやは」

「いえ。触しよく診しんした限りでも、そんな感じじゃあなさそうです」

　筋肉などの軟なん部ぶ組織が黒っぽく、骨などの密度の高い組織が白っぽく写るというのがレントゲンの原則。であれば、ここまで真っ白というのは──

「あるいは、Ｘエツクス線せんが通過できない理由が何かしらある、か。……ちなみにＣＴは撮とったか」

「撮とろうとしましたけど、同じような感じでした。見ます？」

「いい。……ちなみによ、肺はい音おんとかはどうだったんだ」

「胸じゃ全然聞けませんでした。……臓器の位置が違ちがうとかって、ありえると思います？」

　わたしの問いに先生は少し考えた後、

「可能性は、ありうる。……怪かい異いってのは基本的に、人ならざるものだからな。人に化けてる奴やつらも多いが──本来そうでない奴やつらのほうがもっと多い」

　そう告げて息を吐つく先生を見ながら、わたしは小さく呟つぶやく。

「……九く頭ず龍りゆうさんは一体、何の怪かい異いなんでしょうか」

「さあな。本人に訊きいて分からん以上はどうしようもねえさ。……とはいえ、正体不明で画像も撮とれず、診しん察さつ所見も殆ほとんど取れないとなると──なかなかに厄やつ介かいだな」

　先生の言葉に、わたしも頷うなずく。

　画像所見や診しん察さつ所見というのは、疾しつ患かん部位の特定や診しん断だんの確定において無くてはならない情報である。それが一いつ切さい頼たよれないとなると──そんなのは、地図も敵の情報も一いつ切さいないままに戦争を始めるようなものだ。

「とはいえ、どうにかするのが俺おれたちの仕事だが。……今のところ、どういう方針を考えてる？」

「喀かく痰たん塗と抹まつ標本からは常じよう在ざい菌きんしか出てなかったので、ひとまず抗こうインフルエンザ薬やくを始めようかと。後は喀かく痰たんと血液の培ばい養よう結果待ち……ですかね」

　常じよう在ざい菌きんというのはその名の通り人体に生息している細さい菌きんのことで、基本的には病原性を示さず、無害な菌きんである。

　彼かれらは健常人の体内や体表にも生息しているため、喀かく痰たんなどから検出されたとしてもそれは異常という扱あつかいにはならないのだ。

「よし、いいだろう……おっと、そろそろ定時か」

　わたしの提案に先生は頷うなずくと、懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出してわざとらしげに呟つぶやいてみせた。

「じゃあ、俺おれは帰るぜ」

「……わたしまだ、指示出しとか入院の手続きとか色々残ってるんですけど。手伝」

「手伝わねえぞ」

「……あくま」

　まあ分かってましたけど。

　笑いながら部屋を出て行く先生を恨うらめしげに見つめつつ、わたしは残った仕事を前に嘆たん息そくする。

　窓の外は、朱しゆ色いろから藍あい色いろへ。

　日が落ち、月の時間へと代わりつつあった。
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　で、次の日──入院二日目。

　この日の九く頭ず龍りゆうさんの体温は37度、血圧は少し上がって１０２。治ち療りよう介かい入にゆうして一日の状じよう況きようとしては、まあこんなものだろうと思われた。

　外来を先生に代わってもらって病びよう棟とう番ばんを任されることになったわたしは、今朝のバイタルを確かく認にんした後彼かの女じよの病室へと向かう。

　呼吸器内科病びよう棟とう、五◯一号室。

　病びよう棟とうの長い廊ろう下かの丁度突つき当たりにある個室に、九く頭ず龍りゆうさんは入室していた。

　別に、本人の希望とかそういうわけではない。空室がここだけだったとか、そういうわけでもないのだが──他の人間の患かん者じやさんへの配はい慮りよ、ということで個室を割り当てられているのだ。

　怪かい異いが社会の一員となって、十年。とはいえ、たったの十年でしかない。

　表立った反発などはないものの、いまだに怪かい異いに対する偏へん見けんなどは存在している。

　そういった事情もあるため、本当であればこうして他科の病室を間借りするのではなく、ちゃんとした怪かい異い専用の病びよう棟とうが欲ほしいところなのだが──今のところ新部門であるため、その辺は患かん者じや数すうなどを見て追おい々おい、ということらしい。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

「九く頭ず龍りゆうさーん、失礼します」

　廊ろう下かの突つき当たりにある九く頭ず龍りゆうさんの部屋。扉とびらをノックした後、そう声を掛かけて部屋へと入ると──部屋の奥おくに置かれたベッドの上で、点てん滴てきと酸素マスクで繫つながれた九く頭ず龍りゆうさんが窓の外を眺ながめていた。

　こうして黙だまっている分には、まっこと深窓の令れい嬢じようというか、そんな風ふ情ぜいなのだが──

「あ、おかあさま！」

　こちらに気付いた彼かの女じよは、その青白い顔をぱぁっと明るくしてそう声を上げた。

　繰くり返すように、外見年ねん齢れいは十八、九歳さいのモデル風美女である。正直、特とく殊しゆな性せい癖へきの方でもない限りは真顔になりそうな絵え面づらなのではなかろうか。

　わたしは小さくため息をつくと、彼かの女じよに向き直る。

「……だからその、お母様っていうのやめて下さいよ」

「えー、でも、おかあさまはおかあさまだよ？　おかあさまの匂においがするもの」

　昨日から、いくら言ってもこれである。もう半ば諦あきらめてはいるが、とはいえやはり病びよう棟とうの看護師さんなどから奇き異いの目で見られるのも確か。できればやめて欲ほしいものだ。

　……そもそも「お母様の匂におい」って何でしょうか。ママの味と同系列の何かでしょうか。




　ベッドサイドにかがんで、彼かの女じよと目線を合わせる。

「まあいいです。……それより、具合はいかがですか？」

「んーとね、まだね、苦しいけど……ちょっとだけ、よくなった」

　そう答える彼かの女じよの顔色は、しかし依い然ぜんいいとは言えない。……まだ治ち療りよう介かい入にゆうを始めて数時間である以上、目立った改善が見られるのは明日か、明後日あさつて以降だろう。

「体の痛みとか、寒気とかはどうですか」

「んー……」

　なにか言いたげにしつつ、しかし彼かの女じよは首を横に振ふるのみ。どうやら、あまり改善してはいないらしい。

　わたしからの質問が終わると、彼かの女じよは再び窓の外へと視線を向けた。

「何を、見てたんですか？」

「おそら」

　彼かの女じよの答えに、わたしもつられて窓の外を見る。

　病院五階の端はしの部屋。ここからは遮さえぎる建物などもないため、街の方や更さらに遠方の工業地帯の煙えん突とつなどまでが一望出来るし──そして何より、夜には星や月がよく見えるともっぱら評判だったりもする。

　……とはいえ今は朝の九時。あまり見ていて面おも白しろいものもないように思われたが──

　と、その時、彼かの女じよがおもむろに空を指差して、

「私ね、あそこから来たの」

　──と、そんなことを言う。

「……あそこからって、空から？」

　空を飛んできた、という意味だろうか？　見た感じ翼つばさなどもないし、そんなことが出来るようには見えないが。

「うん。あのね、おかあさまと、ケンカして。それで、どこかに行きたくなって──それで、地上に降りようと思ったの。地上は穢きたない、ってみんな言ってたから。ここに来れば、見つからないだろうって思って……」

　とりとめもなく話し続ける彼かの女じよ。その内容に、わたしは眉まゆ根ねを寄せる。

　何だか、妙みようだ。彼かの女じよの口ぶりではまるで──雲の上にでも住んでいるかのような。そんなニュアンスに感じる。……そんな怪かい異いの話は、寡か聞ぶんにしてあまり聞いたことがなかった。

　わたしは数秒思案した後、ひとまず話をまとめることにした。

「……ええと、お母さんとケンカして家出してきた、ってことでいいんですかね」

　空から来たとかそういう荒こう唐とう無む稽けいな話はひとまず脇わきに置いておく。彼かの女じよの精神年ねん齢れいから考えると、鵜う吞のみにするのは躊躇ためらわれるというものだった。

　そんなわたしの総そう括かつに、九く頭ず龍りゆうさんは少しだけ物足りなそうな表情になった後、しかしこくりと頷うなずいて、

「……うん」

　なるほど、家出少女。となると、問もん診しんの時の挙動不ふ審しんにもある程度納なつ得とくがいくというものだ。

　納なつ得とくしてひとり頷うなずくわたしに、九く頭ず龍りゆうさんは不安げな表情を浮うかべて口を開く。

「……あの、おかあさま。私」

「帰りたく、ないですか？」

　そう問うと、彼かの女じよは顔いっぱいに驚おどろきを浮うかべてこちらを見る。

「……なんで、わかったの？」

「そりゃあ、家出少女の言うことくらい予想がつきますよ」

　得意気にそう言って胸を張った後、わたしは彼かの女じよに、安心させるように笑いかける。

「安心してください。このことは、しばらくはわたしと貴方あなただけの秘密にしておきます」

　……先生にバレれば、「ホウ・レン・ソウはしっかりしろ」と激げき怒どされそうだが。

　とはいえ──患かん者じやとの信しん頼らい関係を築いていく過程では、時にはこういう秘密も必要だろう。

　無理やり自分を納なつ得とくさせて、わたしはベッドサイドにしゃがむと彼かの女じよと目線の高さを合わせて続ける。

「でも、できれば……どうして家出したのかくらいは、わたしにだけこっそり教えてくれませんか」

　わたしのそんなお願いに、彼かの女じよは少しだけ逡しゆん巡じゆんを見せたあと──ややあって、ぽつりぽつりと口を開いた。

「……おかあさまは、いつも私にいやなことを言うの。私がすることに反対して、私があそんでると、お勉強しなさいって言って叱しかって」

「だから、イヤになって家出しちゃった？」

　わたしの問いに、彼かの女じよはむすっとしたままこくりと頷うなずく。その目の端はしには、微かすかに涙なみだが溜たまっていた。

「……おかあさまは、きっと私がきらいなの。だから、いやなことを言って」

「九く頭ず龍りゆうさん……」

「きっと、家出したからもっときらわれたの。だから、もう会いたくな──」

「九く頭ず龍りゆうさん！」

　思わず、声を荒あらげてしまった。九く頭ず龍りゆうさんはびっくりした顔でわたしを見ている。……ああ、迂う闊かつなことを。

　頭を出し始める自己嫌けん悪おを押おし込こめつつ、わたしはつとめて冷静に、人格者ぶった猫ねこを被かぶりながら、彼かの女じよに向き直って口を開く。

「九く頭ず龍りゆうさん。それはきっと、貴方あなたの思い過ごしですよ」

「おもい、すごし？」

「お母さんは、貴方あなたのことを嫌きらってなんていないってことです」

　きょとんとする九く頭ず龍りゆうさんに、わたしは静かに、続ける。

「叱しかられたり、お小言を言われたりすると嫌いやな気分になるのは分かります。わたしも、そうでしたから。……でもね九く頭ず龍りゆうさん。そういうのってきっと、貴方あなたのことを大事に思ってるからこその言葉だと思うんです」

「だい、じに？」

「ええ」

　頷うなずいて、わたしは彼かの女じよに向かって微笑ほほえみかける。

「ですからきっと、お母さんも貴方あなたのことを心配してると思いますよ。だって──お母様にとって貴方あなたはきっと、何よりも大事な宝物なんですから」

「……でも、私。おかあさまにたくさん、ひどいこと言っちゃったの。おかあさまなんてキライって、ひどいこと、たくさん言って。……だから」

「だーいじょうぶですって」

　なおも不安げにそんな言葉を漏もらす彼かの女じよに、わたしはつとめて明るい声でそう告げて──その頭を優やさしく撫なでてあげる。

　先生にされたように、ゆっくりと撫なでてあげながら──精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおを浮うかべて。

　ここに居ない「おかあさま」の代わりに、言ってあげる。

「どんなことをされたって。子供のことを嫌きらいになる親なんて、いませんよ」




　それからしばらく、話をした。

　彼かの女じよの話は相変わらず、奇き妙みような部分を含ふくんだものであったが──それでも少なくとも、こちらに多少なりとも心を開いてくれたのは確かだった。

　やがて──話し疲つかれたのだろう。九く頭ず龍りゆうさんはいつの間にか、ぐっすりと眠ねむりについていて。

　それを見計らってそっと彼かの女じよに毛布をかけ直してやると。




　おやすみなさい。

　小声でそう告げて、わたしは病室を後にした。
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　さてそれから更さらに次の日の、入院三日目。

　その日も同様に平和、かと思いきや──そうでもなかった。

　九く頭ず龍りゆうさんの熱が、再度39度台まで戻もどってしまったのである。




「熱ねつ発ぱつだと？」

　その日の夕カンファ。そんなわたしの報告に、先生は怪け訝げんな顔で呻うめいた。

「……昨日から今朝方にかけてはわりと具合も良くなってたんですが……夕方あたりからまた、元気がなくなって。熱を計ってみたら39度もあって」

「治ち療りようは、抗こうインフルエンザ薬やく単たん剤ざいだっけか」

「はい。入院日にペラミビルをやって、念のため昨日も入れて、いい感じに解げ熱ねつ傾けい向こうに向かってたと思ったんですけど……」

　ペラミビルは、一いつ般ぱん的てきな経口薬と比ひ較かくしても即そつ効こう性せいの高い抗こうインフルエンザ薬やくである。

　通常の抗こうインフルエンザ薬やくの場合数日間飲み続ける必要があるが、こちらは点てん滴てきで静じよう脈みやく内ないにそのまま薬やく剤ざいを流し込こむため即そつ効こう性せいがあり、治ち療りようを開始して一日、二日もすれば効果が現れてくるのだ。

　実際に九く頭ず龍りゆうさんの例でも昨日の段階で既すでに効果は現れ始めており、着実に熱も下がっていたはずだったのだが──

「……ぶり返したんでしょうか」

「にしちゃあ早すぎるし、そもそも昨日まで薬入れてたんだ。昨日の今日でこの熱ねつ発ぱつってのはちょいと急すぎる」

「ですよね……」

　となると、これはインフルエンザによる発熱ではない。……あまり考えたくない可能性だったが、わたしはその考えを口にする。

「……他の感かん染せん症しようが、合がつ併ぺいしてる？」

「可能性は、考えなくちゃいけないな」

　どうやら先生の考えも同じだったらしい。わたしの発言に頷うなずくと、腕うでを組んで続ける。

「培ばい養よう検査の結果は出てるか？」

「喀かく痰たんの方は。でも、常じよう在ざい菌きんのみだそうです」

「……そうか」

　そう呟つぶやいて、何やら思案げに眉まゆ根ねを寄せた後、先生が再び口を開く。

「ペラミビル入れたってことは点てん滴てきルートだよな。そっちから感かん染せんしたって可能性はないか」

　点てん滴てきというのは、当然のことながら皮ひ膚ふに穴を開けて血管と外部とのルートを作り、そこから薬やく剤ざいを入れるという作業である。

　無論操作時には消毒が行われるが──それも、どうやっても完全には出来ない。それゆえ、点てん滴てき刺し入にゆう部ぶで皮ひ膚ふの常じよう在ざい菌きんが繁はん殖しよくし、感かん染せんを引き起こしてしまうという事例もありえる、が。

「……昨日の投薬分で点てん滴てきは終わってます。流石さすがにこの短時間でっていうのは、ちょっと考えづらいかと」

「だよなぁ」

　先生はあっさり頷うなずくと、眉み間けんにしわを寄せて静かに唸うなる。

　とはいえ、先生の告げた案にも一理あるのは確かである。否定こそはしたものの──必ずしも可能性がゼロであるとは言い切れないのが医い療りようでもある。

「……まあ、正直全然原病巣フオーカスも分からなければ起き炎えん菌きんの目星もつかないので、ひとまずその線で抗こう菌きん薬やく入れ始めてみます。耐たい性せい菌きんが怖こわいので、とりあえずは狭きよう域いきの奴やつからで」

　様々な種類の病びよう原げん菌きんに対して効果を持つ抗こう菌きん薬やくというのは、その長所ゆえに時として困った事態を引き起こすことがある。

　──そう、濫らん用ようによって薬やく剤ざいに対して耐たい性せいを持った菌きんが出現してしまうのだ。

　耐たい性せいを獲かく得とくしてしまった菌きんは、それゆえに通常の抗こう菌きん薬やくでは対処しきれず、しばしば病状の重じゆう症しよう化かを招いてしまうことがある。だからこそそうした耐たい性せい菌きんの出現を防ぐために、感かん染せん症しようの治ち療りようではいたずらに多くの菌に効く抗こう菌きん薬やくを使うのではなく、原因となる菌きんを特定した上でその菌きんに強く効果を示す抗こう菌きん薬やくを選せん択たくしていくことが重要となるのだ。

　わたしのそんな提案に、先生はというと──珍めずらしく真面目な表情で何かを考えた後、

「……現状じゃあ、それが無難か。いいだろう」

　どうにも煮にえ切らない様子でそう言って頷うなずく先生。

　その態度が何となく引っかかったが、わたしはそれ以上は追つい及きゆうすることなく椅い子すを立ち、

「じゃあ、帰る前にオーダーだけ入れておきます」

　そう告げると──先生が怪け訝げんそうな顔でわたしを見た。

「あん？　何言ってんだ。お前今日、当直だぞ」

「……へ？　当直とかするんですか、この科」

　専用の病びよう棟とうもないし、これまでだって当直しろなんて言われなかったし……てっきりそういう義務はない科なのだと思っていたのだが。

　そんな考えが表情に漏もれ出ていたのか、先生はわたしの顔を見て呆あきれたように肩かたをすくめる。

「入院がいない時は必要ないがな。入院の、ましてや経過が怪あやしい患かん者じやがいるんだ。お前が見てないでどうする」

「う、それはそうですけど……でも、お泊とまり道具とか持ってきてないですよ？」

「今日はあきみちゃんも当直日だ。適当に面めん倒どう見てもらえ」

　そう言ってばっさりと切り捨てると、先生は時計を見て、「もうこんな時間か」と呟つぶやく。

「え、ちょっと先生、帰っちゃうんですか？」

「『学会』から緊きん急きゆうで招集があってな。ここ最近の怪かい異い狙ねらいの通り魔ま事件に関して、対策会議を開くらしい。……じゃま、そういうわけでな。ちゃんと仕事しろよー」

「いや先生、待──」

　わたしの言葉になど耳を貸すはずもなく、きびきびと立ち上がって部屋を出て行ってしまう先生。

　ばたんと閉じたドアを眺ながめながら、わたしはしばし呆ぼう然ぜんとして。

「……はぁ」

　唐とう突とつに訪おとずれた初当直の不安で、大きなため息を漏もらしたのであった。
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　で、そんなこんなでなし崩くずし的に当直当番となったわたし。

　日々の業務を終え、ついでに九く頭ず龍りゆうさんの様子を見に行ったりもしつつ、一階にある当直室に戻もどってくると──

「あ、ヨミ先生。おかえりなさい」

　そう言って迎むかえてくれたのは、一いつ緒しよに当直となったあきみさんだった。

　六畳じよう程度の広さの中にソファベッドが二つ並び、その真ん中に机、さらに奥おくのほうに診しん療りよう端たん末まつが一台置かれた室内。真ん中の机の上には、見ればなにやら沢たく山さんのお菓か子しやら飲み物やらが置かれていた。

「あの、これは……？」

「せっかくヨミ先生と一いつ緒しよの当直ですから。女子会的なことでもしてみようかと」

「はぁ……」

　意外とユルい人である、この天使は。

　わたしはソファベッドのひとつに腰こし掛かけて、机の上に置かれたお菓か子したちを見み渡わたし──その中からいつものキャラメルを手に取る。

「あれ、それでいいんですか？」

「はい。これが一番好きなので」

　包装をほどいて、一口。疲つかれた脳に糖分が行ゆき渡わたるような気がしてくる。

　ほう、と幸せなため息をついているわたしに、あきみさんはひとくちドーナツをかじりながら口を開いた。

「九く頭ず龍りゆうさんのお加減、どうでした？」

「寝ねてました。ぐっすりと」

「そうですかー」

　もすもすとドーナツを食べ終わると、彼かの女じよは缶かんコーヒーをすする。見かけによらず、ブラックだ。

「……不思議な人ですよねぇ、九く頭ず龍りゆうさん。結局身元も分からないままですし、種族の方も不明のままですし」

「わたしのこと、お母さん呼ばわりしたりしますし」

「あはは」

　小さく笑うと、あきみさんはドーナツをもう一個つまみ上げて続ける。

「でも先生、九く頭ず龍りゆうさんと仲いいですよねぇ。わたしが行くとあの方、だんまりですのに」

「え、そうなんですか」

　なんだか意外である。てっきり誰だれ彼かれ構わずおかーさん呼ばわりしているものとばかり思っていたのだが。

「……なんか、意外です」

「先生、案外小しよう児に科かも向いてるのかもしれませんねー」

「えぇ……」

　ぞっとしない話である。……子供には、嫌いやな思い出が沢たく山さんあるのだ。

　微び妙みような顔で呻うめくわたしをよそにあきみさんはふぅ、と息をつき──「それはそうと」と、おもむろに口を開いた。

「……先生、九く頭ず龍りゆうさんの種族ってなんだと思います？」

「うーん」

　あきみさんの問いかけに、わたしは首をひねる。今までの情報から推測出来ることと言ったら──

「……分かりませんねぇ」

　そもそも、怪かい異いの細かい分類とかはあまり知らないのだ。

　一応診察室に置いてあった本の中に、「国際怪かい異い分類」だのといった書しよ籍せきもあったにはあったが、そちらにも目を通してはいない。……これから総そう生せい診しんでやっていく上ではちゃんと勉強した方がいいのかもしれないが、まあぶっちゃけ、面めん倒どう臭くさいのだ。

「確か先生は、酸素の薄うすい環かん境きように住んでるんじゃないかーみたいなことおっしゃってましたけど」

　わたしの答えに、あきみさんはなるほど、と呟つぶやいて。

「となると、わたしの読みは当たってるかもです」

「え？」

　何のことかと問い返す前に、彼かの女じよは芝しば居いがかった動作で顎あごに手を当てる。多分先生の真ま似ねだ。

「あのお人形さんみたいな外見、どこから来たのかもよく分からない不ふ詳しようっぷり、それに先生のおっしゃったお話──そこから導き出される結論は、ひとつ！」

　そう言うとびしっ、と人差し指を立てて、

「ずばり、九く頭ず龍りゆうさんはかぐや姫ひめなんです！」

　自信満々の表情で、そう宣言したのであった。

　彼かの女じよの唐とう突とつすぎるそんな発言に、わたしがしばし呆ぼう然ぜんとしていると──彼かの女じよはだんだん自信のなくなった顔になって、

「……やっぱ違ちがうと思います？　かがやさんなんて名前ですしアリかなーと思ったんですけど」

「いやー、それだけだと流石さすがに……」

　苦笑いしながら、しかしわたしの脳のう裏りに昨日の九く頭ず龍りゆうさんの話がよぎる。

　空から来た。……いやいや、そんなバカな。

　怪かい異いというものの定義がどの程度の範はん囲いをカバーしているのかは分かりかねるが。とはいえ、流石さすがに昔話の登場人物まで出てくるというのはやや節操がなさすぎというものであろう、うん。

　わたしの否定に「ですよねー」としょんぼりと肩かたを落とした後、あきみさんはやがて立ち直ったらしく二つ目のドーナツを平らげて、そこではたと気付いた様子で口を開く。

「……って、なんか気付いたらお仕事の話ばっかりでしたね」

「まあ一応勤務時間中ですし、それが正しいんでしょうけどね」

　わたしの言葉に、あきみさんはあははーと苦く笑しようした後。そこで何かに気付いた様子で、急にわたしの顔をじいっと見つめてきた。

「……あの、あきみさん？」

　人と目を合わせるのが苦手なわたしとしてはどぎまぎしてしまう瞬しゆん間かんだが。よくよく見ると、彼かの女じよの視線はわたしの顔より少し上、わたしの頭を見ているようであった。

「あの、すみませんヨミ先生、今いま更さらで恐きよう縮しゆくなんですけど──頭のそれ、オシャレですか？」

「へ？」

　彼かの女じよの言葉に、手鏡を手て渡わたされて覗のぞいてみると──髪かみの根元の部分が一センチ程度、黒から白に変わっていた。俗ぞくにいうプリン頭の逆バージョンである。

「あー……」

「いやぁ、お昼は気付きませんでした。でも先生、髪かみ染めたりすると怒おこられちゃいますよ？」

　あきみさんの言葉に、わたしは苦く笑しようを返して首を横に振ふる。

「いやその、言いづらいんですが──どっちかっていうと逆っていうか」

「え？」

　首を傾かしげるあきみさんに、わたしは言葉を濁にごしながら続ける。

「地毛、こっちなんです。流石さすがにこんな色の髪かみで仕事してたら変な目で見られそうなので、黒く染めてるんですけど……最近バタバタしてたから、こんなんなっちゃって」

「そうだったんですか……」

　びっくりした顔でそう息を漏もらし、遠えん慮りよの色を滲にじませるあきみさん。ひょっとしたら、何か勘かん違ちがいさせてしまったかもしれない。わたしは慌あわてて、

「ああ、別に過去にトラウマ的な経験があってーとかそういうのじゃなくて。普ふ通つうに生まれつきなので、あんまり気にしないで下さい」

「あ、そうなんですか？」

　ほっと安あん堵どした様子のあきみさん。すると彼かの女じよは、途と端たんに興きよう味み津しん々しんといった顔でわたしを見つめてくる。……ううん、後ろめたいことはないもののなんだか恥はずかしい。

「……でも参ったなぁ。黒染め忘れてきちゃったから、明日の外来この頭でやらなきゃです」

「あはは。ファイトですヨミ先生」

　とまあ、そんな具合にあきみさんと益やく体たいもない話をしていた、そんな時のことだった。




　ぶつん、と。

　当直室の電気が不意に消え。辺りは数秒間、真っ暗になった。

「……あ、戻もどった。びっくりしたー」

　備え付けの非常用電源が作動したのだろう、ほどなくして電灯が再び点つき始め、あきみさんが安あん堵どの声を漏もらす。

「何だったんでしょうね、今の」

「停電？　にしても、何でまた急に」

　窓の外を見る。月のよく見える、晴れた夜だ。落らく雷らいの線は考えにくいし、ちょっと雷かみなりが落ちた程度で破は綻たんするほど病院の電気回りはヤワではない。

　じゃあ、一体なぜ？

　考えようとして──わたしはすぐに、諦あきらめる。門外漢がない知ち恵えを振ふり絞しぼったところでせいぜいガールズトークの種くらいにしかなるまい。きっと技師の皆みなさんがたが原因究明してくれることだろう。

　そんなことよりも、今自分がすべきことは。

「……念のため、九く頭ず龍りゆうさんの様子見てきます。今ので怯おびえてたら可哀かわい想そうですし」

「ご一いつ緒しよしましょうか？」

「いいです、あきみさん今日働き詰づめでしょうし休きゆう憩けいしてて下さい」

　そう言って軽く頭を下げると、わたしは辺りに置いてあった懐かい中ちゆう電でん灯とうを持って一人、廊ろう下かへと出る。

　薄うす暗ぐらい廊ろう下かを進み、九く頭ず龍りゆうさんの病室へ。見れば、仄ほのかに明かりが漏もれている。

　もう消灯時間のはずだが、何かあったのだろうか？

「あの、どうしましたか？」

　と。急いで扉とびらを開けて──わたしはそこで、目を瞬またたかせる。




　ベッドの上に、誰だれも居なかったのだ。

　一体、何が。状じよう況きようを把は握あく出来ずに硬こう直ちよくしていると、次の瞬しゆん間かん。

「……っ!?」

　衝しよう撃げきと共に、不意に後頭部に鈍にぶい痛みが走って。わたしはたまらず、その場にうずくまる。

　部屋付きのトイレにでも潜ひそんでいたのか。いつの間にか背後に数人、棒……いや、錫しやく杖じようのようなものを握にぎった男たちが立っていた。

　スクラブを着ているが、その顔に見覚えはない。病びよう棟とうの看護師では、ない。

　わたしは顔をしかめて彼かれらを見て、そして──彼かれらの一人に抱だきかかえられた、九く頭ず龍りゆうさんの姿に気付く。

「……く、ずりゅう、さん」

　手を伸のばそうとして、しかし、それより先に先頭の男がもう一度、錫しやく杖じようを振ふりかぶって。

　そしてそこで──わたしの意識は一度、途と切ぎれ落ちる。




　後になって思う。あきみさんと一いつ緒しよに来ていれば、ひょっとしたらこうはならなかったかもしれないと。

　……けれど、それでも。この判断が正しかったかどうか、と訊きかれれば──今のわたしであればイエスと答えるだろう、だって。




　この後の出来事に──少なくともあきみさんは巻き込こまずに済んだのだから。




　　　　　◆◆◆




　目を覚ますと、そこには見知らぬ天てん井じようが広がっていた。

「……っ、いたた……」

　頭がひどく痛む。触さわろうと手を動かそうとして、そこで手に何か、手て錠じようのようなものがはめられていることに気付く。

　仕方がないので両手を軽く開いたり閉じたりしてみる。しびれ感は、なし。足先の感覚や動きにも、妙みようなところはない。

　首を軽く前に曲げてみる。うん、髄ずい膜まく刺し激げき兆候なし。

　気を失う勢いで頭を殴なぐられたわりに、幸いに特に後こう遺い症しようはない様子だ。我ながら石頭である。

　と、そこで。わたしはふと違い和わ感かんを覚えて──愛用の眼鏡がないことに気付く。恐おそらくはあの時、殴なぐられた拍ひよう子しにでも落としたのだ。

　実のところ伊だ達てなので別に問題ないと言えばないのだが、とはいえ愛着のあるもの。後でちゃんと回収したいところだった。

　そんなこんなで、ひとまず我わが身みの状じよう況きようを確かく認にんしたところで、今度は周囲に目を向ける。

　じめじめとして薄うす暗ぐらい──けれども妙みように広い空間。わたしはその中央の、大きな柱の側そばに転がされていた。

　天てん井じようは高く、ところどころに開いた穴からは夜の空が垣かい間ま見みえ、月明かりが差し込こんでいる。

　……どこかの倉庫か、あるいは廃はい工こう場じようとでもいったところか。埃ほこりっぽい床ゆかの様子を見るに少なくとも、あまり人の手の入っていそうな空間とは思えなかった。

　そんな風に、周囲を窺うかがっていた矢先のこと。

「……う、うぅ」

　不意に隣となりから聞こえた呻うめき声に、はっとして視線を向けると、

「……九く頭ず龍りゆうさん！」

　隣となりに、倒たおれている彼かの女じよの姿を認めてわたしは声を掛かけた。

　声こえ掛かけに僅わずかに応答はするが──しかし目を開ける様子はない。ただぐったりとした様子で、時折小さく呻うめくだけだ。

　恐おそらく、彼かの女じよも連れてこられたのだろう。……いやむしろ。彼かの女じよがメインで、わたしはそのオマケとでもいったところか。

「……むう」

　よく寝ねたせいか妙みようにすっきりしてきた頭で、わたしは今までの状じよう況きようを一度整理してみる。

　九く頭ず龍りゆうさんの病室で、突とつ然ぜん謎なぞの集団に襲おそわれて。

　連中の狙ねらいは、どうやら九く頭ず龍りゆうさんらしくて。

　目覚めてみれば、どこだかも分からない場所。

　……ここから導き出される答えは──

　と、そんな思考を巡めぐらせていると。

　不意に、重い物を引きずるような音とともに光が差し込こんで──入り口の鉄てつ扉ぴが開いて、複数人の足音とともに何者かが入ってきた。

　法衣姿すがたに頭には分厚い布を巻きつけて、手に手に八角棒と長刀を携たずさえた──大昔の僧そう兵へいみたいな異様な風ふう体ていの大男が二人と──彼かれらを両りよう脇わきに従えた、背の高い黒コート姿の男が一人。明らかに、堅かた気ぎの人間には見えない。

「……おや、起きましたか」

　掛かけられた重々しい声に、わたしは無言で身を硬かたくする。

　発言者は、黒コートの男──頰ほおの瘦こけた、鋭するどい雰ふん囲い気きの男だった。

「手て荒あらな真ま似ねをして、申し訳ありません。ですが──その娘むすめを手に入れるに当たって、必要なことだったんですよ。用件が済めば、貴方あなたは無事に帰すと約束しましょう」

　わたしは後退あとずさりしつつ、脳内で情報を整理する。

　この前先生が話していた、『妙みような怪かい異い狩がり』たちの話。

　九く頭ず龍りゆうさんとわたしをさらった、この怪あやしい連中。

　……なんだろう。何だか分からないが、嫌いやな予感がする。

　わたしはしばし悩なやんで──しかし、彼かれに向き直った。

「貴方あなたたちは、『怪かい異い狩がり』ですか」

　わたしの問いかけに、男がその目を鋭するどく細めてこちらを見た。

「……『怪わ異れ狩わりれ』のことをご存知ですか。怪かい異い共どものことはまだしも、我々のことについてはあまり公おおやけにはなっていない筈はずですが──まあいいでしょう。巻き込こんだお詫わびです。改めて自己紹しよう介かいを」

　そう告げると、彼かれはくくっと奇き妙みような笑い声を上げて。




「はじめまして、私は『教授』。……十年前の『星凪』を引き起こした、その元凶です」

　恭うやうやしく、そう告げて一礼してみせる。

『星凪オカルテーシヨン』の元げん凶きよう。

　彼かれが告げたそんな言葉に、わたしは──ごくりとつばを飲み込こんだ。

「……『星凪オカルテーシヨン』の元げん凶きよう？　貴方あなたが？」

　その問いに、『教授』と名乗った彼かれはというとゆっくりと頷うなずいて。天てん井じようから差し込こむ月光をスポットライトのように浴びながら口を開く。

「十年前の『星凪オカルテーシヨン』。神々がこの世界を放棄するに至った、怪異狩りと神との大戦争──その先せん陣じんを切ったのが、この私なのですよ」

「はぁ……」

　自じ慢まんげな彼かれの言葉にそんな生返事を返すと、彼かれは不服げに鼻を鳴らす。

「……随ずい分ぶんと反応薄うすいですね貴方あなた。貴方方のような一いつ般ぱん人じんにとっては知られざる新事実でしょうに」

「え、あ、いえいえ驚おどろいてますよ。うわーびっくり」

「……おちょくってるんですか？」

　ふざけすぎました。先生の近くにいすぎたせいで悪あく影えい響きようが出ているのかもしれません。

　誤ご魔ま化かすように大きく咳せき払ばらいしつつ、わたしは改めて神しん妙みような表情を作って彼かれに向き直る。

「……それでその、お偉えらい『教授』様が一体何を企たくらんでいるんですか。怪かい異いを襲おそったり、わたしたちをさらったりして──一体何が目的なんですか」

　その問いに。彼かれは薄うっすらと、亀き裂れつのような笑えみを浮うかべて。

「決まっているでしょう。我々は『怪かい異い狩がり』。穢けがらわしい怪かい異い共どもを一匹ぴき残らずこの世界から駆く除じよすることが我々の使命。そのために彼かの女じよが──『月つきの娘むすめ』である彼かの女じよが、必要だったのです」

　わたしの隣となりで倒たおれている九く頭ず龍りゆうさんを指差して、そう──告げた。

「……月つきの、娘むすめ？」

「やっと、驚おどろいてくれましたね」

　わたしの呟つぶやきに、彼かれは満足げに頷うなずいて続ける。

「ええ、そうです。彼かの女じよは不ふ浄じようなるこの地上ではなく、あの空の向こう──清らなる月に住まうもの。『竹たけ取とり物もの語がたり』にも記されし天てん人じん種しゆなのです！」

　月つきの娘むすめ。月に住まう、天てん人じん種しゆ。

　その突とつ拍ぴよう子しもない話にわたしは動どう揺ようして──その一方で、けれど色々なことが腑ふに落ちる。

　病室で彼かの女じよが語った話の内容。それだけじゃない。

　住所不ふ詳しようで身元の分からない奇き妙みような怪かい異い。低酸素環かん境きように適応出来る、青い血。そして画像診しん断だんを受け付けない不思議な体。

　月から来たのなら身元を保証するようなものなど持っていないだろうし、低酸素に適応出来るのも不思議なことではない。画像診しん断だんについては──彼かの女じよに行おうとしたのはＸエツクス線せんやＣＴ。放射線を利用した検査だ。

　宇宙には、高エネルギーの放射線が飛び交かっていると物の本で読んだ覚えがある。であれば、月に適応した生き物ならそういった放射線から内臓を守るための皮ひ膚ふが発達しているというのもまあ──ギリギリ頷うなずける話だ。ここまで行くと、もはやＳＦめいてくるが。




　愕がく然ぜんとするわたしをよそに、『教授』は一人うっとりと月光を浴びながら滔とう々とうと言葉を続ける。

「あの星ほし凪なぎの晩。神々はこの世界を捨てて逃にげ去った。そして──そのせいで常識と非常識の境界は薄うすれ、『隠かくされていた』モノたちが、人の世界に進出してきてしまった。……だからこそ我々は『怪かい異い狩がり』として──あの戦いの当事者として奴やつらを再び、『隠されしものオカルト』にしなければいけません」

　狂きよう気きに満ちた顔でそう告げる彼かれを、わたしは鋭するどく睨にらみつけて、

「……彼かの女じよを、どうするつもりなんですか」

「神を、喚よぶのです。その娘むすめを──その青い血を贄にえとしてね」

　くく、と笑えみを零こぼしながら、『教授』はそう告げてわたしたちの方へと一歩、進み出る。

「あの七夜を境に神は消え。星々の輝かがやきもまた、偽いつわりのものへと変わった。けれど一柱だけ──あの清らなる月だけは、違ちがう。あの星ほし凪なぎの夜にあってもたったひとつだけ、消えることなく夜天を照らし続けたあの、清らなる月だけは」

　そう言って彼かれは月を仰あおぐ。

　欠けのない、十五夜の満月をうっとりと眺ながめて──彼かれはその名を、告げる。




「月の神性にして最古の死の神、イザナミ──我々は彼かの女じよを喚よび、その力で、その神威かむいでもってこの世界に再び、境界を引き直す。隠かくされしものは、隠かくされしままに。陰かげは陰いんに。非常識は、非常識に」

　その演説に。わたしはぎり、と奥おく歯ばを嚙かみしめる。

「そのために、彼かの女じよを殺すんですか」

「ええ。……怪かい異いごときが我々の役に立てるなら、本ほん望もうというものでしょう」

　そう告げる彼かれの表情に、罪悪感など微み塵じんもない。

　彼かれは、信じているのだ。怪かい異いを狩かることは、正しい行いであると──そう信じて、一ひと欠片かけらも疑っていないのだ。

「月も、高い──そろそろ頃ころ合あいですね。お前たち、アレを」

『教授』の促うながしに、後ろに控ひかえていた男たちが何かを差し出した。

　ボロボロの、年代物と思おぼしき金属製の矛ほこ。それを恭うやうやしく掲かかげながら、『教授』がこちらにもう一歩、踏ふみ出してきて──

「……何のつもりですか、お嬢じようさん」

　気づけばわたしは、『教授』から九く頭ず龍りゆうさんを庇かばうように立っていた。

「彼かの女じよは、殺させません」

　わたしの返答に、彼かれは眉まゆをひそめて──ああ、と小さく息を漏もらす。

「そういえば、貴方あなたは医者でしたか。……ふん、医者ね。忌いま々いましい」

　何かを思い出すように舌打ちをして、彼かれはわたしを睨にらみつける。

「どきなさい、小こ娘むすめ。これから我々が為なすは、正しき行い。邪じや魔ま立だてするなら貴方あなたも……」

「やれるものなら、お好きにどうぞ。……絶対、どきませんから」

　後ろ手で手て錠じようを嵌はめられたまま、わたしはそう言って、べーと舌を出す。

　その挑ちよう発はつに、彼かれは眉まゆをひくつかせて──

「……いいでしょう。ええ、丁度良かった。怪かい異い一匹ぴきだけで贄にえが足りる保証もなし──そうまで望むのであれば、貴方あなたにも我らの大義の礎いしずえとなって頂きましょう！」

　不気味な笑えみを浮うかべながら、彼かれはそう吐はき捨てて矛ほこを構える。

　そのボロボロの矛ほこ先さきを、わたしはじっと見つめて。……その時だった。

　矛ほこ先さきが肉を抉えぐる音の代わりに、響ひびいたのは重々しい、一発の銃じゆう声せい。

「……な」

　驚おどろいて口をあんぐりと開けている、『教授』。見れば、振ふり下ろされようとしていたはずの矛ほこが、その半ばから折れ飛んでいた。

　……そして。




「よーし。よく言った、バカ弟で子し」




　倉庫の大おお扉とびら側がわから聞こえてきたのは、この緊きん迫ぱくした状じよう況きようにそぐわない、世界全てを舐なめくさったような軽い声。

　普ふ段だんの白衣と対照的な真っ黒な革かわのコートに身を包み、片手にジュラルミンケース、片手に古めかしい回転式拳けん銃じゆうを構えたその声の主には──いやというほどに、見覚えがあった。




「……先、生」

「よう、死んでないようで何より」

　言いながら拳けん銃じゆうを懐ふところにしまい込こみ、彼かれ──先生は、いつも通りの獰どう猛もうな笑えみを浮うかべてみせた。

「「貴様、何者だ！」」

　野太い声をハモらせながら先生を鋭するどく睨にらむのは、『教授』の側そばに控ひかえた大男二人。

　普ふ通つうの人であればすくみ上がってしまうようなそんな剣けん幕まくに、しかし先生はというと、

「俺おれはたんなる通りすがりの医者さ。ここに来た目的は──」

　眉まゆ一つ動かさずそう言って。そこで数秒、顎あごに手を当てて何かを考えた後──




「そうだな。医療をしに来た」




　その凶きよう相そうに、いつも通りの皮肉げな笑えみを浮うかべてみせる。

　そんなマイペース極きわまりない態度が彼かれらの神経を逆さか撫なでしたらしい。わたしもそこは結構共感出来るところだったが、それはさておき──大男は先生を指差して『教授』へと向き直り、

「『教授』、こいつも殺して……『教授』？」

　指示を仰あおごうとしてしかし、『教授』と呼ばれた男は答えない。

　大男たちが怪け訝げんな顔で向き直ると、彼かれは──信じられないものを見たとばかりに目を見開いて、わなわなと震ふるえていた。

「……噓うそだろう。その額の傷に、黒の白衣。もしかしてお前、いや、貴方あなたは──」

「『教授』ねえ。随分と懐かしい呼び方だが──それはお前さんのことか？」

　そう言って、先生は。

　かつて『教授』と呼ばれた怪かい異い狩がりは──好戦的な笑えみを浮うかべてみせる。

「いやぁ、俺の名前を騙って好き放題やってるバカが居るって話を聞いて面食らったが──はっ、まさかこうして出会えるとはな。光栄だぜ」

「あ、あぁ……！」

　じりじりと後ずさりする男と先生とを、大男二人は困こん惑わくした様子で見比べて。やがてお互たがいに顔を見合わせた後、

「っく、なんだか分からんが、死──」

「うるせぇよ、話し中だ」

　長刀持ちの大男が振ふり下ろした一いち撃げきを左手のジュラルミンケースであっさり受け流すと、先生はそのまま姿勢を低くして、大男の顎あご下したに右みぎ拳こぶしで痛つう烈れつなアッパーを食らわせる。

「っんぅん!?」

　冗じよう談だんみたいに仰のけ反ぞって気を失った長刀持ち。しかしその時、先生の背後から、

「よくも、兄あに者じやを！」

　八角棒を持った大男が、先生の頭めがけて鋭するどい突つきを撃うち込こむ。

　その一いち撃げきは、先生の頭に直ちよく撃げきして──

　いや。

「おっと、危な」

　瞬まばたきしたその刹せつ那な、八角棒は空を切り。

　次の瞬しゆん間かん──丈じよう夫ぶそうなその八角棒は、半ばから断たち割られていた。

「……なっ!?」

　いつの間に取り出したのか。先生の右手に握にぎられていたのは、古めかしい外げ科か鋸のこぎり。

　先生はそのまま一足で八角棒男との間を詰つめると、左手のジュラルミンケースで八角棒男の腹を殴なぐりつける。

「ごほぅあ！」

　胃液を吐はき散らしながら膝ひざを折り、たまらず倒たおれ込こむ八角棒男。

　そんな彼かれを足あし蹴げにして（ひどい）、その瞼まぶたを強ごう引いんにこじ開けて、

「よし、白目剝むいてら」

　彼かれの意識が落ちているのを確かく認にんした後──立ち上がった先生に。

　呆ぼう然ぜんと事態を見つめていた男──『教授』を騙かたっていた男が、指を指して叫さけんだ。

「『教授』！　何故貴方がここに……！」

「そりゃあ、てめえがうちのバカと患かん者じやをさらったって聞いたからな。そこのバカだけなら兎とも角かく、患かん者じやを連れて行かれて見み逃のがすわけにゃいかねえよ」

　バカバカうっさいですよ。

　脳内で突つっ込こみつつ、趨すう勢せいを見守っていると──男は焦あせりに満ちた表情でその銃じゆう口こうを先生に向けて、

「遅おせぇよ」

　次の瞬しゆん間かん、銃じゆう声せいが轟とどろいて──けれどその銃じゆうを落としたのは、男の方だった。

　先生の左手には懐かい中ちゆう時ど計けいが握にぎられていて。そしてつい今しがたまで外げ科か鋸のこぎりを握にぎっていたはずのその右手には、どうしたことか再び、煙けむりを吐はいた回転式拳けん銃じゆうが握にぎられている。

「噓うそだ、私の方が早かったはず……なのに、何な故ぜ」

「抵てい抗こうはするなよ。怪け我がはさせたくねえんだ、手当てが面めん倒どうだからな……それより」

　先生はそう告げると、男に向き直って続ける。

　わたしたちの目の前に立ちはだかる男の肩かたは、小刻みに震ふるえていた。

「答えてもらおうか。……てめえは何なんだ。何が目的で俺おれを騙かたった」

　男はぐっと言葉を詰つまらせた後、やがて苦虫を嚙かみ潰つぶすような顔で口を開く。

「私は……揺ゆれ月つき七しち分ぶ。怪かい異い狩がりとして、貴方あなたに憧あこがれていた者です」

「名前なんざ訊きいちゃいねぇし、聞き覚えもねえな」

　先生の挑ちよう発はつ混じりのその言葉に、男──揺ゆれ月つきはぎりりと歯ぎしりしながら、怒いかりをこらえた様子で続ける。

「貴方あなたは、素す晴ばらしい怪かい異い狩がりだった。幾いく多たの強大な怪かい異いを打だ倒とうし、神すらも討うち滅ほろぼして──なのに貴方あなたは、変わってしまった」

　血走った目で、そう呟つぶやいて揺ゆれ月つきは先生を睨にらみつける。

「怪かい異いをこの地上から駆く逐ちくすることこそ我ら怪かい異い狩がりの悲願のはず。だというのに、貴方あなたは──よりにもよって怪かい異いの医者などと！　そんな馬ば鹿かげたことを言い出して我々を捨てた！　だから私は──貴方あなたの意志を引き継ついで！」

「意志、ねぇ。また勝手なことを」

　面めん倒どうくさそうに頭を搔かきながら、そう呟つぶやくと先生は呆あきれたように揺ゆれ月つきを見つめて、続ける。

「俺おれたちの役目は、怪かい異いを殺すことじゃない。人を守ることだ。今までも、これからもな」

　その言葉に。揺ゆれ月つきはくわっと眼めを見開いて。

　しばし呆ほうけた後、やがて──その表情に深い失望の色を浮うかべて首を横に振ふる。

「……ああ、やはりだ。やはり貴方あなたは、変わってしまった。『教授』はそんなことを言う人ではない。そんなのは、『教授』ではない──」

　生気の抜ぬけ落ちたような声でぶつぶつと呟つぶやくと、彼かれは不意に──背後にいたわたしたちの方へと振ふり返った。

「……私が、変えなければ。この狂くるった世界を、この間ま違ちがった世界を、正さなければ」

　そう呟つぶやくと。揺ゆれ月つきはいきなりわたしの腕うでを摑つかんで引き起こしたかと思うと、懐ふところから肉厚のナイフを取り出してわたしの首筋に突つき当てる。

　冷たい刃はの感かん触しよくがほど近い。というか彼かれの手がぶるぶると震ふるえているせいで、若じやつ干かん首に食い込こんで血が流れている。痛い。

「ふ、ふふ。動かないで下さい『教授』。動けばその瞬しゆん間かん、この小こ娘むすめの首を搔かっ切ります」

「おいおい、正式な手順を踏ふまなきゃ生いけ贄にえとして成立しねえぞ」

「そんなこと、もうどうでもよい！」

　怯おびえたように叫さけびながら、ナイフにぐっと力を込こめる揺ゆれ月つき。

「さあ、『教授』。この小こ娘むすめを殺されたくなければ、武器を捨てて手を上げて下さい！　……妙みような手品を使うようですが、無む駄だですよ。私を撃うてばこの小こ娘むすめにも当たります」

　その言葉に、先生は僅わずかに表情を硬かたくして、やがてその手の拳けん銃じゆうを床ゆかに置く。

　そんな、あっさりと従う先生を見て──揺ゆれ月つきはその表情に怪け訝げんな色を混ぜた。

「……不思議ですね『教授』。何な故ぜ貴方あなたはそんなにも、この小こ娘むすめに入れ込こんでいるのですか。こんな、ただの小こ娘むすめに」

　そんな、彼かれの問いに。

「入れ込こんでる、だと？」

　ぎろりと、先生は揺ゆれ月つきの目を真まっ直すぐに睨にらみつけて──やがて、くくく、と。押おし殺したような笑いを漏もらす。

「……何がおかしい」

「何がおかしい？　……そりゃお前さんの言った通り、何もかもさ。俺おれも、お前も、この世界中の誰だれも彼かれも。こんな『非日常』を、滅め茶ちや苦く茶ちやな世界を当然のように受け入れて、『日常』にしちまっている奴やつらが──おかしくないわけがないだろ？」

「そういう意味ではない！」

　青筋を立てて、ぎりりと歯は嚙がみする揺ゆれ月つきに、先生ははぁ、と小さくため息をつき──上げたままの右手の指を三本、立ててみせる。

「念のために言っておいてやるが。お前は三つ、間ま違ちがいを犯おかしている」

「……何？」

「ひとつ、うちの患かん者じやとそのちんちくりんの小こ娘むすめを誘ゆう拐かいしたこと」

　そう言って、薬指を畳たたみ。

「ふたつ、俺おれがそのちんちくりんの小こ娘むすめに入れ込こんでる、なんていうクソみたいな妄もう想そうをぶっこいたこと」

　そう言って、中指を畳たたみ。そして。

「みっつめが」

　そう言って、残った人差し指で──揺ゆれ月つきを。




「そいつをただのちんちくりんの小こ娘むすめだと、勘かん違ちがいしていたことだ」




　突きつけられたナイフの刃先を摑んでいたわたしを、指差した。




「……な……」

　先生の指差しに振ふり向いて、その表情を驚きよう愕がくで歪ゆがめる揺ゆれ月つき。

「貴様、手て錠じようは──」

「ああ、アレですか。いい加減邪じや魔まだったので、壊こわしました」

　言ってわたしは、片手にぶら下がったままの手て錠じようを見せてやる。

　その手て錠じようの片割れは──数千年前の鉄器か何かみたいに錆さびついて、朽くち果てていた。

「ええと、すみません、揺ゆれ月つきさん。タイミングがなかったので、言いそびれちゃいました」

　そう告げて、後ずさる揺ゆれ月つきに向かって一歩を踏ふみ出すと──彼かれはわたしから目を離はなさずに、震ふるえる声で呟つぶやく。

「……錆び、腐食──腐敗。……ああ、まさか。まさかお前は。いや、貴方あなた様さまは──」

「ええ、恥ずかしながら」

　こほん、と咳せき払ばらいして。わたしはいつものように、




「申し遅おくれました。わたしはイザナミ──貴方あなたたちの言うところの、神様です」




　そう自己紹しよう介かいをして、静かに頭を下げる。

「……って言っても、今はこうして受じゆ肉にくしてるので正確には元・『神様』って感じなのかもですけどね……ってアレ、笑って下さいよ」

「いやー、笑いどころ分かんねーぞそれ」

　壇だんの下からの先生の突つっ込こみに、わたしは頰ほおを膨ふくらませる。

「本当に先生はいっつもいっつもわたしのやることにケチつけますよね。あの『星凪オカルテーシヨン』の時だって、折角わたしが世界を滅ぼそうと思ったのに邪じや魔ましてくれましたし」

「ったりめーだバカ。お前のヒステリーに付き合って人類滅ほろぼされてたまるかってんだ」

　呆あつ気けに取られる揺ゆれ月つきをそっちのけにして口論を始めるわたしたち。

　揺ゆれ月つきはしばらく呆ぼう然ぜんとそれを見ていたが──やがて我に返ったのか、わなわなと唇くちびるを震ふるわせながらわたしを指差して叫さけぶ。

「……バカな！　あり得ん！　あの恐おそろしき死の神が、あの創世の母はは神がみが──たった一柱この世界に残った『清らの月』の神格が……誰だれかに封ふうじられたわけでもなく、こんなちんちくりんで貧ひん相そうな肉体で受じゆ肉にくしているなどと！」

「さっきからちんちくりん言い過ぎですよあんたら」

　シリアスな空気だったので突つっ込こまずにいましたけど、結構傷ついてるんですからねわたし。

　若じやつ干かん落ち込こんでうなだれていたわたしの前で、揺ゆれ月つきは頭を抱かかえて唸うなり──しかし、

「……いや待てよ、しかし」

　何かに気付いたのか顔を上げると、妙みように清すが々すがしい笑え顔がおでわたしを見る。

「……失礼しました、イザナミ様。偉い大だいなる御おん身みを前にして、取り乱してしまいました」

「はぁ」

　噓うそつけ。内心でそう呟つぶやいたわたしに、彼かれは頭こうべを垂れると、

「御おん身みが顕けん現げんなさったのであれば、もはや贄にえの必要もない。……いいでしょう、御おん身みのご意思に従って彼かの女じよは解放します、その代わりに──」

「やですよ」

「ぬぅうん!?」

　即そく答とうするわたしに、彼かれは再度崩くず折おれて。懇こん願がんするような顔でこちらを見つめる。

「何な故ぜですか！　神去りし今、世界は無む秩ちつ序じよの中にある。魑ち魅み魍もう魎りようが我わが物もの顔がおで大手を振ふって歩き、人の世は人だけのものではなくなりつつある。今こそ──今こそ新たに境界線を引き直し、あの穢けがらわしいものどもをこの世から放ほう逐ちくすべきでは！」

　暑苦しい人だなぁ、本当に。

　わたしは大きくため息をついて、諭さとすように彼かれに告げる。

「申し訳ないですけど、それは出来ません」

「何な故ぜですか！」

「面めん倒どう臭くさいし、そもそもわたし一柱程度じゃあどーもなりませんし。何より」

　フレデリカ嬢じように夢ゆめ野のさん、鞍くら馬まさんに、九く頭ず龍りゆうさん。

　今まで診みてきた人ならざる彼かれらのことを思いながら、わたしは──告げる。

「彼かれらもまた、貴に方んたげちんと同様。わたしにとっては大事な大事な、『子供たち』ですから」

　その返事に、揺ゆれ月つきは目を見開いて固まって。

　そのまま──糸の切れた人形みたいにその場にへたり込こんだ。




　……ふふん、どうやらわたしの慈じ愛あい溢あふれる演説に心打たれたようですね。

　そんな満足のいく反応に、わたしが密ひそかに鼻の穴を膨ふくらませていると、

「……は、はは」

　薄うす笑わらいを漏もらしながら、揺ゆれ月つきが再びゆっくりと立ち上がった。

　その動きに力はなく、なんだか惰だ性せいだけで動いているような不安定さを感じる。

「なるほど。はは、なるほど。怪かい異いも、我々と同じ。は、はははは」

　なんか、イヤな予感が。そう思っていると──彼かれはそこでぴたりと哄こう笑しようを止やめて、

「……っふ、ざ、けるなぁあぁぁぁ！」

　叫さけび声ごえと共に彼かれはぎゅっとナイフを握にぎりしめ、わたしに向かって繰くり出す。

「詠よみ！」

　先生が叫さけんでこちらへと駆かけ寄ろうとするが、間に合わない。

　刀は先さきが、真まっ直すぐにわたしのおなかに吸い込こまれて──しかし。わたしのおなかにも、服にすら、傷ひとつなかった。

「……え」

　目を瞬またたかせて刃はを引く、揺ゆれ月つき。

　その分厚い刀身は──手て錠じようと同じようにびっしりと赤あか錆さびで覆おおわれて、朽くち果てていた。

「使いたくなかったんですけどねー、これ」

「ひぃっ!?」

　ため息をつきながら、わたしがそう告げると。さっきまでの威い勢せいはどこへやら、彼かれは尻しり餅もちをついてかさかさと後ずさる。

　そんな彼かれを見下ろしながら、わたしは己おのれの髪かみ──腰こしほどまで真まっ直すぐに伸のびた、真っ白な髪かみをつまみ上げてもう一度ため息をつく。

「……使うと髪かみの毛けこんなんになっちゃいますし。……しかもこれ切りに行くとすっごく変な顔されますし。かと言ってこんな頭して出勤したら怒おこられちゃいますし」

　ぶつくさ呟つぶやきながらわたしが一歩進み出ると、揺ゆれ月つきは再び悲鳴を上げて後ずさり、震ふるえる指でこちらを指差した。

「っ、今のは……」

「よくご存知でしょう、イザナミ──黄よ泉みの管理者たる、死の神格のことは」

　わたしはそう言うと、彼かれが取り落とした矛ほこの柄えをつまみ上げて。

　瞬しゆん間かん──それはさらさらと砂になってこぼれ落ちていく。

「わたしの特性は万ばん物ぶつの死、あるいは腐ふ敗はい。この程度のことは、お茶の子さいさいなんですよ。……ま、実生活じゃ殆ほとんど使い道ないのがアレなんですが」

　ちなみに一度チーズとかヨーグルトとかを自作できないものかと試ためしてみましたが、細かい強弱調整が上う手まくいかなかったせいで結局ただの対神兵器が完成しただけでした。




　尻しり餅もちをついたままの姿勢で揺ゆれ月つきはわたしを見上げ──愕がく然ぜんとした表情で、呟つぶやく。

「……何な故ぜ。何な故ぜ御おん身みは……こんな地上で、人の真ま似ね事ごとなどをしているのです」

「ま、色々あるんですよ色々と。でもそうですね、強しいて言うなら──」

　わたしは少しだけ考えて。

「ちょっとした心のリハビリ、ってところですかね」

　そう告げて、彼かれに向かって満面の笑えみを浮うかべながら、一歩踏ふみ出す。

　彼かれはぶるぶると震ふるえて、歯を食いしばって──倒たおれっぱなしの僧そう兵へいたちに怒ど声せいを浴びせる。

「おいお前ら！　寝ねている場合か、こいつらを──」

「無む駄だですよ」

　わたしがそう言ったその瞬しゆん間かん、揺ゆれ月つきは引きつったような声を上げて言葉を吞のむ。

　そんな彼かれの前に立つと。わたしは彼かれに手を伸のばして──

「わたし、一日に千人を殺せるんです」

「……ひっ！」

　脈打つ総そう頸けい動どう脈みやくに触ふれるようにその首筋を撫なでながら、目め一いつ杯ぱいの凄すごみを利きかせて、わたしは続ける。




「ねえ揺ゆれ月つきさん。貴方あなたのお仲間は、あと何人くらいいらっしゃるんでしょうね？」
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　……よし、決まった。我ながら、ナイス恫どう喝かつ──

「……って、あら」

　わたしが胸中でガッツポーズをキめていると。かくん、と、揺ゆれ月つきの身体からだが糸の切れた操あやつり人形みたいに力なく崩くず折おれた。

「気絶してんな。よっぽどショックだったんだろう、お前みたいな奴やつが追い求めていた神様で」

　いつの間にか近くに来ていた先生が、白目をむいて泡あわを吹ふいている彼かれの顔を覗のぞき込こんでぽつりとそう診しん断だんする。

　その言葉に微び妙みように釈しやく然ぜんとしないものを感じつつ、わたしはほうと息をついて──その場にへたり込こむ。

　……生きた心地ここちがしなかった。

「ご苦労さん。いいハッタリだったぜ」

「……そりゃどーも」

　言いながら近づいてきた先生に憮ぶ然ぜんとしつつそう返し、わたしはもう一度、息を吐はく。

　先生の言う通り。実のところ今の言葉は、半分はハッタリだ。

　確かに、わたしが全開で神威かむいを撒まき散らせば問答無用で千人──人が死ぬ。

　そういうふうに、かつて約束した。

　……だけどそれはあくまでわたしが正しく「神」であった時の話。現状のように人の肉体を得ている状態では──精々百人、いや、十人も殺せばそれだけでガス欠だろう。

　とまあ、それはさておき。

「それより先生、どうしてここに……『学会』の会議があったはずじゃ」

　わたしの質問に、先生は肩かたをすくめて、

「あきみちゃんが大泣きしながら連れん絡らくしてきてな。事情が事情だから、途と中ちゆうで切り抜ぬけて戻もどってきたのさ。……この場所の検けん索さくもあいつらの手を借りる羽目になったし、やれやれ。だいぶ借りを作っちまった……と、そんな話は後だ」

　珍めずらしく苦々しくそう告げた後、先生は早足で九く頭ず龍りゆうさんの元へと駆かけ寄る。

「……詠よみ、まだ気ぃ抜ぬくタイミングじゃねえぞ」

　先生が告げたそんな一言。それに反応して、わたしは緩ゆるみかけた緊きん張ちようの糸を引っ張り直す。

「……そうだ、九く頭ず龍りゆうさん──」

　慌あわてて駆かけ寄って、意識状態を確かく認にんすべく彼かの女じよへと呼びかける。

「九く頭ず龍りゆうさん、分かりますか！」

「……おかあ、さま。どうしたの、その髪かみ──なんか、へん」

「う、気にしてることを……って、そうじゃなく！」

　意識状態は、一応は保たれている。疎そ通つうも問題ない。だが──こちらを見つめる彼かの女じよの顔色は真っ青で、呼吸も速く、浅い。

　こんな衛生状態の悪い場所に連れてこられたのだから当たり前だが──明らかに病院にいた時より悪化している。

　脈を触ふれようと手首を探さぐる。一応触ふれはするものの、その圧はひどく弱い。そして、

「……熱い」

　彼かの女じよの手は、ひどく熱かった。

　そんな、単なる感かん染せん症しようで片付けるにはあまりにも暴力的な病態に──わたしはひとつの嫌いやな可能性を思い浮うかべる。

「……敗はい血けつ、症しよう」

　敗はい血けつ症しよう。それは感かん染せん症しようを起因とする全身の炎えん症しよう性せい障害。

　発熱や頻ひん脈みやく、呼吸数の増加を伴ともなうそれは進行すると共に呼吸、循じゆん環かんの不全をきたし──最終的には多た臓ぞう器き不ふ全ぜんへと至る、感かん染せん症しようの最終局面だ。

　致ち死し率りつは非常に高く、対処を一歩でも誤れば──その瞬しゆん間かん、全てが終わる。

「けど、何で。喀かく痰たんの塗と抹まつも培ばい養ようも、何も異常は……」

「……常じよう在ざい菌きんだ」

　誰だれにともなく呟つぶやいた言葉に、先生が眉まゆをひそめてそう返す。

「『月つきの娘むすめ』──この子は月から来たと、あいつはそう言っていたな。だとすりゃ合点がいく。彼かの女じよの体には、地上の細菌に対する抗体がないんだ」

　先生の告げたそんな答えに、わたしは頭のなかで何かが繫つながるのを感じた。




　人の体内には「抗こう体たい」と呼ばれる、外敵を駆く除じよするための武器が備わっている。

　普ふ段だん人はこの抗こう体たいの力で常じよう在ざい細さい菌きんや弱じやく毒どく菌きん、あるいは既すでに感かん染せん経験のある病びよう原げん菌きんなどから身を守っているのだが──しかしその多くは生まれた時から備わっているものではなく、母親から受け継ついだり、あるいは一度病びよう原げん菌きんに感かん染せんしたりすることで敵の形を認にん識しきし、敵を「覚える」ことで造り出されるものが殆ほとんどである。

　普ふ通つうの人であれば、多少の病びよう原げん菌きんやその他常じよう在ざい菌きんの感かん染せんを受けたとしても、それがごく軽度であるならば免めん疫えき機能によってそれらを排はい除じよすることが出来る。

　だが──九く頭ず龍りゆうさんは。

　月の住人であるという彼かの女じよの体は恐おそらく、地上の細菌を知らない。

　それはつまり皮ひ膚ふ常じよう在ざい菌きんにかかわらず、空気中、ベッドの上──ありとあらゆる場所に偏へん在ざいしている細さい菌きんたちに対する防ぼう御ぎよ手段を、一いつ切さい持っていないということに等しい。

　……そんな丸まる腰ごしでは、多少の抗こう菌きん薬やくを入れていたところで感かん染せん症しようの勢いを止めることは出来ないだろう。




「つまり、彼かの女じよの病態は──」

　わたしの言葉に、先生は頷うなずいて続ける。

「常じよう在ざい細さい菌きんの日和ひより見み感かん染せんを契けい機きとした、敗はい血けつ症しよう。要はそういうことだ」

　その言葉に、その診しん断だんに。

　わたしは弾はじかれたように九く頭ず龍りゆうさんを、見る。

　敗はい血けつ症しようが進行しつつある状じよう況きよう。このまま彼かの女じよを放置しておけばそう遠くないうちに、ショックを起こして死に至る可能性もある。

　だが──こんな場所では。薬も道具もない、こんなひなびた廃はい倉そう庫こでは何も出来ない。

　敵の正体は分かっているのに、手出しが出来ない。

　わたし一人じゃ、何も出来ない。




　どうしよう。

　どうにか、しなければ。

「……おかぁ、さま」

　九く頭ず龍りゆうさんが、不安そうにわたしを見て呟つぶやく。

　その声を聞いた瞬しゆん間かん、頭の中が真っ白になりそうになって──けれどわたしは必死で、今出来ることを探そうとする。

　わたしに、出来ること。

　万ばん物ぶつに『死』をもたらす力。

　……そうだ。この力を使えば、彼かの女じよの中の細さい菌きんだけを殺すことも出来るんじゃ──

「やめとけ」

　いつの間にか伸のばしていた手を、先生の手が摑つかんで止める。

「でも、先生。わたしの神威かむいを使えば──」

「このお嬢じようちゃんの体内の細さい菌きんだけを殺す、ってか。そんな器用なコントロールの出来る力じゃねえだろ、それでお嬢じようちゃんが死んだらどうする」

「でも、今はこれに賭かけるしか……」

　言いかけたわたしのおでこに。次の瞬しゆん間かん、先生の痛つう烈れつなデコピンが飛ぶ。

　いつにも増して手心なしの一いち撃げきに、思わず悶もん絶ぜつするわたし。

「……ったぁ……何するんですかこんな時に！」

「何するんですかじゃねえ。お前な、何言ってんのか分かってんのか」

　先生の顔は、笑っていなかった。これは──本当に怒おこっている時の顔だ。

　思わず口をつぐむわたしに、先生は小さくため息をついて続ける。

「いいか詠よみ。医い療りように『賭かけ』なんて、あっちゃあいけないんだ。……俺おれたちはいつでも、百パーセント助かる可能性だけを探さなきゃあいけない」

　先生の言葉は、もっともだ──だけど。

　俯うつむくわたしの頭に。その時ぽん、と先生の手が触ふれた。

　使い込こまれてぼろぼろの、黒い革かわ手て袋ぶくろ。そのごわごわとした感かん触しよくが──わたしの頭を撫なでる。

「大だい丈じよう夫ぶだ、お前は一人じゃない。……自分一人でどうしようもなかったら、大人しく白旗揚あげろ。それが、プロってもんだ」

　手て袋ぶくろ越ごしなのに、その手は温かくて。その言葉は──腹が立つくらいに温かくて。

　その瞬しゆん間かん、わたしは不思議と心がすーっと落ち着いてくるのを感じた。

「ありがとうございます、先生」

「うわ、お前に礼言われるとか気持ち悪っ」

「……ホント一言余計ですね!?」

　折角人が殊しゆ勝しような態度を見せてみたというのに、なんという言い草でしょうか。

　唇くちびるをとがらせるわたしに先生は意地悪く笑って、

「ようし、調子戻もどってきたみたいだな。それじゃあ、本題に入るとしよう。兎とにも角かくにも、こんな場所じゃあ治ち療りようも始められん。まずは……」

　そう言いかけた、その矢先。

　倉庫の周辺から何か、騒さわがしい足音が聞こえてきて──何かと思っていると、扉とびらの方からおよそ十人ほどか。恐おそらく揺ゆれ月つきの一味なのだろう、そこらでのびている大男二人組と同じような僧そう兵へい風ふうの格好をした男たちが入り込こんできた。

「『教授』！　申し訳ありません、侵しん入にゆう者しやが……って、──なっ!?」

　先頭の男が、わたしの足元でのびている揺ゆれ月つきを見て目を剝むく。……あ、これ、マズイですね。

　何となく先の展開を予想してため息をついていると、男はわたしたちをびしっと指さし、

「くそ、よくも『教授』を……ひっ捕とらえて、殺せ！」

　彼かれらの間にみるみるうちに殺意が伝でん播ぱし、充じゆう満まんしていくのが見て取れる。ああ、やっぱり。

「……先生。随ずい分ぶん慕したわれてるっぽいですよ」

「そうらしいな。ったく、その割に俺おれの顔も知らんたぁ失礼な奴やつらめ」

　ぶつくさ言いながら、臨戦態勢をとる先生。わたしもそれに倣ならって……と言っても武術の心得とかはないので気持ちだけだが、いつでも対応出来るように体に緊きん張ちようを走らせて──しかし、その時のことだった。




　不意に空が、真昼みたいに明るくなって。

　辺りが真っ白に塗ぬりつぶされて──そして。




　薄うす目めを開けて、錐すい体たい細さい胞ぼうをフル動員させて目を慣らすと、囲んでいた男たちが全員、その場に崩くず折おれていた。

「……え？」

　突とつ然ぜんのことに呆ほうけていると、倒たおれた彼かれらは喧やかましくいびきを漏もらしている。どうやら眠ねむっているだけらしい。それよりも。

「……何ですか、アレ」

　そこに浮うかんでいた、倉庫をまるまる覆おおうほどの巨きよ大だいな光の塊かたまりを見つめて──思わずそう、呟つぶやきを漏もらす。

　輪りん郭かくのおぼつかない、大きな光の塊かたまり。そうとしか呼べない物体。

　じっと見つめていると──その中から階段のようなものが伸のびてきて。

　そこから数体の『何か』が降りてくるのが見えた。




　逆光でよく見えないが、シルエットは長い耳がぴんと二本立った、まるで兎うさぎのような『何か』。

　そしてそんな彼かれらに、まるで守られるようにして降りてきたのは──

「……かがや、さん？」

　間ま違ちがいない。服装こそ中世日本の絵巻に出てくるような十じゆう二に単ひとえ姿すがたではあるが、その顔立ちは九く頭ず龍りゆうさんと瓜うり二ふたつである。

　……どういうことなんでしょう。首を傾かしげていると──




「……おかあ、さま」




　後ろから、弱々しいそんな声が聞こえて。

　振ふり返ると──かがやさんがよろよろと立ち上がって、光の中から降りてきた『彼かの女じよ』をじいっと見つめていた。

「……おかあさま、って。つまり」

　二人を見比べていると──十じゆう二に単ひとえの方がわたしの方を剣けん吞のんな表情で見つめて、口を開いた。

「貴女あなたが、地上のお医者様ですね」

　結構な距きよ離りがあるはずなのに、どうしてかその声は頭に直接響ひびいてくるようにはっきりと聞こえる。声こわ色いろも、だいぶ理知的でこそあるが九く頭ず龍りゆうさんのものとそっくりだ。

「貴方あなたは……」

「月の天人。この子の、母親か」

　わたしを遮さえぎって先生が告げたそんな言葉に、わたしは目を丸くして先生へと振ふり返る。

「……お母、さん？」

「竹たけ取とり物もの語がたりの記述を借りるなら、かぐや姫ひめが月に帰るのは十五夜──満月の晩。……月からお迎むかえが来るのには、丁度いいタイミングだ」

「お迎むかえって、つまり……」

　わたしの言葉に、先生は頷うなずいて。

「ああ。……連れ戻もどしに来たんだろう、この子を」

　そう告げて、先生は静かに十じゆう二に単ひとえの女性を見つめると──彼かの女じよはゆっくりと頷うなずいて。

「その通りです。地上の方」

　その青い目が、こちらを真まっ直すぐに、鋭するどく見み据すえた。

　深海のような色のその視線。なぜだか根源的な恐きよう怖ふを感じさせるその色に、わたしが本能的に身構えていると──

「……かがやが、お世話になりました」

　ぺこりと。

　そんな言葉と共に、彼かの女じよはなんと、頭を下げた。

「……へ？」

「事情は、ある程度は把は握あくしています。貴女あなたたちは、この子の命を救おうとしてくださったのでしょう？　なら──礼節を欠くというのは、我々月の民たみの誇ほこりにもとります」

　そう告げるお母さんの目は、相変わらず鋭するどい光をたたえていたが。さりとてその言葉に、虚きよ飾しよくの響ひびきはなかった。

　……幸い、話の通じそうな雰ふん囲い気きだ。わたしはほうと息を吐ついて、お母さんへと向き直ると、

「あの、九く頭ず龍りゆうさんのお母さん。実は──」

「許可できません」

「九く頭ず龍りゆうさんをもう少し地上に……って、え？」

　目を瞬またたかせるわたしに、お母さんはというと表情をぴくりとも変えずに首を横に振ふる。

「助けていただいたことには感謝しますが──あとは貴女あなた方がた地上の民たみには、関係のないこと。この子は責任を持って、私たちが連れて帰ります」

「いや、あの！　ちょっと待ってください！」

　呼び止めるわたしに、お母さんは少しだけ、鬱うつ陶とうしそうに眉まゆ根ねを寄せて。

「……なんですか。貴女あなたには一応の借りがある以上、聞いてあげますが──これ以上穢え土どの空気など吸いたくはないのです。手短に」

　どこか刺とげ々とげしいその態度に気け圧おされつつも、わたしはずいと一歩前に踏ふみ出して、口を開く。

「ええいいですよ、手短に言います。九く頭ず龍りゆうさん──かがやさんを連れて行くのは、もう少し待ってください」

　今の九く頭ず龍りゆうさんの状じよう況きようは、極きわめて危あやうい。こんな状じよう況きようで彼かの女じよを帰すわけにはいかない。

　しかしわたしの言葉に、お母さんは不思議そうな顔をして。そしてやがて、小さく失しつ笑しようを漏もらしたあと、

「考こう慮りよするに値あたいせず、ですね。……それに」

　彼かの女じよはそう言って、冷たい視線で九く頭ず龍りゆうさんを一いち瞥べつし──

「かがやの障さわりはこの穢え土どの氣きのせいでしょう。それに、こんな場所に長居すればまた妙みようなことに巻き込こまれかねない」

　そう告げると、彼かの女じよはその夜空色の目でじいっとわたしを見つめる。

「すぐに浄じよう土どに帰るのが、この子のため──違ちがいますか、お医者様」

　彼かの女じよから発せられる奇き妙みような威い圧あつ感かんに気け圧おされて、わたしはつい、萎い縮しゆくしそうになって。

　けれどその時──沈ちん黙もくを保って趨すう勢せいを見守っていた先生が、口を開いた。

「ちょいと待ってくれよ、お母さん」

「……何ですか、貴方あなたは」

「こいつの上司さ。……あんたの言い分も分からなくはないが──どうやらこいつが何か言いたいことがあるらしいんだ。ちょいと後進のために、聞くだけ聞いてもらっちゃくれんかね」

　ぼすぼすとわたしの頭を無ぶ遠えん慮りよに叩たたきながらそう告げる先生。そんな先生を、お母さんはひどく嫌いやそうな目で睨にらみつけた後、

「……いいでしょう。申してみなさい」

　静かにそう言い放って、わたしへと視線を移す。

　……う。ものすごく、事件の中心にいる感じ。

　重圧に耐たえ切れず、思わず逃にげ出したくなってきます。けど、

「……せんせい……」

　不安そうな顔でこちらを見つめる九く頭ず龍りゆうさんに、わたしは精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおを返して。

　それから、お母さんに真まっ直すぐに向き直る。

　……こういう暑苦しい展開は、本当に苦手なんですが。

　かといって──何もかもを投げ出すというのは、もっと苦手とするところなのです。




　わたしはすう、と大きく息を吸った後、腹を決めて口を開く。

「お母さん。お母さんのおっしゃるご意見は、もっともだと思います。確かに、今の九く頭ず龍りゆうさんにとってこの地上は──環かん境きようとしてよくない。療りよう養ようのために早くもとの環かん境きように戻もどるというのも、なるべく早くにそうするべきだとは思います。けど」

「けど？」

　うう、威い圧あつ感かん。負けるな、わたし。

　わたしは拳こぶしをぎゅっと握にぎり締しめると、こちらを睨にらむ青い瞳ひとみをじっと睨にらみ返す。

「……九く頭ず龍りゆうさんは今、緊きん急きゆうで治ち療りようが必要な状態です。今ここで、治ち療りようをやめるわけにはいきません」

　わたしの言葉に、お母さんは表情を変えないまま小さく嘆たん息そくする。

「……貴女あなたがこちらをどう思ってるのか、知らないけれど。こちらにも、医院はあります。そこで診みてもらえば──」

「それじゃあ、ダメです」

　お母さんの言葉に、わたしは首を横に振ふって返す。

「ただの怪け我がだとか、あるいは他の病気であればそれでも良かったでしょう。でも──九く頭ず龍りゆうさんが罹かかっているのは、地上の細菌による感染症です。……月の医い療りようの水準というのは寡か聞ぶんにして知りませんけど。月にいない未知の細さい菌きんに対して、十全な治ち療りよう介かい入にゆうが出来るんですか？」

「……む」

　お母さんの眉まゆが、微かすかに苛いら立だったように動く。わたしはそれを確かく認にんすると、さらに言葉を継つぎ足す。

「それに。繰くり返すように、今回九く頭ず龍りゆうさんが罹かかってしまったのは感かん染せん症しようです。九く頭ず龍りゆうさんにとって未知の、地上の細さい菌きんによる初しよ感かん染せん。であれば──もし今、九く頭ず龍りゆうさんが貴方方がたの世界にお帰りになったら、どうなると思いますか。誰だれ一人ひとりとして免めん疫えきを持たないところに、貴方方の言うところの『穢けがれ』を持ち込こんだら──どうなります」

「……それ、は」

　わたしの言葉の意図するところが、幸い伝わったらしい。お母さんはその表情に驚おどろきを浮うかべると、九く頭ず龍りゆうさんとわたしを交こう互ごに見比べて小さく呻うめいて、

「……確かに、貴女あなたの言うことも、その通りでしょう。ええ、認めます。ですが」

　そう言って言葉を切ると、その美び貌ぼうに元の冷静さを取り戻もどして、告げる。

「じゃあ貴女あなたに──穢え土どの賤せん民みんに任せたところで、一体何が出来るというのですか」

　それはもはや遠えん慮りよのない、恐おそらく彼かの女じよの本音からの物言い。

　地上を見下す天人としての、傲ごう慢まんな言葉。

　そんな彼かの女じよに、わたしはしかし精せい一いつ杯ぱいの落ち着きを取り繕つくろって向き合うと、

「出来ますよ。そりゃもう色々と」

　そう言って──いつもの先生を思い出して、にやりと笑って腕うでを広げてみせる。

「まず、抗こう菌きん薬やくの持続点てん滴てき。これは兎とにも角かくにも要かなめですからね。症しよう状じようが落ち着くまでは続けます。……それと、九く頭ず龍りゆうさんは地上の細さい菌きんに対する抗こう体たいが圧あつ倒とう的てきに足りませんから──そうですね。抗こう菌きん薬やくだけではコントロールしきれないかもしれないので、ＩＶＩｇ……血けつ液えき製せい剤ざいなんかを入れるのもいいかもしれません」

　ＩＶＩｇというのは、別名を免めん疫えきグロブリン大たい量りよう療りよう法ほうという──免めん疫えき不ふ全ぜんの患かん者じやさんなどに対して用いられることもある、感かん染せん症しようの治ち療りよう法ほうのひとつである。

「血けつ液えき、製せい剤ざい？　穢けがらわしい地上人の血を、入れようというの!?」

「うーん、まあ、血といえば血なんですけど。いわゆる血っていうよりは、細さい菌きんやウイルスに対する抗こう体たいだけを分ぶん離り精製したもので……今回みたいな、抗こう体たいが全然造れていない患かん者じやさんに対してはかなり有用なものなんですよ」

「っ……野や蛮ばんな」

「野や蛮ばんで結構です。それで九く頭ず龍りゆうさんが助かるのなら」

　……今のわたしは先生だ。怖こわいものなんて何もない、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな先生だ。そう自己暗示をしながらわたしは更さらに開き直って、説明を続けていく。

「他にも、いくつか必要な治ち療りようがあります。敗はい血けつ症しよう後ごでＤＩＣ──血液の凝ぎよう固こ異常をきたす可能性もありますから、そちらの方もしっかり診みていかなければいけませんね。……とまあ、だいたいこんなところでしょうか」

　そう言って、わたしが説明を締しめくくると。

　お母さんはしばしわたしを静かに睨にらみつけて──やがて、淡たん々たんと口を開く。

「……治ち療りようは、分かりました。だけど、肝かん心じんのことが解決されていません」

「肝かん心じんなこと？」

　お母さんは、小さく頷うなずく。その表情は硬かたいが、しかし──先さき程ほどまでよりかは興奮は治まったようだった。

「月の民たみにとって、穢けがれた地上の空気は毒。……そんな環かん境きようで貴女あなたの言う治ち療りようを受けたところで、良くなるとは──」

「ああ、そういうことですか。それなら」

　なぁんだ、そんなことですか。思ったよりも軽い質問が来てくれたことに内心安あん堵どしつつ──わたしは犯人と相対した名めい探たん偵ていのようなドヤ顔で、




「無菌室。そういう便利なモノが、地上にはあるんです」




　と。さっき先生に指し摘てきされた時から温め続けていた回答を、披ひ露ろうする。

「まあ、無む菌きん室しつとは言っても勿もち論ろん完全にゼロとはいかないんですけどね。それでも陰いん圧あつ管理と徹てつ底ていした清潔管理のお陰かげで、外部からの感かん染せんの可能性を限りなくシャットアウトすることが出来るんです」

「……そんな、ものが」

「時間と場所が合ってればご案内したところなんですけど──生あい憎にくこの状じよう況きようなので、すみませんが割かつ愛あいさせてもらいます」

　なんて、気取った態度でそう告げて。

　……その裏の内心では、自信のタネがそろそろ尽つきかけていて結構テンパっていた。




「ねえ、かがや。貴女あなたは──どうしたい？」

　再びお母さんは口を開いて。彼かの女じよはそう、九く頭ず龍りゆうさんに問う。

　九く頭ず龍りゆうさんは少し悩なやむと、小さく頷うなずいて。

「……おかあさまに心配をお掛かけして、ごめんなさい。だけど……私は、ちゃんと病気を治して帰りたい。おかあさまに、みんなに……迷めい惑わくは掛かけたくないから」

「……そう」

　そんな返答に、お母さんは静かにそれだけ答えると。

　再びこちらに向き直り──静かに、口を開く。

「お医者様」

　そのぞっとするような声に、わたしはびくりと肩かたを震ふるわせる、が。

「……本当に、貴女あなたたちに任せて、大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか」

　その問いかけには、先さき程ほどまで感じられたような険しさは既すでになく。

　そこにあったのは──ただ娘むすめを思う母の不安、それだけで。




　だからわたしは、ほっと息をついて。

　体中の自信をかき集めて、彼かの女じよに胸を張って、こう答える。




「任せて下さい、お母さん。……大だい丈じよう夫ぶです。現代医い療りようってのは、思ったよりも万ばん能のうですから」

　医者は病気を治す職業だ、とよく言われる。

　それは正しいが、しかしそれが全てではない。

　患かん者じや本人の不安を。そして、患かん者じやの周りの人間の抱かかえる不安を取り除いてあげること。

　それも──わたしたちの、大切な役割なのだ。




　わたしの言葉を受けて、お母さんは目をまんまるにする。その顔は、やっぱり九く頭ず龍りゆうさんとそっくりで。

「……はぁ」

　ため息をひとつついて、彼かの女じよは──どこか呆あきれたような笑えみを浮うかべていた。

「お医者様がこう言うんだったら、しょうがないわね。……それに」

　そう呟つぶやいて遠くの空を一いち瞥べつしたその目に浮うかぶのは、どこか懐なつかしげな色。

「私も、千年前は人のことは言えなかったし」

　その言葉に、わたしははっとして彼かの女じよを見る。

　夜、あきみさんと話していたこと。いつぞやのバラエティ番組で見たこと。色んな物がフラッシュバックして。

「……かぐや、姫ひめ？」

　わたしが呟つぶやいた、そんな名前に。

「……そんな風に名づけられたことも、あったわね」

　先さき程ほどまでの浮うき世よ離ばなれした雰ふん囲い気きとは違ちがう、どこか親しげな笑えみを浮うかべて──彼かの女じよはそれだけぽつりと呟つぶやくと、改めて九く頭ず龍りゆうさんへと向き直り、彼かの女じよの頭を優やさしく撫なでる。

「ごめんね、かがや。私──貴女あなたに、辛つらく当たりすぎた」

　そんな、優やさしい言葉に──九く頭ず龍りゆうさんは感かん極きわまった様子で涙なみだを溢あふれさせて。

「……ごめんなさい、おかあさま。私も、ひどいこと言って」

「いいのよ、いいの」

　地上の穢けがれに満ちた彼かの女じよを、お母さんはしかし躊躇ためらいなく抱だきしめて。

「愛してるわ。かがや」

　そう告げると──彼かの女じよの肩かたを押おして、こちらへと寄よ越こしてくる。

「……通り道の関係上、次に迎むかえに来られるのはひと月後になるのだけれど、いいかしら」

「あ、はい。その頃ころには、きっとすっかり良くなってるかと」

「そう。……もし、またかがやを危ない目に遭あわせたりしたら──」

　周りに倒たおれる『怪かい異い狩がり』たちを睨にらみながら告げる彼かの女じよに、わたしは慌あわてて手を振ふって、

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。……わたしたちが責任を持って、お守りしますから」

　そう告げると、彼かの女じよはわたしと先生を交こう互ごに見つめて。それから再び、わたしをじいっと見て──おかしそうに吹ふき出す。

「そうね。貴女あなた……いえ、貴女様のような御方がついているなら、かがやもこれ以上ないくらい安心でしょう」

　そう言って微笑ほほえむ彼かの女じよに、わたしは目を瞬またたかせた後、

「……気付いてたんですか」

「当然ですわ。私たちは月の眷けん属ぞく──それはすなわち、貴女あなた様さまの眷けん属ぞくということに他なりませんもの」

「……そう言われても、あんまりピンと来ないんですけどね」

『神々』は、その一柱一柱が星々と霊れい的てきに対応する。

　とはいえそのリンクはあくまで霊れい的てきなものであり──『神々』と『物質としての天体』との間には、なんの繫つながりもない。

　わたしと対応するのはあくまで『霊れい的てきな月』であり、『物質としての月』の彼かの女じよたちとは縁えんもゆかりもないのだ。

　微び妙みような顔のわたしに、しかし構わず、彼かの女じよは真顔で続ける。

「でも、何な故ぜ。何な故ぜ貴女あなた様さまはこの神亡なき世にそんな、人の真ま似ね事ごとをなさっているのですか」

　その問いに、責めるような響ひびきはない。

　だから、わたしは少しだけ考えて──自分の手のひらを、見つめて。

　幾いく億おくの死に触ふれた、穢けがれたその手を見つめて、苦く笑しよう交じりに呟つぶやく。

「……こんなわたしでも、誰だれかを救えたら幸せだなって。……そんなことを、思っちゃったんですよ」

　その答えに、彼かの女じよは少しだけ、目を見開いて。

　それから──ふんわりと微笑ほほえんで、「そうですか」とだけ呟つぶやいた。




「それでは、我らが母なる死の神よ。その子を、宜よろしくお願いします」

　恭うやうやしく一礼して、再び発光体から伸のびたタラップを上がっていく彼かの女じよと、その従者たち。

「……おかあさま！」

　そんな彼かの女じよの背に向かって叫さけぶ九く頭ず龍りゆうさんに、彼かの女じよは振ふり向くと、

「しっかり病気を治して、次はちゃんと、帰るのよ。……私だって、寂さびしいんだから」

　大きな声でそう返した後、今度はこちらに向き直り──




「ああ、それと。折角ですから最後に一つだけ……お手伝い、しておきますね」

「え？」

　そんな、どこかイタズラっぽい響ひびきを含ふくんだ声が聞こえたかと思った、その瞬しゆん間かん。

　ひときわ大きな閃せん光こうが周囲を包み込こみ、わたしは目を開けていられず腕うでで顔を覆おおう。

　光だけではなく、音も──いや、全身が揺ゆれるような、ねじれるような。そんな、奇き妙みような感覚が押おし寄せてきて。

　やっと感覚が戻もどってきた頃ころには、既すでに辺りには、何もいなかった。

　……お母さんたちだけではない。揺ゆれ月つきや、彼かれの手下たちも影かげも形もない、というか。

「ここって、うちの病院……？」

　見回してみると、そこはあの埃ほこりっぽい廃はい倉そう庫こではなく、病院の──芦あし原はら総合病院の、ドクターヘリ発着用のヘリポートだった。

　状じよう況きように脳みそがついていけず、目をぱちくりさせていると、

「連中の転移に便乗させてもらえた、ってところか。なんつー大だい胆たんな」

　眉まゆ一つ動かさずそんなことを言ったのは、先生。その腕うでの中ではいつの間にか、九く頭ず龍りゆうさんが寝ね息いきを立てている。

「転移って、えらく非現実的な……」

「お前が言うのかよお前が。……月とこっちを行き来する連中だ。このくらいのことは出来ても不思議じゃあねえだろうさ」

　まるで動じた様子もなくそんなことを言い放つ先生。何とも神経の図太い人である。

　そんな図ずう々ずうしい先生とは対照的に繊せん細さいなわたしは、念のため両手を握にぎったり開いたりしてみる。……いまだ目め眩まいにも似た嫌いやな感覚は残るが、それ以外は特に異変はなさそうだ。

『神』の中にもこういう力を持つ子はいたが、自分で体験したのはこれが初めてだった。




　しんと冷える、春の夜。

　今まであったことは夢だったのではないかと思いそうになるが──隣となりを見れば、九く頭ず龍りゆうさんはちゃんと、ここにいる。

　大きく息を吐はいて、わたしは震ふるえる膝ひざを叩たたく。慣れないハッタリなんぞきかせたせいですっかり疲つかれきっているが、今はまだ休んでいい時ではない。

　九く頭ず龍りゆうさんのお母さんのお陰かげで、どうにか病院に戻もどってくることは出来た。

　あとは集中治ち療りよう室しつへの転室手続きをして、それから観かん血けつ的てき動どう脈みやく圧あつ測そく定ていに抗こう菌きん薬やく点てん滴てき、輸ゆ液えきに……すぐにとりかからなきゃならないことは、まだまだ沢たく山さんある。

　わたしはひとまず自分の白衣を脱ぬいで、先生が抱かかえている九く頭ず龍りゆうさんに掛かけてあげる。保温としては雀すずめの涙なみだだが、ないよりはマシだろう。なにせここだと、夜風も冷たい──

「……くしゅん」

　むう、失敬。

　早く室内に入らなきゃ、わたしまで風か邪ぜをひきそうだ──なんて思っていると、

「なーにバカやってんだ。ほれ」

　言いながら先生は九く頭ず龍りゆうさんを左ひだり腕うで一本で抱かかえたまま、コートの内側にわたしを強ごう引いんに引き寄せた。

「ぎゃあ、何するんですか」

「主治医に風か邪ぜひかれちゃ困るからな」

「ならそのコート脱ぬいで掛かけて下さいよ」

「この子担かついでんのに無茶言うな。ぎゃんぎゃん言ってねえで入れ入れ」

　強ごう引いんに抱だき寄せられて、わたしは先生と密着する形になる。……暖かい、暖かいが──なんだか釈しやく然ぜんとしない。っていうかセクハラですセクハラ。

　そんなことを思いつつ、不承不承先生にひっついて歩き出すと──不意に、先生がぽつりと呟つぶやいた。

「なあ詠よみ」

「……なんですか」

「お疲つかれさん。そこそこ良いい病ム状ン説テ明ラだったぜ」

　そんな先生の、ありがたーいお褒ほめの言葉に。

　わたしは変に顔が熱くなって、それが何だかとても腹立たしくて、ぷいと顔を背そむけながら、

「……お疲つかれさまにはまだ早いです。まだたっぷり、お仕事残ってるんですから」

「ああそうだな。頼たよりにしてるぜ、詠先生」

　くけけと笑う先生の脇わきを肘ひじでどついてやろうかと思いつつ、どうせ効かないだろうと諦あきらめてわたしは再び歩き出す。

　そうだ、お仕事はまだまだ沢たく山さんあるのだ。

　神様としてではなく──医者としての、お仕事が。




　　　　　◆




　で、それからのお話。

　予よ後ごの危あやぶまれる疾しつ患かんである、敗はい血けつ症しよう。しかし不幸中の幸いというべきか、九く頭ず龍りゆうさんのその後の経過は良好なものだった。

　血圧の著いちじるしい低下があったため、帰院して早々に循じゆん環かん改善目的で輸ゆ液えきと抗こう菌きん薬やくの投とう与よを開始。

　翌日に出た血液培ばい養ようの結果を確かく認にんしてみると、やはり常じよう在ざい菌きんによる菌きん血けつ症しようの所見があり──すぐに抗こう菌きん薬やくの再調整と、更さらにはＩＶＩｇも開始され、程ほどなくして九く頭ず龍りゆうさんは無む菌きん室しつへと転室となった。

　幸いにしてＤＩＣなどの緊きん急きゆう事態が発生することもなく、一週間ほども経たつともうすっかり熱も下がりバイタルも安定。通常室へと移されたが感かん染せん症しようが再発することもなく、どうやらＩＶＩｇの効果も順調に出てきているようだった。




「にしても、いやぁ、あの時のお前の啖たん呵かは良かったな。お前みたいなビビリがあんな未み確かく認にん生命体相手にあそこまで出来るようになるとは、全く指導医として鼻が高いぜ」

　いつも通りの、お昼休みのカンファ室。

　お昼をとっていた際にふとした拍ひよう子しで九く頭ず龍りゆうさんの話題になり──あの晩のことを思い出したらしい。先生はそんなことを言って、手にしたサンドイッチを平らげた後皮肉げな笑えみを浮うかべてみせた。

「はいはい。お褒ほめに与あずかりどーもです」

　そんな褒ほめてる感のないお褒ほめの言葉を適当にいなしつつ、わたしは四百九十円也なりのコンビニカレーを一口食べ、ほうと息をつく。いやぁ、最近のコンビニ弁当のクオリティというのはなかなかバカに出来ません。

「……実際のところ、心臓バックバクでしたよ。やっぱ慣れないことはするもんじゃないなって思いました。誠実一番です」

「は、確かにな。どこで覚えてきたのかは知らんが、あのやり方じゃ相手によっちゃ逆上させかねんわな」

　うんうんと頷うなずく先生を、わたしはじぃーっと見つめて。

「……実はアレ、ある人の真ま似ねだったんですよね」

　なんとなくそう言ってみると、先生は「ほう」と驚おどろいた声を上げた。

「あんな傍ぼう若じやく無ぶ人じんで強ごう引いんでオラオラ系な医者が居るのか。そいつぁ随ずい分ぶんと壮そう絶ぜつだな」

「まったく、困りますよ本当に。傍ぼう若じやく無ぶ人じんで強ごう引いんでオラオラ系で無ぶ遠えん慮りよでデリカシー無くて」

「で、どこの誰だれだ？」

「……さぁ」

　珍めずらしく不思議そうな顔で首を傾かしげている、傍ぼう若じやく無ぶ人じんで強ごう引いんでオラオラ系な先生。

　憎にくたらしいその顔をじいっと眺ながめながら──わたしはそこで、はぁ、と小さく息を吐つく。




「……先生」

「ん？」

「あの時は……その、有難ありがとうございました、色々と」

　わたしの言葉に、しかし返答はなく。不ふ審しんに思って顔を上げてみると、先生の顔には今まで見たことのないような驚きよう愕がくの色が浮うかんでいた。

「……お前に感謝されるのって想像以上に気持ち悪いな」

「失敬な」

　失礼にもほどがある発言である。先を言う気力がだいぶ削けずられたのを感じつつ、わたしは唇くちびるを尖とがらせながら続けた。

「……あの時、先生が来なかったら。きっとわたし、何も出来ませんでした。九く頭ず龍りゆうさんを……助けられませんでした」

　先生が来なくても、揺ゆれ月つきたちを撃げき退たいする自信はあった。実際、そのつもりでいた。

　しかし──その後は、どうだったろうか。

　刻一刻と容体が悪化していく九く頭ず龍りゆうさんを前にして、わたしは──冷静ではいられなかった。

　パニックになって、何も、出来なかった。

　わたしは、神様なのに。

　なのにこの手は結局、誰だれも──

「バーカ」

　マイナス思考のループに陥おちいり始めたわたしに、呆あきれたような先生の声が刺ささる。

「……バカってなんですか、バカって。わたしは珍めずらしく真面目に──」

「珍めずらしくって自覚はあんのかよ。……ったく。何かと思えば下らねえことを」

「下らねえ、って」

　酷ひどい言われようにもほどがあります。

　先生は大おお仰ぎようにため息をついてみせて、「ったく」と舌打ちしながらわたしを睨にらみつけた。

「下らねえことは下らねえことだ。お前まさかまだ、自分一人で何でも出来なきゃいけないとか思ってんじゃねえだろうな」

「ぐ」

　今日も先生の読心は冴さえ渡わたっています。もはや異能の力と言っていいレベルです。

　わたしは露ろ骨こつに返答に窮きゆうしつつ、微び妙みように視線を逸そらしながらぼそぼそと呟つぶやく。

「……でも。わたしは神様なんです。『死』を操あやつる、最古の神性──人とは比べ物にならないほどに強い力を持ってて。だから……」

「だからどうした」

　ミミズが這はいまわるようにもったりとしたわたしの言葉をぴしゃりと制して。

「確かに、お前は神様だ。だがな──それがどうした。俺おれたちの、医者の仕事は患かん者じやの命を救うこと……神様の決めた摂せつ理りに、真っ向から喧けん嘩かを売ることなんだぜ」

　かつて神を殺した狩人かりゆうどは──そう言って皮肉げに笑う。

「お前が何様のつもりか知らんが、忘れんな。俺おれたちは人の命を一人で背負えるほど強くはない。それはきっと──神様だって、同じなんだ」

　それだけ告げると、彼かれはわたしの目を真まっ直すぐに見て。

「だからよ、何度でも言うぜ。……一人で抱かかえようとするな。周りを頼たよれ、この半人前が」

　なんて、厳しいんだか優やさしいんだか分からないようなことを言ってくる。

　……全く、本当に。

　意地悪で、厳しくて、傲ごう岸がん不ふ遜そんで、厚かましくて──そのくせ変なところで、優やさしくて。

　……これだから苦手なんです、この人は。




「お茶が入りましたよー……って、何のお話してらっしゃったんですか」

　と、そんなタイミングで扉とびらが開き、お茶を載のせたお盆ぼんを持ってあきみさんが入ってきた。

「ええ、ちょっと九く頭ず龍りゆうさんの思い出話を」

「ああ、九く頭ず龍りゆうさん」

　わたしと先生に湯ゆ吞のみを手て渡わたしてあきみさんは隅すみの席にちょこんと座すわると、自分のお茶を一口啜すすった後、しみじみとした様子で口を開く。

「……あの時は、本当に心配しました。でも良かったです、ヨミ先生も九く頭ず龍りゆうさんもご無事で」

　あきみさんのそんな言葉に、わたしも「ですねぇ」と苦く笑しようを返す。




　揺ゆれ月つき率いる怪かい異い狩がりたちの暴走については、彼かれらの逮たい捕ほという形で平へい穏おん無事に幕を閉じた。

　わたしや九く頭ず龍りゆうさんの件は表おもて沙ざ汰たにすると色々と面めん倒どうなので先生がうまいこともみ消したらしいが──それを除いても、これまでの一連の通り魔ま事件で罪状は十分すぎるほどにある。

　当分は、彼かれらが塀へいの中から出てくることはないだろう。事件は解決し、万ばん事じめでたしである。




「今こうしていられるのも、あきみさんが先生に連れん絡らくしてくれたお陰かげです。有難ありがとうございます」

「えへへ。お役に立てたなら、何よりです」

　そう言って照れ笑いを浮うかべる彼かの女じよの天使っぷりをしみじみ味わいつつお茶を啜すすっていると──不意にあきみさんが「ところで」と呟つぶやいた。

「確か九く頭ず龍りゆうさんの正体って、竹たけ取とり物もの語がたりとかの……あの方、だったんですよね」

　一応、事の次し第だいは一部を除いてあきみさんにも伝えてあった。

　一部というのは、わたしについてのことである。……別に、信じてもらえそうにないからとかではない。それよりむしろ、わたしの正体を知ってしまうことで彼かの女じよが余計な面めん倒どう事ごとに巻き込こまれやしないかと心配だったのだ。

　……とまあそれはさておき。わたしはあきみさんの問いかけに頷うなずき返す。

「ええ。正確に言うと、その娘むすめさんだと思うんですけど……何か？」

「いえ、大したことじゃないんですけど。ちょっとだけ、気になってたことがあって」

「気になってたこと？」

　わたしの問いかけに、彼かの女じよは苦く笑しよう交じりで、

「そういう出自なら、どうせなら竹取さんとかそんな苗みよう字じなら分かりやすかったのになって」

「ああ、確かに」

　あはは、とわたしは笑って。変ですねー、とあきみさんも笑う。




　とまあそんな調子で、益やく体たいもない話を続けて──ふと時計を見ると、その針はいつの間にやら十二時四十分を指していた。

「ようし、そろそろ時間だな。……詠よみ」

　言いながら懐かい中ちゆう時ど計けいを閉じて席を立つ先生に、わたしは苦い顔で返す。

「ええ、もうちょい休きゆう憩けいさせて下さいよ。まだ十分ありますよ」

「何言ってやがる。筋肉と同じでな、人間だって休みっぱなしじゃダメになっちまうぞ」

「ダメになりたいです……」

　げっそりと呟つぶやいたわたしの言葉をさらりと無視すると、先生はわたしに向かって、手を差し伸のべて言う。

「ほれ、とっとと行くぞ。患かん者じやが待ってる」

　わたしはその手を、じいっと見て。やがて小さくため息をつくと──

「もー、やめてくださいよ。一人で立てますから」

　顔を背そむけながらそう答えて、席を立った。

　あきみさんの方へと向き直って、先生が口を開く。

「あきみちゃん、午後の外来はどんな感じだ」

「今日もたっぷりですよ。見ます？」

　そう言うと彼かの女じよは、横の椅い子すに積んであったらしい何かを机の上に置く。

　それは高さにして三十センチはあろうかという、紹しよう介かい状じようの山だった。

　あきみさんが召しよう喚かんしたその山を見て、わたしは冷や汗あせが一筋流れるのを感じながら先生の方へと向き直り。

「……あの。先生、今日たくさん外来やりたい日じゃないですか？」

「おうとも。だが俺おれは優やさしい指導医だからな、ちゃんとお前の分もたっぷり残しといてやる」

　くけけと悪あく魔まみたいに笑う先生に、わたしはもう一度ため息をついて。

「……あーもう。医者の仕事って、こんなに大変なんですね」

「だけど、やり甲が斐いはあるだろう？」

　そんな、先生の言葉に。

　わたしは──苦く笑しようを浮うかべて返す。




　カンファ室を出て、診しん察さつ室しつへ。

　たんまりと貯ため込こまれた紹しよう介かい状じようのうちの一枚を取り出して、内容を吟ぎん味みする。

　さてさて今日も、こんなにどっさりと怪かい異いたちが訪おとずれているらしい。

　世間様からしてみれば『非日常』のるつぼだが──しかしこれがわたしたちの『日常』だ。




　世界の裏側には、驚おどろくほどに『非日常』が溢あふれている。

　鬼おにに悪あく魔ま、妖よう精せい、妖よう怪かい、エトセトラ。晴れときどき異星人なんてのも珍めずらしくはない。

　能力バトルに伝でん奇きホラー。ＳＦ、ファンタジーまでなんでもござれ。

　思った以上に、世界というのは常識的でもなければ理性的でもなくて。

　思った以上に、この現実とやらの懐ふところは広いらしくて。




　けれどそんな『非日常』の彼かれらにも、免まぬかれ得ないルールがある。

　強大な吸きゆう血けつ鬼きでも高こうカルシウム血けつ症しようで倒たおれるし、美しい夢む魔まだってお薬の副作用で不ふ眠みんに陥おちいることもある。

　老練な鴉からす天てん狗ぐが小しよう脳のう出血で飛べなくなることもあれば、空の向こうから来た異い邦ほう人じんが地球の感かん染せん症しように苦しむ例だってある。




　……だからこそ。彼かれらにとっても等しく必要なものがある。

『日常』と『非日常』をつなぐもの。生きとし生きるもの全てが、享きよう受じゆする権利をもつもの。




　そう、それは──医い療りようである。




　呼び入れコールを鳴らして、患かん者じやさんを中に招き入れる。

　見た感じは普ふ通つうの、人の良さそうなお爺じいちゃんだ。

　この人は一体何の怪かい異いだろう。どんな訴うつたえがあって病院に来たのだろう。

　そんなことを考えながら──わたしはいつも通りに、問もん診しんを始める。




「こんにちは。今日は、どのようなことでいらっしゃいましたか？」









◆【症しよう例れい④】寓象フオルクロアド人格体・イグジスタンス（詳しよう細さい不明）における日和ひより見み感かん染せん症しようの重じゆう症しよう化かの一例◆



患かん者じや：年ねん齢れい不明　性別：女性　種族：不明（天人系列と思われる）

主しゆ訴そ：発熱、呼吸苦、全身倦けん怠たい感かん、全身痛　診しん断だん：重じゆう症しよう感かん染せん症しよう

現病歴：朝から続く発熱、咳がい嗽そう、倦けん怠たい感かんを主しゆ訴そとして受じゆ診しん。迅じん速そくインフルエンザ検査の結果陽性であり、呼吸状態も悪かったため入院となった。

　既き往おう歴れき、内服歴なし。喫きつ煙えん・飲酒なし。

診しん察さつ時じ現げん症しよう：体温39度、血圧99／70。呼吸数26

　特異的な身体構造であり、聴ちよう診しん不可能。同時に施し行こうしたＸエツクス線せん、ＣＴにおいても所見とれず。

　喀かく痰たん塗と抹まつにて常じよう在ざい菌きんの検出のみであったこともあり、入院後は抗こうインフルエンザ薬やく点てん滴てきを開始。第二病日には発熱の低下を認めたが第三病日に再度熱ねつ発ぱつあり。点てん滴てきルートによる感かん染せんを考え抗こう菌きん薬やくを投とう与よするもコントロール不良、その晩から翌日夜にかけて不測の事態から一時治ち療りよう中断を余よ儀ぎなくされ、その夜間に敗はい血けつ症しよう疑いとなり全身管理目的でＩＣＵに一時入室。

　免めん疫えき不ふ全ぜんによる日和ひより見み感かん染せん症しようが疑われたために広こう域いき抗こう菌きん薬やくの投とう与よが開始され、その翌日には第一病日採取の血けつ培ばいから肺はい炎えん球きゆう菌きん、黄おう色しよくブドウ球きゆう菌きん、レジオネラ菌きん──ほか、多種類の菌きん株かぶが検出されたため抗こう菌きん薬やくを追加、調節。同時にＩＶＩｇも開始とし、無む菌きん病室へ転室となった。

　以後の経過は良好で、通常病室へと転室後も感かん染せん兆候なくバイタルも安定。

　近日退院予定となっている。


担当医：伊い佐さ奈な　詠よみ




指導医：空うつろ騎ぎ　剣つるぎ















◆プロローグ／おいてけぼりの神様◆






「医者に、なってみないか」

　男が告げたその言葉に、わたしは目を瞬またたかせる。

「医者……それって、貴方あなたと同じ？」

「ああ。誰だれかを助ける、そんな仕事だよ」

　そう言って、男は。

　人間たちに『教授』と呼ばれていた、この恐おそるべき神殺しは──死の神性にして人の敵であるはずのわたしに、手を差し伸のべる。

　馬ば鹿かげている、と思った。あいつらに唆そそのかされて人を滅ほろぼそうとしたこのわたし相手に、一体何を言っているのかと思った。

　馬ば鹿かげたほどに唐とう突とつで、意外で。わたしにはひどく、程ほど遠とおい言葉で。

　……だけど、何な故ぜだろうか。

　その言葉には、不思議としっくりくるような奇き妙みような魅み力りよくがあった。




　イザナミ。死の神性にして──創世の母はは神がみ。

　けれどわたしは、生を知らない。

　わたしは救わない。わたしは生かさない。

　けれどわたしは──救いたくないわけじゃ、なかった。

　生かしたくないわけじゃ、なかった。




　だってわたしは、生けとし生けるものの母で。

　遍あまねく全ての命は──わたしの大切な、子供なのだから。




「出来るかな、わたしに」

　気づけば、口からそんな言葉がこぼれ落ちて。そんなわたしに、男は大きく頷うなずくと、

「ああ。きっと、君には向いている」

「どうして？」

「君は、死を知っているから」

　淡たん々たんと返す、男。その表情はやはり見えない、けれど。

「そっか」

　わたしはそう言って頷うなずくと、彼かれに向かって笑って告げる。




「わたしは、人を知りたい」

「ああ」

　彼かれは、頷うなずく。

「わたしは、生を知りたい」

「ああ」

　彼かれは、頷うなずく。

「わたしは──誰だれかを救いたい。わたしを救ってくれた、貴方あなたみたいに」

　彼かれは、無言で頷うなずいて。




　その日。

　世界は、最後の神を喪うしなった。











あとがき






　初めましての方は初めまして、初めましてでない方は有難ありがとうございます。西さい塔とう鼎かなえと申します。

『かみさまドクター』お送りさせて頂きました。いかがでしたでしょうか。

　怪かい異いという「非常識」が「常識」になった世界。非常識と常識が交じり合ったそんな世界で、彼かれらを相手取って日々四苦八苦する医い療りよう者しやたちの物語。

　そんな感じで、前作とは打って変わって医い療りよう系けい日常モノです。……日常モノ、なんでしょうか。結構な割合で非日常モノかもしれませんが日常モノと言い張りたいところです。




　主人公の詠よみさんは「ヌルく・だらりと・ほどほどに」がモットーの意識低い系ですが、実際のお医者さんたちは日々頑がん張ばってます。大だい丈じよう夫ぶです、そこはしっかりフィクションです。本作の人物、団体は実在のそれとは一いつ切さい関係ありません。

　とはいえ作中では時折実際の医学用語めいたモノが出てきて「なんじゃこりゃ」と思われる方もいらっしゃるかもしれません。

　が、本書はあくまでエンターテインメントのものであり、教科書ではありません。暗号めいた言葉の数々も単なるフレーバーの一種ですので、場合によってはざっくり読み飛ばして頂いて大だい丈じよう夫ぶです。興味が湧わいたらちょこっとインターネットなどで調べて頂ければ、「ああ、そういう」と納なつ得とく出来て二度美お味いしいかもしれません。さり気なく日常会話に織り交ぜてお友達に自じ慢まんしましょう。




　……とまあ、そんな所で。そろそろページ数もギリギリなので（九割九く分ぶ九く厘りん自じ業ごう自じ得とく）最後に、関わって下さった皆みな様さまに謝辞を。

　担当様、毎度のことながら的確なご指し摘てきの数々有難ありがとうございます。毎度のことながらスナック感覚でページ数を爆ばく増ぞうさせてしまってすみません。次こそは気を付けます。

　そして本書を手にとって下さった皆みな様さま、重ねて有難ありがとうございます。

　どうか皆みな様さまにとって、本書との出会いが益やく体たいのあるものでありますように。











西さい塔とう　鼎かなえ
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西さい塔とう 鼎かなえ

１９９１年発生のヒト科。小説書くついでに生きている系人類。「今日できることは昨日やっておくべきだった」がモットーだが実践には至っていないダメないきもの。もうすこしがんばりましょう。
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イラスト／人ひと米ごめ

茨城在住。お医者さんには、ヒーローになりきって椅子から飛び立った際、随分お世話になりました。

話は変わりますが、最近フクロウカフェでココアを飲みました。おいしかったです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「西塔 鼎先生」係

「人米先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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かみさまドクター




─怪かい医いイサナさんの症しょう例れい報ほう告こく─
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